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「……潜せん入にゆう捜そう査さ？」


　男のことばに、あたしは眉まゆをひそめてつぶやいた。


　とある町の小さなメシ屋。


　店の隅すみにあるテーブルには、あたしと、そして、向かいに座すわる魔ま道どう士し姿すがたの男が一人。


　黒いマントに、目ま深ぶかにかぶった黒フード。


　怪あやしいことこの上ない風ふう体ていの男ではあるが、こう見えても、実はれっきとした、魔道士協会からの使いだったりする。
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　ちょいと面めん倒どうなしごとの依い頼らい──ということだったのだが──まさか、潜入捜査なんぞという、文字通り面倒くさそーなものだったとは……


「うむ。最近、この町に盗とう賊ぞく団だんが出しゆつ没ぼつしてな。


　資産家の家を中心に、いくどとなく盗ぬすみを働いている。


　さまざまな状じよう況きようから、彼らの拠きよ点てんとなっているのが、ほかでもない──この町にある、一いつ軒けんの家らしい、という目星はついたのだがな……


　いかんせん、決定的な証しよう拠こがない。そこで──」


「──ちょっと待った」


　男の話に、あたしは片手を上げてストップをかける。


「それって……町の役人のしごとじゃない」


　あたしの問といに、男は、香こう茶ちやをひと口、含ふくんでから、


「その、町の役人なのだよ。依頼人は」


「……は……？」


　あたしは思わず眉をひそめて、


「どーいうこと？　それじゃあそのお役人なり警けい備び兵へいなりが潜入捜査すりゃあいーじゃない。


　──あ。ひょっとして、容よう疑ぎ者しやってのが町の実力者とかで、役人に圧力かけてる、とかってパターンなの？」


「いいや。違ちがうな」


　男は静かにかぶりを振ふり、


「潜入捜査──ということになれば、家メ政イ婦ドか執事バトラーとして入り込む、ということになるわけだが……


　そこが問題なのだ」


「……なんで？」


「なぜならっ！　この町では、公務員の副業アルバイトは禁止されておるからなのだっ！」


「……をい……」


「潜入捜査のためとはいえ、執事・メイドの仕事をして、給金を受け取る以上、それは立派な副業アルバイト！　秩ちつ序じよを守るべき立場にいる者たちが、自らそれを破るわけにはいかんっ！


　とゆーことで、いざという時、武器がなくとも戦力になる魔道士──我々に話がまわってきた、というわけなのだよ」


「だぁぁぁぁっ！　いーじゃないの別に、そんな細かいことっ！　ンじゃあ何？　ここの町の役人は、ドロボーとっ捕つかまえるより、つまんない規則守ることの方が大事なわけ!?」


「……いや……私に文もん句くを言われてもどーなるものでもないんだが……」


「……まあ……そりゃそーだけど……」


　つぶやいて、あたしは香こう茶ちやをひと口。


「我わが協会には、あいにく、それほど攻こう撃げき魔術に長たけた者はおらん。そこで、リナ殿どの、あなたがこの町にお寄りになった、との噂うわさを聞き、こうして依頼に参まいったわけだ」


「……なるほどー……」


　面倒くさそうなしごとではある。


　しごとではあるが──


　もしも受ければ、報ほう酬しゆうは、依い頼らい料りようとメイドの給料の二重取りっ！　くわえてそこが本当にドロボーたちのアジトなら、成せい敗ばいしておたからかっぱらうのも可！


　おいしいっ！　これはおいしすぎるっ！


「──わかりました。お受けします」


　言って、あたしはこっくりうなずいたのだった。





「──あなたね。今度うちに雇やとってもらいたい、って言ってきた娘こは」


「はい。ミナ＝サンダースと申します」


　応おう対たいに出てきた、見るからに神経質そーなおばちゃんに、あたしはにっこり、笑え顔がおで答えた。


　──町のほぼ中心部にある、一軒の豪ごう邸てい。


　こここそが、盗とう賊ぞく団だんのアジトと目される、ブラント家だった。


　手広く商売をやっていて、なかなか繁はん盛じようしているようだが、どうやらその資金の少なからぬ部分は、盗ぬすみで得たものではないか、というのが依頼人の談らしい。


　そこにメイドとして住み込んで、シッポを摑つかむのがあたしのしごと、というわけである。


　当然こちらの素す性じようは秘密。魔ま道どう士しだとバレないよーに、ふつーの町まち娘むすめふうの服装に、名前も、ミナ＝サンダースなどとゆー偽ぎ名めい。


　偽名にしてはそのまんま、とか思った人はまだ甘あまい。本名とかけ離はなれた偽名を使っていると、呼ばれた時に、とっさに返事ができずに怪あやしまれる、などとゆーことも起こりうる。そんな事態を防ふせぐため、本名の『リナ＝インバース』をちょいと変えただけの偽名を使うわけである。


　さきほどこのおばちゃんに手て渡わたしたニセの紹しよう介かい状じようにも、ちゃんとその名が記しるしてある。


　むろんそのあたりは、協会だかお役人だかが用意してくれたものだが。


　おばちゃんは、冷たいまなざしをあたしに向けて、


「私はカーシャ＝シュレイカー。ここのメイド頭がしらをやらせて頂いただいています」


「カーシャさん……ですか」


　あたしのつぶやきに、彼女は、すこしムッとしたような表情で、


「──メイドの皆みなさんからは、シュレイカーさんと呼ばれています」


　などとさらりと言い放はなつ。


　……なるほど……どーやら彼女、見た目通りにカタそうな人である。


「──たしかに、デルマイユ公こう爵しやくからの紹介状、見せてもらいました。


　けれど私は、正直、紹介状があるからといって、きちんとしごとをこなせる人だとは思いません」


「……ってことは……」


　いきなし潜せん入にゆう失敗かいっ!?


　とか思ったりもしたのだが、カーシャ……じゃない、シュレイカーさんは、ゆーうつそーに左右に首を振ふり、


「御主人様は、あなたを置いてもいい、とおっしゃいました」


「──ありがとうございますっ！」


　ぺこりっ、とおじぎをするあたしに、しかし彼女は、盛り上がりのない口く調ちようで、


「──けれどいいですか、ミナさん。あなたが仕事の手を抜ぬいたり、当家にふさわしくない振る舞まいをなさるようでしたら、出ていってもらうようなことにもなるかもしれません。


　そのことだけは常に心に留め置くよう、お願いしますよ」


「はいっ！　がんばらせていただきますっ！」


　いい子ぶりっ子でおじぎをひとつ。
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「──そう。


　それじゃあ早さつ速そく、案内がてら、皆さんに紹介させていただきます。


　ついて来てください」


　言って彼女は、あたしの答えも待たずに歩きだした。





　あたしの予想した通り、屋や敷しきはやたらと広かった。


　客室やバス・トイレが複数あるのは当たり前、台所までも、大きいのが一つと、小さいところが他に二か所。メイドや執しつ事じの部屋はあるわ控ひかえ室はあるわ。


　そこで行きあった使用人たちと、いちいちあいさつをかわすわけだが、出会っただけでも十人以上。


　屋内、しかも当主の部屋に行きつくまでで、これである。全体像は推おして知るべし。


　やがてシュレイカーさんは、一枚の扉とびらの前で足を止めた。


　いままで覗のぞいたり通ったりした部屋の扉も、なかなか立派なものではあったが、ここのはひときわ豪ごう華か……と、いうより、派手なつくりになっている。


　とすると、ここが──


「このお屋敷のご主人、マーシャル＝ブラント様のお部屋です。


　そそうのないよう、挨あい拶さつなさい」


　シュレイカーさんは小声でつぶやくと、こんっ、こんっ、と扉をノックした。


「……ほーい……」


　ノックに応こたえて、部屋の中から返ってきたのは、あたしの予想に反して、かなり間ま延のびした中年男の声だった。


「シュレイカーでございます。新しいメイドのご挨拶に参りました」


「開いてるよー」


「失礼いたします」


　言って彼女は、扉のノブに手をかけた。


　──部屋の中には、高級そうではあるけれど、統一感のぜんぜんない家具の数々。


　その部屋のまん中に置かれたテーブルのそばに、彼は佇たたずんでいた。


　としの頃ころなら四十前後。黒い髪かみで中肉中背。何の威い厳げんも雰ふん囲い気きもない、それこそそこいらへんに転ころがっているおっちゃんのよーな人である。


「やー。はじめまして。マーシャルです」


　おっちゃんは、にこにこ顔で、気の抜ぬけたあいさつをした。


「……あ……ど……どーもはじめまして……


　今日からこちらで働かせていただきます、リ……ミナ＝サンダースともーします。


　どーかよろしくお願いします」


「やー。こちらこそよろしくお願いします。


　それじゃーシュレイカーさん、ミナさんの紹しよう介かいと案内、頼たのみます」


「かしこまりました。


　それでは失礼します。


　──さあ、ミナさん。行きますよ」


　シュレイカーさんは、一礼を残しきびすを返す。


　あわててそれにならうあたし。


　……うーむ……今のがマーシャルさんかー……一流の商人にも悪人にも見えないが、世の中、外見の印いん象しようとやってることとが一いつ致ちするとは限らない。


　ここが盗とう賊ぞく団だんのアジトになっているならば、当然、彼が何らかのかかわりを持っていることに間ま違ちがいはないだろう。


　シュレイカーさんは部屋を出ると、無む言ごんで廊ろう下かをしばらく歩き、やがて一枚の扉とびらの前で、またまた足を止めて、


「そしてここが、デイジーお嬢じよう様さまのお部屋です」


　こんっ。こんっ。


「誰だれ？」


　ノックの音に、返ってきたのは、まだ若い女の声だった。


「シュレイカーです。このたび、メイドが一人、新しく入ることとなりました。そのご挨拶に参りました」


「そう。入って」


「失礼いたします」


　扉をくぐったそこは、いかにも良家のお嬢様、といった感のある部屋だった。


　そして、こちらに背を向けて、女が二人。


　鏡の前に座った銀髪プラチナ・ブロンドの女性の髪を、メイドとおぼしき一人が梳すいている。


　銀髪の女性ひとは、腰かけたまま、ちらりっ、とこちらに目をやって、


「……へえ……」


　小さくつぶやき、席を立つ。


　メイドも手を止め、こちらを向いて──


　………………………


「──リ──」





　どがしゃぁぁぁぁっ！





　相手がことばを発するより早く。


　あたしの右のコークスクリューパンチは、メイドの──いや、メイド姿のナーガの顔面にめり込んでいた。


　そう。彼女こそ、百害あって一利なし、動くなしゃべるな息するな。自じ称しようあたしのライバルの、その名も白蛇サーペントのナーガ！


　今は、いつもの悪の魔ま道どう士しコスチュームではなく、メイドの服装をしているが、それで人間の本質が変わるわけでなし。


　となれば──足を引っぱられるは必ひつ定じよう！


　今のうちに抹まつ殺さつしておくのが得とく策さくとゆーものだが、この場は他人の目がある。


　とりあえず、あたしはナーガのえり首ひっ摑つかんで、部屋の隅すみっこに連れてゆき、声をひそめて、


「──ちょっと!?　ナーガ!?　なんであんたがこんなところに──って、ま、くわしい話はあとでじっくりするとしてっ！


　とにかくっ！　今はあたしはミナって名前ってことになってるからよろしくっ！」


　つられてナーガも声をひそめ、


「ふっ。いきなり何言うのよ。リナ」


「ミナよ。事情はいつかあとで説明するから。わかったわねっ！」


「……どうしました？　ミナさん？」


　眉まゆをひそめて問うシュレイカーさんに、あたしはあわててぱたぱた手を振ふり、


「──あ。いや。ちょっと。知ってる人だったもので。あはははははは」


「そうですの？　ナーガさん？」


　問われてナーガは、いつものよーに、ふぁさっ、と髪をかき上げて、


「ふっ。まあ、そんなところね。


　昔の、このわたしの自称ライバル、とでも言ったところかしらね。ほーっほっほっほ！」


　誰がだ。誰が。


　ツッコミを入れたいのをこらえつつ、あたしはひきつった笑えみで、


「……ま……まあ……ライバルというのはともかく……そーゆーことです」


「──ふぅん。なかなか面おも白しろそうな娘こじゃない」


　言ったのは、シュレイカーさんではなかった。


　部屋のまん中に静かに佇たたずみ、こちらに視線を送るのは、ナーガに髪の手入れをしてもらっていた、例の銀髪プラチナ・ブロンドの少女だった。


　長いストレートの髪に、大きな瞳ひとみ。としはあたしとたいして変わらないだろう。


　彼女はあたしをまっすぐに見つめて、


「デイジー＝ブラントよ。よろしくね」


「……あ。こっちこそ、よろしくお願いします」


　あたしはペこりと頭を下げた。


　デイジーが、あたしに向けたまなざしの奥おくに眠ねむった、鋭するどい光には気づかぬふりのそのままで。





「──ふっ。読めたわよ。リナ＝インバース」


　メイド姿のそのままで、無意味に胸張り、ナーガがそう言ったのは、その日の夜──一日のしごとも一ひと通とおり終わって、ほっとひと息ついてからのことだった。


　事情を説明しろ、と迫せまるナーガを連れていったのは、屋や敷しきの裏庭。


　中天にかがやく、夜を裂さいたような細い三日月が、あえかな光を闇やみにふりまく。


　あたりには、庭木や倉庫が、黒い影かげを生み出し佇んでいた。


　屋敷の中でひそひそ話などしていれば、誰かに立ち聞きされるおそれもある。しかしここなら、その心配もない。


　しかし、『事情を説明しろ』とか言っていたくせに、ここに来るなり、あたしのことばを待たずして、ナーガの放った第一声がそれだった。


「……読めた、って……何が……？」


「決まってるじゃない。あなたがここにメイドとして働きに来た理由よ。


　この私、白蛇サーペントのナーガがメイドとしての才さいを認められたことにシットして、対たい抗こう意い識しきから就しゆう職しよくしたのねっ！」


「ンなわけあるかっ！


　……けど考えてみたら、あんたは、なんだってこんなところでメイドなんてやってるわけ？」


「ふっ。町の食堂でごはん食べてて、お金持ってないことに気づいて、どうしていいかわからずに、とりあえず高笑いしてたら、あのデイジーって娘こに気に入られて、メイドにスカウトされたのよっ！」


「……毎度毎度、わかんない理由でわかんないコネつくり上げるわねー……あんた……」


「まあ、それがこのわたしの人じん徳とく、というものよ」


「……いや……なんでもいーけど……


　あたしの方は、ちょっとしたしごとで、この屋敷に潜せん入にゆう調査しなくちゃなんないことになってね。


　で、メイドとして入り込んだ、ってわけよ。


　もちろんこのことは、ほかの人には秘密よ。


　いーわね？」


　言ったあたしのそのことばに、ナーガは、にまぁっ、と笑えみを浮うかべて、


「へーぇ……つまり、かなりのもうけ話、ってわけね」


　ぎぎぎくぅっ！


　……いや……たしかに、ここが盗とう賊ぞく団だんのアジトになってるなら、ぶち倒たおしがてらに、ごっそりと……じゃない、こっそりと、盗ぬすみでたくわえたおたから少し頂ちよう戴だいしても、バチは当たんないかなー、などと思ったりもしていることは事実だが……


「……も……もうけ話なんて、そんな……


　いやー、魔ま道どう士し協会通しての依い頼らいだったから、値段のほうもしれてるし……」


「──そんな仕事をあなたが受けた、ということは、正当な報ほう酬しゆう以外のうまみがある、ってことね」
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「ふっ。そこにたまたまこのわたし、白蛇サーペントのナーガがいた、ということは、この一件に手を貸して、もうけを山分けするのが得策、という天の啓けい示じねっ！」


「ンなヤクザな天の啓示があるかぁぁぁっ！


　とにかくっ！


　このしごとは、あたしが一人で進めるから、ナーガはジャマしないでねっ！」


　ぴしゃりっ！　と言ったあたしのことばにも、しかしナーガは余よ裕ゆうの顔で、


「……ふっ……


　いいのかしら？　あなたが、何かの捜そう査さでこの屋や敷しきに入り込んだ、ってことを、屋敷の人間に言いふらしても？」


「うくっ……」


　……こ……このアマ……そー来るか……？


　やっぱし最初の考え通り、とっとと早めに抹まつ殺さつしといた方がよかったか……


　いや。今からでも遅おそくない。幸さいわいあたりに人の目は──


「──ナーガ！　隠かくれて！」


　抹殺計画は一時中断し、あたしはナーガの手を取って、しげみの奥おくに引っぱり込む。


　今、たしかに人の気け配はいがした。


　息をひそめて、しばし身をひそめるそのうちに。


　人ひと影かげがひとつ。あたりをはばかるかのように、足音を殺してこちらに近づいて来た。


　あたしとナーガの存こ在とには気づいていないようである。


　向かう先は──どうやら倉庫の方らしい。


　──盗賊団の一味か!?


　ふん捕づかまえるのはたやすいが、この状じよう況きようで捕まえても、相手が言い逃のがれをすることもまた簡単。


　今はとりあえず、様子を見て──


「ほーっほっほっほ！　こんな時間、こんな場所に、一体何の用かしらね!?」


　あたしの思惑おもわくどこ吹ふく風で、いきなりな高笑いとともに、しげみをかき分け、立ち上がったのは、言うまでもなくナーガだった。


　ああっ！　いきなしぶちこわしにっ！


「……ぇ……？　ああ……ナーガくん……だったっけ……？」


　返ってきたのは、ぼーっとした、男の声だった。


　……この声は……!?


「あら。マーシャルさん」


　ナーガの漏もらしたことばの通り。月の光の中に佇たたずんでいるのは、例の、ぼーっとした屋敷の当主、マーシャルさんだった。


　やはりぼーっとしたままで、頭をぼりぼり搔かきながら、


「いやー。よく考えたら、昼間、倉庫にカギかけたかなーって、心配になりましてねー。


　正直、ランプとか欲ほしかったんですけど、どこにあるのかよく知りませんし、この時間になってメイドさんたちとか起こすのも気がひけますしねー。はっはっは」


「ふっ。なるほど」


　かなり苦しいいいわけに、あっさり納なつ得とくするナーガ。


　信じるか!?　ふつー!?


　……けどまあ……ナーガだし……


「──で、そーおっしゃるナーガさんは、こんな時間に何を？」


「ふっ。夜中に庭木の陰かげでじっとしてるのが趣しゆ味みなのよ」


　そんないいわけがあるかぁぁぁぁぁっ！


「なるほどー。


　多趣味なかたですねー。


　いやぁ。実はわたしも若い頃、そーゆーのに凝こってた時期ありましたよー。


　いーですよねー。若いって」


　凝ってたのか。ほんとに。


　しげみの奥おくに身を隠かくしたまま、一人、心の中でツッコミ入れ続けるあたし。


「ま、それじゃあそーゆーことで。


　わたしは倉庫のカギ確かめてきますから。ナーガさんもがんばって、木の陰でじっとしててくださ……」


　──がさりっ。


　やや離はなれた場所にある庭木が、小さな音を立て、揺ゆれたのは、その時だった。


「……をや……？」


　ぼんやりと、そちらに視線を送るマーシャルさん。


　一いつ瞬しゆん──しかし、確かに見えた。


　しげみの奥を走り抜ぬけた、黒い人影が。


　──あれはっ!?


　ざっ！


　地を蹴けって、しげみをかき分け、あたしは飛び出す。


　向こうに見えた、黒い人影を追って。


　黒い──といっても、闇やみにまぎれてよく見えない、ということではない。今の人物、全身を黒ずくめの服で覆おおっていたのだ。


　まず間ま違ちがいなく、盗とう賊ぞく団だんの一味だろう。全身黒ずくめの格かつ好こうでは、まさか言い逃のがれはできまい。


　とっ捕つかまえて、組そ織しき関係きりきり白状させちゃるっ！


「……おや……？　あなた確かミナさんとか……」


　ぼーっとつぶやくマーシャルさんのことばを無視。


　口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえつつ、あたしはダッシュする。


　人影はたしか、倉庫の方に向かって行ったはずだが……


　──いたっ！


　いくつも立ち並ぶ倉庫の横、塀へいの上に、しゃがんだ黒い人影ひとつ。


「氷のフリーズ……」


　庭木の間を走り抜けつつ、唱えた呪文を解とき放とうとした、その瞬しゆん間かん。





　がこけっ！





「────!?」


　いきなし何かに足を取られ、あたしはその場にすっ転ころぶ。


「……あたたたたたた……」


　見れば、いつの間にしかけられたのか、庭木と庭木をつないで、足もとに一本の細いロープが張られている。


　そして、塀の上へと目を移した時──


　そこにはむろん、すでに、黒い人影の姿はなかった。





　銀の刃やいばが朝日に閃ひらめく。


　すたたたたたたたたたたたたたんっ！


　包丁を操あやつる音もあざやかに、あたしの右手がひるがえる！


　あとにはただ──


　きれいに切りそろえられたお野菜さんが、まな板の上に並ぶのみ。


　おおおおおおおっ。ぱちぱちぱちぱち。


　あたしの包丁さばきに、賞しよう賛さんの拍はく手しゆを送る、ほかのメイドさんたち。


　──ふっ。昔、郷く里にの姉ねえちゃんに、とことん仕込まれたのが、まさかこんなところで役に立とうとは。


　──しかしその時。


　すぱたたたたたたたたたたたたたっ！


　あたしのに、優まさるとも劣おとらぬ、リズミカルな包丁の音がキッチンに響ひびきわたる！
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「────!?」


　愕がく然ぜんとそちらをふり向けば、包丁片手に、余よ裕ゆうの笑えみをこちらに向けたナーガの姿。


　そしてそのまな板の上には、みごとな千切りのお野菜さん！


　……こ……こいつ……


　できるっ！


　しかし、料理でナーガなんぞに負けたとあっては、人間として──いや、生き物としての恥はじっ！


「……どーやら……本気を出すしかないよーね……」


「ふっ！　受けて立つわよっ！　リ……じゃない、ミナっ！」


　あたしとナーガ、二人の視線が火花を散らした！





「おにょれナーガっ！　このあたしを相手に五ご分ぶの戦いをするとはっ！」


　メモ代わりの板きれに、本炭で〇×つけながら、あたしがひとりごちたのは、夜──すべてのしごとが終わって、あてがわれた部屋に帰ってからのことだった。


　今日一日、家事全ぜん般ぱんで、ひたすらナーガとはり合い続け、それで出た結果は、総合評価で五分と五分！


「……うーみゅ……料理の完成度では、あたしの方が断然勝ってるんだから、気を抜ぬかないかぎり、明日あさってで逆転されるおそれはない、と。


　そのあたりを押おさえにして、僅きん差さで負けてる洗せん濯たく物もの干しとベッドメイクに力入れて、逆転狙ねらえば、勝てる公算は高いっ！


　おしっ！　明日の作戦はこうよっ！」


　そうと決まれば、やるべきことはただ一つ。


　明日のはり合いにそなえてゆっくり休むのみ。


　パジャマ姿でランプを消して、あたしはベッドにもぐり込む。


　そしてあたしは眠ねむりに……


　………………


「つくなぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　自分で自分にツッコミ入れて、あたしはベッドからはね起きた。


　ついついナーガとのはり合いに夢中になってたけれど、そもそもあたしはここへ、盗とう賊ぞく団だんのシッポ摑つかみに来たのであるっ！


　カムフラージュの方のメイドのしごとで、体力使いつくしてどーするっ!?


　……うーむ。危あやうく我われをわすれて、一生メイドやるところだったぞ。


　よく考えてみたら、きのうの夜、庭で見かけた黒い人ひと影かげのことだって、ぜんっぜん調査していなかったりする。


　……昼間、ひさかたぶりに家事なんぞやったせーで、眠いことはたしかだけど……


　あたしはごそごそベッドから起き出して、服を着き替がええ──


　さて。今からようやく調査開始、である。





　しかし、調査をするのには、庭はあまりにも暗かった。


　明かりといえば、きのうと同じく、空にかかった細い月。


　天に輝かがやく星々と、屋や敷しきのあちこちから漏もれるランプの光など、ほとんど照明の役には立たない。


　これでは、足あし跡あとを調べるだとか、細かい調査は無理である。


　……んーむ……しかたない……


　あたしは、きのう例の人影を見たあたりに佇たたずむと、口の中で呪じゆ文もんを唱え──


「明かりよライテイング！」


『力あることば』に応こたえ、ぼうっとした小さな光球が、手のひらの中に生まれ出た。


　本来のこの術は、もっと明るい光を生み出すのだが、それでは屋敷の誰かに気づかれるおそれがある。


　そこで、呪文を少々アレンジし、持続時間の長い、かわりに光量の少ない明かりを生み出したのだ。


　これくらいの光なら、庭木のジャマも手伝って、屋敷からは、見つかるおそれも少ないだろう。


　きのう黒ずくめがいたのは庭木の間。普ふ通つうなら、人の通る場所ではない。ひょっとしたら、足跡くらいは残っているはず──と、思っていたのだが……


　そこに足跡などはなく、ただ、ホーキか何かで掃はかれた跡があるばかり。


　……そーいえばこの家……庭師も何人か雇やとってたなー……


　むろん、その庭師も盗とう賊ぞく団だんの一味で、残っていた足跡をわざと掃き消した──という可能性もあるのだが、疑うのなら、なんといっても、当主のマーシャルさんが一番疑わしい。


　いや、最悪、あたしとナーガ以外の屋敷の人間全員グル、などという可能性さえあるのだ。


　──こーなったら、じみちに毎晩張り込みとかして、盗賊団の連中が動くのを待つか……いやいや、あたしに目もく撃げきされた、という意識が相手がわにある以上、今日明日じゅうに、またまた動き出すとは考えにくい。


　となればやっぱし、あちこちの部屋やら倉庫やらに忍しのび込んで、証しよう拠こ集めに走り回るしか方法は……


「あら、ミナさん」





　ぎくぅつ！





　いきなし後ろからかけられた声に、あたしはびくんっ！　とふるえて、後ろをふり向いた。


　不思議そーな目をこちらに向けて、ランプ片手に佇たたずんでいるのは、パジャマの上からガウンをひっかけた姿のデイジーさん。


　……い……今、ぜんぜん気配感じんかったぞっ！　一体何者っ!?


　あたしの内心のあせりに、気づいているのかいないのか、彼女はへーぜんたる口調で、


「どうしたんですの？　こんな時間に、こんな場所で？」


「……あ……いやあの、なんか……その……


　持ってたお守り、どこかで落としちゃったみたいで……


　さっき気がついて、捜さがしにきたんです。


　……デイジーさんは、どうしてここに？」


「眠ねむれなくて散歩してたら、明かりが見えたからよ。


　すごいのね。呪じゆ文もんが使えるなんて」


「いやぁ。前に、知り合いの魔ま道どう士しの人に教えてもらって……これだけなんですけどね。あたしが使える魔法って」


　敵も味方もわかんないこの状じよう況きようで、呪文が使えることを知られるのはマズい。口からでまかせを並べるあたし。


「そうなの。


　──けど、いくら明かりの呪文が使えるからって、こう暗いと、どうしようもないでしょ。


　明日にでもしなさい」


「……は……はい……」


　ここでノーと言うのも不自然である。あたしはあっさりうなずいた。


「それじゃあ──行きましょ」


　デイジーさんが手にしたランプの明かりを頼たよりに、二人は肩かたを並べて歩きはじめた。


「……ロマンチックよねー。ランプの明かり、って」


　道をゆきながら、言うデイジーさん。


「……はあ……まあ……雰ふん囲い気きはありますね」


「ロマンチックって言えば──


　ねえ、ミナさん、あなた、恋こい──って、したことある？」


「……はい……？」


　いきなしの変な話題に、思わず問い返すあたし。


「……こい……ですか……？」


　いや……急にンなこと言われても……


　けど考えてみれば、今まであたしのまわりに出現した男、とゆーのは、ほとんど例外なく、変な連中ばっかしだったりする。


　……まあ……それじゃあマトモな女はいたか、と聞かれれば、やっぱし首を横に振ふんなくちゃなんないんだけど……


　今まで出会った男の中で、まあ、一番マトモだったのと言えば、郷く里にのとーちゃんくらいなもんだが……むろんンなもん対象外。


　ほかの連中といえば、恋れん愛あい感かん情じようなんぞとゆーモノ抱いだく以前に、もーちょっとちゃんと人生送れよ、などとツッコミ入れたくなるよーな奴やつばかり。
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　この環かん境きようで恋、とか言われても……


「あまり、なさそうね。そういう経けい験けんって」


「……はあ……まあ……」


　ぽりぽり頭を搔かきながら、あいまいに答えるあたし。


「恋って素す敵てきよー。


　恋に恋する年頃、なんて言葉が世間にはあるらしいけど、私なんかも、そうなのかもしれないわね」


「……そーなんですか……？」


「ええ。


　私なんか、しょっちゅう恋をしているわ」


　言ってデイジーさんは足を止め、くるり、とこちらに向きなおる。


　つられて足を止めるあたし。


「──相手が男であろうと、女であろうと──」


「……[image: ]……!?」


　イヤな予感が、一瞬背中を走り抜ぬける。


　……この展開って……ひょっとして……？


「最初のあなたの印象──すごく強きよう烈れつだったわ。


　なにしろ、部屋に入ってくるなり、ナーガさんにコークスクリューパンチ食らわせるんですもの……


　あんなことした人、はじめてよ」


　……まあ確かに、そうしょっちゅうあることじゃあないだろーけど……


「そう。あの時から──


　私は、あなたに恋してしまったのよ」


　……あ……あのですねー……


　言おうとして、あたしは愕がく然ぜんと気がついた。


　舌が──まわらないことに。


　いや、舌だけではない。あたしの全身は、にぶいしびれに支配されていた。


「……ぐ……？」


　がっくりと膝ひざをついたあたしの耳に、とどろいたのは、デイジーの哄こう笑しよう!?


「ほほほほほほほほほ！　風かざ下しもに立ったのがあなたの不ふ覚かくね！


　風にまぎれてしびれ薬を相手に撒まく！　私は今まで、いつもこの方法で、恋の相手をゲットしてきたのよっ！


　さあ。あなたもおとなしく、私の恋のギセイになりなさいっ！」


　そりゃ恋じゃなくて犯罪だぁぁぁぁぁっ！


　ツッコミたいのはやまやまだが、舌も体もしびれてぜんぜん動かない！


　ゆっくりと歩み寄ってきたデイジーの右手が──


　あたしの左の頰ほおにかかった。







（家政婦は見たかもしんない：つづくっ！）
























　次回予告





　シリーズ最大のピンチ（いろんな意味で）を迎むかえたリナの運命はっ!?


　果たして、次回、話は本題に戻もどるのかっ!?


　それともこのままなしくずしに、十八禁な展開に突とつ入にゆうするのかっ!?　（こらこら）


　そもそも本当にこの話、次回でちゃんと解決するのか!?


　作者さえ予想もつかぬ（ノーコメント）展開に、果たしていかなる結末が!?


　次回、「家政婦は見たかもしんない」後編、刮かつ目もくして待て！









家政婦は見たかもしんない［後編］
















　あらすじ





　とある町のある商家が、盗とう賊ぞく団だんのアジトになっている──


　潜せん入にゆう調ちよう査さを命めいじられたリナは、ミナ＝サンダースの名を借りて、問題の屋や敷しきへと潜入するのだった！


　そこで邂かい逅こうするさまざまな人々！


　毎度毎度の白蛇サーペントのナーガ、メイド頭がしらのシュレイカー、屋敷の当主のマーシャルに、その一人娘むすめのデイジー。


　捜そう査さを進めるリナの前に、姿を現あらわす黒い人ひと影かげ。


　そして──


　恋こいに恋する年とし頃ごろの、デイジーの見み境さかいなしのアタックが、今、リナに迫せまる！















「──何をやってらっしゃるんですか」


　闇やみの中から声がしたのは、ちょうどまさにその時だった。


「──な!?」


　びくんっ！　とひとつ、身をふるわせて、思わず一歩退しりぞくデイジー。


　彼女のふり向いたその向こう──闇の奥おくから姿を現したのは、いつもと同じ服装のシュレイカーさん。


「……シ……シュレイカーさん……」


　どーやらこのひとのことは苦にが手てらしく、デイジーはややひるみながら、


「な……なんでこんなところにっ!?」


　問とわれてシュレイカーさんは、ふところから手帳を取りだして、


「お嬢じよう様さまがお屋敷を出てゆかれるところを拝見しました。


　──今までの統とう計けいによりますと、お嬢様が夜中にお屋敷を抜ぬけ出した時には、七回に六回程度の割合で何らかのトラブルが発生しております。


　夜中の外出はお控ひかえください」


　事務的な口く調ちようで言いい放はなつのに、デイジーは、ややむくれた顏で、
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「……わ……私は単に、素す敵てきな恋こいをゲットしようかなー、とか思って……」


「これまでの事でもそうでしたが──気に入ったからといって、相手の意思を無視して睡すい眠みん薬やくで『げっと』するのはお控えください。


　あとの揉もみ消けしが大変です」


　……しょっちゅうやってたのか……こいつは……


「それに、その娘は、メイド頭の私の管理です。責任が私にある以上、トラブルは困こまります」


「……くっ……くぅっ……！」


　デイジーは、ぎりっ、と奥歯をかみしめて、


「……しかたないわっ！　シュレイカーさん、今日のところはあなたに免めんじて、おとなしく退いてあげるわっ！


　けど忘れないでっ！　私はまだまだこの恋、あきらめたわけじゃあなくってよ！


　ほほほほほほほ！」


　意味不明のセリフを吐はくなりその身をひるがえし、屋敷の方へと駆かけてゆく。


「……やれやれ……」


　その後ろ姿を見送りながら、ため息をつくシュレイカーさん。


　あたしの方に向きなおり、


「……お嬢様に呼び出されたんでしょうけど……駄だ目めですよ。これからは、夜中に呼び出されても、ついて行っては」


　……そー思うなら、あんな奴やつ野放しにするなよ……


　などと思いつつ、いまだ全身を侵おかすシビレに、ツッコミひとつ入れられない。


「ともかく。今夜はお屋敷に帰りますよ」


　言って彼女は、あたしを片手で軽々かかえ上げ、屋敷に向かって歩き出した。





　そして、その翌よく日じつから──


　メイドのしごとをやりながらの、捜そう索さくの日々がはじまった。


　なにしろ、しごとがしごとだけに、各部屋に入り込むのは簡単だった。


　掃そう除じ、と称しようして部屋に入り、あたりのものを探しまわる。


　誰だれかの部屋に、盗とう賊ぞく団だんのメンバーだ、という証しよう拠こでも見つかれば、一気に話は詰つめられるのだが──


　しかし。


　探たん索さくをはじめて四日を過ぎてなお、収しゆう穫かくは、何ひとつとして得えられなかった。


　……まあ、考えてみれば、誰が盗賊団のメンバーだろうと、新入りのメイドがほいほい入れるような場所に、何らかの証拠を残すとは考えにくいのだが。


　となると、あと、探してないところといえば──


　半なかば無む意い識しきに、あたしが目をやった窓の外には、庭木の向こうに立ち並ぶ、いくつかの倉そう庫こがあった。





　天に輝かがやく細い月。


　ちりばめられた星の中、あたしは静かに夜風の中をすべり行く。


　その日の夜。


　あたしは、自室の窓から浮遊レビテーシヨンで夜空に浮うかび、裏うらの倉庫を目ざしていた。


　以ま前えはこっそり出歩いて、デイジーに見つかり、ヒドい目に遭あいかけたが、これならそうそう見つかるおそれもないだろう。


　並んだ倉庫は全部で三つ。


　とりあえず、屋や敷しきからは一番目につきにくそうな、奥おくの倉庫から当たってみるか──


　倉庫は、ごくごくふつうのつくりのもので、正面に大きな扉とびらがひとつあるだけ。壁かべは石造りで、窓などは一いつ切さいない。


　あたしは術を解き、一番奥の倉庫の正面に降り立った。


　当然と言えば当然だが、扉には、きっちりとカギがかけてあった。


　──ごく簡単なカギならば、あたしもなんとか開けることはできるのだが、扉にかかっているのは、なかなか入り組んだしくみのもののようである。さすがにこれは、ちょっと手が出せるものではない。


　あくまでも調査、ということである以上、まさか攻こう撃げき呪じゆ文もんで、扉や壁ぶち抜ぬくわけにもいかないし……


　とはいえ、カギがかかっているからと、ここですごすご部屋に帰ったのでは、単なる間ま抜ぬけである。


　……さてと……そうすると、どういうテでいくか……


　あたしはしばし、首をかしげて考えて──


　────


　口の中で呪文を唱えはじめる。


　カギを開けるための呪文──ではなく、攻撃呪文を。


　感じたのだ。


　近くにひそむ何者かの気け配はいに。


　──お前は近くに潜ひそむ人間に、問答無用で攻撃呪文ぶっ放すのかっ!?　と、お思いの方に。


　答えはもちろんイエスである。


　時と場合にもよるが、夜中にこんな場所でこそこそしている奴やつが、ロクな人間のわけはない。


　むろんあたしは例外だが。


　やがて呪文が完成し──


「──ふっ。やっぱりあなたね。ミナ」


　しかし、こちらが呪文を放つより早く。


　言って、ゆらりっ、と建物の陰かげから姿を現したのは、ほかならぬメイド姿のナーガ！


「ナーガ!?　なんであんたが!?」


　とりあえず呪文を中断し、眉まゆをひそめて問うあたしに、彼女は無意味に大きく胸をそらしつつ、


「ほーっほ……」





　ごぎょぃん。





　高笑いを上げかけたそのとたん。


　豪ごう快かいな音とともに、闇やみからわき出た、ひとかかえほどの大きさのブロンズ像ぞうが、ナーガのうしろあたまをどつき倒たおす！


「騒さわぐな、って言ったでしょっ！　屋や敷しきのみんなに聞こえるでしょっ！」


「その声はっ!?」


　あたしのことばに応こたえるかのように、闇の中からゆっくりと、ブロンズ像を片手に姿を現したのは──


「変へん態たい娘むすめ！」


「ほほほほほほほほ。その通り。私がナーガさんに命めいじて、あなたの動きを探さぐらせていた、というわけよっ！


　言ったはずよ。この恋こいは決してあきらめない、と！」


　自じ慢まんたらたら言うデイジー。


　こいつっ！　あたしに変態呼ばわりされて、それを笑いながら認みとめるとはっ！


　自じ覚かくがあって、なおかつひらきなおってる。


　実を言うと、こーゆータイプの奴が、一番手がつけられない。


「ふっ。そういうことよ」


　例によって例のごとく、何の前ぶれもなく復ふつ活かつし、デイジーの隣となりに佇たたずんで、無意味に胸張り、言うナーガ。
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「お……おにょれナーガっ！　今までのあたしからの恩おんを忘れてデイジーの味方につくとはっ!?」


「いつあなたから恩受けたのよっ!?　攻こう撃げき受けたおぼえならあるけどっ！


　ともかく、これが成功すれば、デイジーからたっぷり礼金が出るのよっ！」


「そういうこと！　おとなしく捕つかまって、私の愛のエジキになるのよっ！」


　言いながら、二人は肩かたを並べて、じわりっ、じわりっ、と、こちらとの間を詰つめてくる。


　幸さいわいこちらは風かざ上かみ。デイジーが前に使ったテは通用しないが、相手の技わざがあれだけとは限らない。


　どうする!?　逃にげるか、それともどつき倒たおすかっ!?


　自問自答し──そして、あたしは答えを出した。


　口の中で呪じゆ文もんを唱え──


「明りよライテイング！」


　唱えた呪文を解き放つ！


　ぱぅっ！


　瞬しゆん間かん、三人のすぐ目の前で、まばゆい光が炸さく裂れつした！


『んあっ!?』


　聞こえるナーガとデイジーの悲ひ鳴めい。


　目を閉じ、光を防いでいたあたしは、声を合あい図ずにきびすをかえして走り出す！


　しかしその時。


　さぁっ！


　葉ずれのような音とともに、なにかが背中から覆おおいかぶさる！


「──なっ!?」


　手が、足がからみつき、バランスを崩くずしてあたしは倒れ伏ふす。


　──これは──


　投と網あみ!?


「──くっ！　目くらましとはっ！」


「ほーっほっほっほ！　心配はいらないわよデイジーっ！　こちらの網には手ごたえあったわっ！」


　見れば、目をしばたたかせながら、投網を手にしたデイジーとナーガ。


　二人が手にした投網のうち、ナーガが投げた方に、どうやら引っかかったようである。


　からまった投網を一度にぶち切る、などと都つ合ごうのいい呪文はない。へたにもがけばよけいにからまる。


　落ち着いてはずしていくしかないのだが、二人がそれを許ゆるすとは思えない。


　ならば──やっぱしこいつら、ぶち倒すのみっ！


　決心し、あたしは呪じゆ文もんを唱えはじめる。


　なんとか二人の視し力りよくが回かい復ふくする前に──


「……ふっ。なかなかぶざまな姿ね。ミナ」


　やはりというかなんというか、先に回復したのはナーガ。


　手にした投網をたぐりつつ、ゆっくりと、こちらの方に近づいて来る。


「あきらめておとなしく──」


　ナーガのことばが終わるより早く。


　あたしの呪文が完成した！


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　相手の精神のみに、直接ダメージを与あたえて消しよう耗もうさせる術である。普ふ通つうの人間なら、一発受ければ、肉体的なダメージはなしで、しばらく寝ね込こむことになる。


　いくら神経ないナーガといえど、これを受ければしばらく動けるわけはないっ！


　しかしっ！


　至し近きん距きよ離りから放った光の槍やりが、ナーガに当たるその直前！


「をのっ!?」


　自分で持った投と網あみに足でも取られたか、ナーガはその場でひっくりこけた！


　あああああああっ!?


　光の槍は、倒たおれたナーガの頭上をあっさり通り過ぎ、しげみの奥おくへとつき刺ささる。


「うくぁっ！」


　──女の悲鳴は、闇やみの奥──庭木の陰かげから聞こえてきた。


『…………？』


　一瞬、立場を忘れて沈ちん黙もくし、思わず顔を見合わせる三人。


　あたしはなんとか網をはずすと、声のした方へと歩あゆみ寄よる。


　後ろについて来るデイジーとナーガ。


　しげみをかきわけたその先には──


　あたしの放った術をまともに受けたのか、そこにはぱったり倒れ伏ふした、黒ずくめの人物が一人。


　いつかこの場所で見たのと同じ、顔も体も黒ずくめ。前見た奴やつと同一人物かどうかまではわからないが、さきほどの悲鳴と体つきから、女だということは確かである。


　そして、確かなことがもう一つ。すなわちこいつが、盗とう賊ぞく団だんのメンバーだということ。


「……何ですの？　このひと？」


　問うデイジーには答えずに、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱える。


「明りよライテイング」


　光こう量りようをおさえた薄うすい光が、ふぅわりと宙ちゆうに浮ういた。


　倒れた黒ずくめをあおむけにして、やはりあたしは無言のままで、黒くろ覆ふく面めんをひっぺがす。


「──このひと──！」


　その下から現れた顔に、デイジーは小さな悲鳴を上げた。


「……なんて名前だったかしら……」


　……おぼえてろよ……自分のとこの使用人の名前くらい……


　などと心の中でツッコミながらも、あたしも名前を覚えていなかったりするのだが……


　ともあれ、その顔には見覚えがある。間ま違ちがいない。屋や敷しきで働いている、メイドのうちの一人だった。


「──どういうことですの!?　一体!?」


　じっとこちらを見つめつつ、静かな口調で問うデイジー。


　──むろんのこと──


　ここで正しよう直じきに、『頼たのまれて、盗賊団の潜せん入にゆう調ちよう査さやってまーす[image: ]』などと答えるわけにはいかない。


　答えるわけにはいかないのだが──


『言えない』などと言ったところで、はいそーですか、と、デイジーが納なつ得とくするわけもない。へたをすれば、夜昼なしにつきまとわれて、根ね掘ほり葉は掘り聞かれて捜そう査さが台無しになる、などという危険もあった。


　ならば──


　……はぅーっ……


　あたしは大きなため息ひとつつき、


「──そうね。事情を説明してもいいかもしれないわね……


　──ただし」


「ただし？」


　眉まゆをひそめるデイジーに、あたしは、右の人さし指一本立てて、


「この話は他た言ごん無む用ようのこと」


「ええ。いいわよ」


「それともう一つ。あたしをあなたの恋こいのエジキにするのは、きれいさっぱりあきらめること」


「……[image: ]……!?」


　言われて彼女は、しばしことばに詰つまったままで、倒たおれた黒ずくめのメイドその一とあたしとを、交こう互ごにちらちら眺ながめていたが、やがて大きく息を吐はき、


「……わかったわ……あなたのことはあきらめます」


　好こう奇き心しんが勝ったか、力ない口調でつぶやいた。


　おっしゃぁぁぁぁぁっ！


　思わずガッツポーズなど取りたくなる気分を何とか抑おさえ込み、あたしは神しん妙みような面おももちで、


「──いいわ。話しましょう。何もかも。


　まず、あたしの本当の名前は──」





「…そんな……」


　あたしが、すべての事情を語かたり終おえてしばし。


　デイジーの口を吐ついて出たのは、そのことばだった。


「信じられないわ……うちが、盗とう賊ぞく団だんの隠かくれ蓑みのになっているなんて……」


「けど──事実よ」


　言ってあたしは、視線を、倒れたままのメイドその一に移す。


「……それならば……お父様がそのことに全まつたく気づいていない、というのもおかしな話ね……」


　低い声でつぶやくデイジー。


　彼女が今、どんな表情をしているのか、あたしのいる場所からでは、陰かげになってよく見えない。


「ならむしろ……こう考えた方が自然ね……


　お父様こそ、盗賊団の首しゆ領りようだ、と……」


「………………」


　かけることばが見あたらず、沈ちん黙もくするあたしとナーガ。


　生まれ落ちた静せい寂じやくの中に、デイジーの小さなつぶやきが響ひびく。


「──お父様かっこいい[image: ]」


「こらこらこらこらっ！」
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「だぁぁぁってそうじゃない[image: ]」


　胸の前で両手を組んで、夢見る乙女おとめのまなざしで、星空なんぞ眺ながめつつ、


「平へい凡ぼんな商家を装よそおいながら、夜のとばりが落ちる頃、表の仮面を脱ぎぬ捨てて、闇やみへとその身を躍おどらせる[image: ]


　そんな中、私は一人、平凡な毎日を送り続ける[image: ]


　父の笑え顔がおの裏側に、闇があることさえ知らず[image: ]


　ああっ！　燃えるっ！　なんて刺し激げき的てきっ！


　お父様らぶらぶーっ[image: ]」


「……いや……ま……そこらへんはどーでもいーけど……」


　あたしはぽりぽりうしろあたまを搔かきながら、


「とにもかくにもそーゆーことで、他言無用でお願いね」


「ちょっと待って！」


　話を切り上げようとするあたしに、待ったをかけるデイジー。


「お願い！　その捜そう査さ、私にも手つだわせてっ！」


「だめ。」


　そう来るだろうということは、ある程度想像もついていた。あたしはあっさり首を横に振ふり、却きやつ下かする。


「ふっ。そういうことよ。この事件はわたしとリナの二人で解決して、報ほう酬しゆう山分けすることに決まってるのよ」


「決まってないわよっ！　そんなことっ！」


　横から口出すナーガにツッコミ入れるあたし。


「分け前なんていらないわ。私は刺激が欲ほしいだけ。


　それに──私が手を貸した方が、何かと有利なこともあるはずよ。


　たとえば彼女──」


　と、メイドその一を目で指さして、


「彼女から盗とう賊ぞく団だんの話を聞くつもりでしょうけど……まさかここで、彼女を起こして話を聞くわけにもいかないでしょ？


　屋や敷しきに仲間がいる公こう算さんも強いし。


　そこで──


　私なら、ゆっくりと尋じん問もんできる場所を提てい供きようしてあげられるわ。


　どう？」


「……んーむ……」


　言われてあたしは、しばし腕うでを組み、考えて──


「──オッケー。それじゃあお願い。


　ただし、くどいよーだけど内ない密みつに、ね」


「わかったわ。


　それじゃあさっそく。


　町の片かた隅すみに、あんまり使っていない商品倉庫があるの。


　ついて来て」





「明りよライテイング」


　あたしの声に応こたえて生まれた、白い光が闇やみを払はらう。


　だだっ広い倉庫の中には、雑ざつ然ぜんと、さまざまなものが放ほう置ちされていた。


　デイジーに案内されるままに赴おもむいた、町はずれの倉庫である。


　たしかに最近は使われていないのか、いかにも売れそうにない商品の山に、薄うすく埃ほこりが積つもっている。


「ふっふっふっふっ。それじゃあ早さつ速そく尋問開始ね[image: ]


　いきなり私の恋こいの毒どく牙がにかける、っていうのはどうかしらっ[image: ]」


　嬉き々きとした口調で言うデイジー。


「……あんたはそれしかないんか……」


「他に何があるっていうのよっ!?」


「……………………」


「盗賊団の一員であることを隠かくし、メイドとして日々を過ごす！


　身近にいた、ふつーのひとだと思ってたのが、そんなキケンな人だったなんてっ！


　キケンな恋[image: ]


　ああ……なんてすてきなひ・び・き[image: ]」


　いちばん危険なのはあんただって。


「……ま……まあ……


　期き待たいしてるところ悪いけど、今から取り調べ、ってのは無理よ」


「ええっ!?　どうしてっ!?」


「……あたしがこのひとをぶち倒たおしたのは、烈閃槍エルメキア・ランス、って術で、相手の精神にダメージ与あたえる術なのよ。


　これ一発受けたらふつーは、二、三日は寝ね込んだまんま。起こす、ってことはまず無理よ。


　とりあえず、勝手に回復して起き出すのを待ってるしかないわ」


「そんな!?　せっかくイロイロ期待してたのにっ！」


　何を期待してた。何を。


「……それじゃあ別に、こんな場所まで来る必要なかったじゃない。


　さっさと役人につき出して、礼金もらって山分けすればいいのよ」


「……だから……礼金の山分けはない、っつーの……」


　横から口をはさむナーガに、あたしはジト目を向けて、


「いい？


　盗とう賊ぞく団だんの仲間は、まだ何人もいるのよ。


　ここで、その中の一人──このひとが姿を消すとする。


　とすると、とーぜん仲間たちは、このひとがどうなったかを探さぐろうとするでしょーね。


　さてそこで問題。


　いなくなった仲間を探すのに、盗賊団の連中は、最初にどこを当たると思う？」


「なるほど──役人に捕つかまっていないかどうか、ね」


　デイジーのことばに、あたしはこっくりうなずいて、


「仲間が役人に捕まっていないかどうか──


　ちょっと口のうまい人間なら、その程度のこと、舌した先さき三さん寸ずんであっさり聞き出せるわ。


　つまり──


　今、このひとを役人なんかにつき出せば、このひとが気づいて、盗賊団のことをいろいろしゃべりはじめる頃には、ほかの仲間はとっくにどこかにとんずらこいてる──ってなことになりかねないのよ」


「なるほど……それでこのひとをここに隠かくして、その行方ゆくえを探って盗賊団たちが動いたところを、一いち網もう打だ尽じんにしよう、という寸すん法ぽうね」


「そーゆーこと」


　つぶやくデイジーにうなずくあたし。


「おそらく──明日が、決着の日になるわ」





　そして、翌日。


　朝方に、メイドが一人、消えていることがわかって、多少ごたごたしたものの、そこから先は、いつも通りに過ぎて行った。


　掃そう除じ・洗せん濯たく・食事の準備。ばたばたと、メイドのしごとを片づけるうち、時はどんどん流れゆき──


　ようやっと、メイドのしごとが終わったのは、例によっていつものごとく、夜もふけた頃のことだった。


　そして──


「──ふっ。遅おそいわよ。リナ」


「早いわね。あんたたち」


　あたしが屋や敷しきを抜ぬけ出して、裏庭の集合場所に着いた時、そこにはすでに、ナーガとデイジー、二人の姿があった。


　昨夜、盗とう賊ぞく団だんの一人をたまたまとっ捕つかまえた、あの場所である。


　──一応断っておくが、捜そう査さにつき合わせているからといって、あたしは別に、デイジーのことを信用しているわけではない。


　極きよく論ろんを言えば、デイジーが実は盗賊団のボス、という可能性だってあるのだ。


　ならばなぜ、黙だまってつき合わせているか。


　かりにデイジーが盗賊団の一員だとしたら、おそらく、倉庫に閉じこめた仲間を助け、あたしとナーガを始末する、という手段を取ろうとするだろう。


　つまり結局、連中は、あたしたちの前に出てくることになる。


　相手が現れさえすれば、たとえそれが何人だろーと、どーにかしてみせる自信はある。


「あとはひたすら待つだけね[image: ]　わくわく[image: ]」


「浮うかれるのはいーけど、静かにしててよ。デイジー。それにナーガも」


「もちろん」


「ふっ。わかってるわよ」


　あたしのことばに、二人は気軽に答え──


　そして、闇やみに沈ちん黙もくが落ちた。


　聞こえるのは、風に木の葉がそよぐ音。


　なんだかわかんない虫の鳴き声。


　夜風とともに時がうつろう。


　やがて──


「────!?」


　屋敷の方から、その人ひと影かげが現れたのは、どれくらい経たった頃のことだっただろうか。


　ゆっくりとした足取りで、こちらに向かって歩み来る。


　月明りに照てらし出されたその人物は──


「お父様!?」


　デイジーの声が夜空に響ひびいた。


　そう。


　やって来たのはほかでもない、この家の当主、デイジーの父親、マーシャル＝ブラントその人だった。


　彼女は、隠かくれていたしげみを飛び出して、父親の前で足を止め、


「お父様!?　どうして!?」


「いやー。倉庫にカギかけ忘れたんじゃないか、って心配になってなー。


　そー言うデイジーは、なんでこんなところにいるんだい？」


「わっ……私は……ただ、通りがかりの人をゲットして、私の恋こいの相手になってもらおうか、と思って……」


　女じよ郎ろう蜘蛛ぐもか。あんたは。


「はっはっは。おしゃまさんだな。デイジーは」


『おしゃまさん』ですませるな。親父おやじ。


「それじゃあ父さんは、倉庫のカギを確かめて……」


「ほーっほっほっほっほ！」


　マーシャルさんのことばが終わるのを待たず、高笑いなど上げながら、いきなりしげみから飛び出したのは、言わずと知れた白蛇サーペントのナーガ。


　それにつき合って姿を見せるあたし。


　ナーガは大きく胸を張り、びしぃっ！　とマーシャルさんを指さし、


「見苦しい言いい訳わけもほどほどにするのねっ！


　あなたが盗とう賊ぞく団だんの一員だということは、とっくの昔にわかってるのよっ！」


「……盗賊団……ですか……？」


　マーシャルさんは、困ったように、頭ぽりぽり搔かきながら、


「あの……それって何のことでしょう……？」


「私たちのことですわ」


　答えたのはむろん、マーシャルさんではなかった。


　がさりっ。


　庭のしげみが揺ゆれ動き、いくつもの黒い影を吐はき出す。


　全身黒ずくめの人影かげ、その数ざっと二十人近く。


　……つーことは、屋や敷しきの人間ほとんど全員盗賊団のメンバーかい……
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「私たちが動くことを見み越こして罠わなを張ったつもりなんでしょうけど……


　あいにく、その程度のことは、こちらも予想していました。


　罠を張らせてもらったのは、こちらの方なんですよ」


　こいつがリーダーなのだろう。黒ずくめの一人が自じ慢まんげに言う。


　──むろん、その声には聞き覚えがあった。


「シュレイカーさん!?」


　驚おどろきの声を上げたのはデイジーだった。


「そう。私です」


　言って自みずから黒くろ覆ふく面めんを取った、その下には、まごうことなき、メイド頭のカーシャ＝シュレイカー当人の顔！


「まさか、あなたが盗賊団の!?」


「そういうことです」


　デイジーの問いに、余よ裕ゆうの笑えみで答える彼女。


「……なるほどね……」


　と、今度はあたしが口をはさむ。


「メイドの一人が盗賊団の一員なら、メイド頭のあなたが関係してないわけはない──って思ってたけど……


　ボスだとまでは思わなかったわね」


「『ボス』などという下げ品ひんな呼び方はやめていただけますか？　ミナさん。


　──まあ、どうやらあなたも、お役人の手先となって働くような方のようですし、そんな人に、品ひん性せいというものを求めるのは酷こくかもしれませんけれど。


　いずれにしても──


　そろそろこのあたりが潮しお時どきのようですし、蓄たくわえた財ざい産さんを持って、別の町へでも移ろうかと思いまして。


　それに当たって、私たちの顔などをよくご存知の方々を、処しよ分ぶんさせていただこうかと存じまして」


「──気取ってないで、悪人らしくふつーにしゃべれば？　『とんずらする駄だ賃ちんにあんたら始し末まつする』って。


　口先だけ上品ぶっても、しょせん悪人は悪人なんだから」


　あたしの挑ちよう発はつに、シュレイカーは、ぴくりっ、と眉まゆをはね上げて、ただ一言、


「──かかれっ！」


　ざわっ！


　まわりを囲かこむ黒ずくめたちが、一いつ斉せいに、こちらに向かって飛びかかる！


　瞬間、あたしは、ぱたっ！　とその場に身を伏ふせる！


　同時に──


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　ぼばひぃぃぃぃぃっ！





　全く何の前ぶれもなく、ナーガが放った、風の無差別攻こう撃げき魔ま法ほうが、敵も味方もなぎ散らす！


　そのあとに立っているのは、胸をそらして高笑いを上げるナーガ、ただ一人。


「ほーっほっほっほ！　リナも倒たおれ、盗とう賊ぞく団だんを一いつ掃そうしたのはこのわたし、となればっ！


　この一件の報ほう酬しゆうは、すべてこのわたし、白蛇サーペントのナーガが受け取るのが、ものの道どう理りというものねっ！　ほーっほ……」


「違ちがうわぁぁぁぁぁぁぁっ！」





　ごめぎゅっ！





　起きあがりざまにあたしの放ったフライング・キックが、ナーガのどたまを直ちよく撃げきする！


「はっ!?　リナ！　生きてたのっ!?」


「とーぜんよっ！　今回あんた、やけにおとなしかったから、絶対最後に何かしかけてくると思ってたのよっ！　やっぱし大当たりだったよーねっ！


　んっふっふっふっ！　こぉのあたしを吹ふっ飛ばして依い頼らい料りようを横取りとは、なかなかいい了りよう見けんね。


　ただし──ツケは高くつくわよっ！」


　言うあたしを、しかしナーガは、まっ向こうからにらみつけ、


「ほーっほっほっほ！　笑わせないでもらえるかしら!?　あなたが倒れるのは、今からでも遅おそくないのよっ！」


　──あ……あなたたち……よくもやってくれたわねっ……けどそれ以上抵てい抗こうするなら……デイジーお嬢じよう様さまの命はありませんよっ！


　──いやぁぁぁっ！　助けてっ！　放してっ！


「……今からでも遅くない？　そっちこそずいぶん笑わせてくれるわねっ！　正しよう面めんきって戦って、あなたがあたしに勝てるとでも!?」


　──ちょっと、あなたたちっ！　こっちの話を……


「ほーほっほっほ！　そこまで言われたからには、わたしも本気を……」


　──話を聞きなさいと言ってるでしょうっ！


　これだから教育のなっていない人は……


『さっきからやかましい火炎球フアイアー・ボール！』





　ぼぎゅどぉぉぉん！





　あたしとナーガは全く同時に、横でうだうだ唸うなってた、シュレイカーと人ひと質じちのデイジーに、火炎球フアイアー・ボール一発ずつぶちかまして黙だまらせると、ふたたび互たがいににらみ合……


『ん？』


　ふと我われにかえったあたしとナーガが目をやると、そこにはコゲた、シュレイカーとデイジーの二人が、ぴすぴす煙けむりを上げているのだった。





「いやー。なるほどー。そーゆーことだったんですかー」


　とりあえず、マーシャルさんとデイジー、そしてシュレイカー。三人の傷を回復呪じゆ文もんで治ち療りようして。


　あたしの事情説明を聞き終えたマーシャルさんは、こくりこくりとうなずいた。


「ふっ。納なつ得とくしてもらった以上、事件解決にひと役買った、この白蛇サーペントのナーガに、心ばかりの礼を尽つくしてしかるべきねっ！」


「いやー。たしかにそうですねー。


　お二人には、些さ少しようですが、お礼をさしあげることにします」


「ふっ！　ずいぶん立派な心がけねっ！　ほめてあげるわっ！　ほーほっほっほ！」


　根こん性じようないのか、金かね勘かん定じようにうといのか、ナーガのセリフにあっさりうなずくマーシャルさん。


　……まあ……あたしとしても、それでナーガがおとなしくなって、受け取る額も増えるなら、文もん句くを言うすじあいではないが。


「さて、それじゃああとは……と……


　今までにあっちこっちから盗ぬすんだものを、一体どこに隠かくしたか。


　きりきり白はく状じようしてもらいましょーかっ！」


　言ってあたしは、縛しばり倒たおしたシュレイカーをひきずり起こし、嚙かましていたさるぐつわをむしり取る。


「……どうやらこれまでのようですね……」


「そーゆーこと。『お上品』がモットーなら、下品に見苦しい悪あがきなんぞしないで、おとなしく、隠したおたからのありか吐はくことね」


「……わかりました……」


　神しん妙みような口調で言って、ため息ひとつ。


「……木の葉を隠すには森の中……ならば、お金を隠すにはお金の中……


　店の運転資金の保ほ管かんされている第三倉庫に、今まで盗んだものは一いつ切さい入れてあります」


「あ。なーるほど」


　彼女のことばに、マーシャルさんは、のん気に、ぽんっ、と手を叩たたき、


「道理で今まで、いくら事業に大失敗しても、運転資金減へらないと思ったら」


　……………………


『なにぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?』


　一同の悲鳴があたりにこだまする。


「……それは……ひょっとして……その……」


　ひきつった顔で問うシュレイカーに、マーシャルさんは、にこにこ笑え顔がおで、


「どーやらあなたたちが盗んだお金、なんか、ぱーっと使っちゃったみたいです。いやあ」


　……いやあ……ぢゃなくって……


　それじゃあっ！　あたしが立てていた、『盗とう賊ぞく団だんのおたからの一部かすめ取ってらっきー、ちゃっちゃっちゃっ！』とゆー堅けん実じつな生活設計はっ!?


　シュレイカーは、がっくりその場に膝ひざをつき、


「……そ……そんな……私たちの今までの努ど力りよくって……？」


「悪人が努力なんぞせんでいいッ！」


　べちっ！


　あたしのやつ当たりの怒いかりの靴くつ底ぞこが、シュレイカーの顔面を直ちよく撃げきする。


「ひどいことしないでくださるっ!?　リナさんっ！」


　そのシュレイカーをかばうように、割って入ったのはデイジー……って……


「……ひょっとしてデイジー、あんた、そいつのこと気に入った……とか？」


「素す敵てきじゃあないの！　真ま面じ目め一本やりの仮面の下で、盗賊団の元もと締じめなんて！　悪の華はな、って感じねっ！　ああっ！　私の恋こいの毒どく牙がにかけちゃいたいっ！」


「いーわよ。あたしが許きよ可かする。どーせ悪人には人じん権けんないから、好きなだけ毒牙にかけちゃって」


「……ちょっ……ちょっと!?」


「ほほほほほほほほ[image: ]　いくら抵てい抗こうしても無む駄だよ。シュレイカーさ・ん[image: ]」


「たすけてぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　悲鳴上げつつ、暗がりへと引きずり込まれるシュレイカーを眺ながめながら、あたしは内心、ふとこんなことを考えていた。


　──ここの屋や敷しき……最初っから丸ごと竜破斬ドラグ・スレイブあたりで吹ふっ飛ばしてた方が、世のためだったかもしんない……


　と。







（家政婦は見たかもしんない：おわり）










見果てぬ野望のそのために［前編］










　っどぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


　店内に、客たちのどよめきがわき起こる。


　からっぽになった、十九枚目の皿を目まの当たりにして。


「……ふっ……」


　そのどよめきと歓かん声せいの中、あたしは余よ裕ゆうの表情で、視し線せんを店のおじちゃんへと向けた。


「じゃ、おかわりちょーだい」


「……ば……ばかなっ……！」


　顔色を完全に失うしなって、おっちゃんは、小さくつぶやいたのだった。


　──とある町の、あるメシ屋。


　あたしの目が、壁かべに貼はり出された紙切れに止まったのは、夕食でもとろうと、この店に入ってすぐのことだった。


　制せい限げん時間内で、焼き肉十皿食べたら、銀貨十枚進しん呈てい。食べられなければ料金払はらう。


　飲食店でよくやるイベントだが、戦士にして天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースに目をつけられたのが運うんの尽つきっ！


　……いやまあ……この場合、戦士も魔道士も関係ない、とゆー説せつもあるにはあるのだが。
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　ともあれあたしは早さつ速そくそれにチャレンジし、いともあっさりと十皿クリアー。さらに続けて再チャレンジし、たった今、十九枚目の皿をカラにしたところ、というわけである。


　……ふっ。タダで焼き肉食べた上、銀貨二十枚もらえるとは、めちゃめちゃラッキーっ！


　ともあれこうなれば、二回目クリアーは決まったようなもの。残る問題はただ一つ。


　すなわち──


　このあとすぐに、三回目のチャレンジをするか否いなか。


　あと十皿くらいなら、たぶんなんとか入るだろうが、あんましお腹なかいっぱい食べまくるとゆーのも体によくない。腹はら八はち分ぶ目めでとどめて、この二回り目でやめておくか……。





　だんっ！





　音を立て、店の扉とびらが開いたのは、あたしがそんなことを考えている時のことだった。


　客たちの視線をその身に浴あびて、戸口に佇たたずんでいるのは、としの頃ころ、十七、八の一人の少女。おそらく魔道士なのだろう。黒いマントに暗色でまとめたコスチューム。栗くり色いろの髪かみを肩かたまで伸のばした美人だが、端たん正せいな顔には、今、おびえと焦あせりの色だけが貼り付いていた。


「おねがいですっ！　どなたかっ！　どなたか力を貸してくださいっ！」


「なんだなんだ!?」


「どうした!?」


「とりあえず事じ情じよう話してみな！」


　相手が美人と見て取るや、群むらがってゆく男たち。


　……うーむ。悲しい男の本能って奴やつねー……って……


「ちょっとおっちゃん！　あたしの焼き肉はっ!?」


　群れてる男たちの中に、店のおっちゃんの姿を見いだし、ツッコむあたしに、おっちゃんは、


「……そ……それどころじゃないだろーが！


　このお嬢じようさんのこの様よう子す！


　ただごとじゃないぜっ！」


　などと口では言いつつも、そらした視線が、このまま焼き肉十皿のことを、なんとかうやむやにしたい、と語かたっていたりする。


「ど……どうしたのかね!?　お嬢さん!?」


「お師し匠しよう様さまがっ！　わたしのお師匠様がっ！


　さらわれたんですっ！　今、そこでっ！」


『なにぃぃぃぃぃっ!?』


　いきなりの発言に、ほかの客たちといっしょに、あたしも声を上げていた。


「聞くけど──その誘ゆう拐かいされたお師匠様って、どんな人？　歳としとか特とく徴ちようは？」


　席についたまま問といかけるあたしに、彼女は、荒あらい息を整ととのえながら、


「えっと……白いあごひげ生はやした小こ柄がらなおじいさんです。わたしと同じ、黒いマント着てました」


　──おっしゃぁぁぁぁぁぁっ！


　彼女の答えに、あたしは心の中で叫さけびを上げて、席を立つ。


「たしかに、ゆーちょーに食事してる場合じゃないわね。手を貸すわ。案内して。その現場に」


「……あ……ありがとうございますっ！　こっちです！」


　彼女はごくごく素す直なおに喜ぶと、くるりっ、ときびすを返す。


「──ンじゃ、銀貨二十枚、明日取りに来るから」


「……へ……？」


　戸口に佇む店のおっちゃんのそばを、通り抜ぬけざまにそう言うと、あたしは彼女のあとに続き、夜よ風かぜの中に飛び出した。


　誘拐されたのは、女子供ではなくじーさん。


　となればこれは、まず間ま違ちがいなく、金目的の営えい利り誘拐っ！


　つまり、無事に助け出せば、うまくいったら礼金ざくざく！


　金目的の誘拐なんぞとゆー、成功率低いマネかます奴やつは、たいがいあんまし頭のまわんない小悪党、と相そう場ばは決まっている。


　そんな連中へち倒たおして、そこそこの礼金がもらえるならば、これはじゅーぶんにおいしいしごとと言えようっ！


「ありがとうございます！　わたしは、ファミール＝レンフォードと言います！」


「あたしはリナよ。リナ＝インバース」


　現場に向かって走りながら、互たがいに名乗り合う二人。ちなみに、あたしのほかに、ついて来ている人数はゼロ。美人は好きでも、やっかいごとに首を突つっ込むのはごめん、というところなのだろう。


　そして──


「……だいたい、このあたりです。お師匠様がさらわれたのは」


　彼女が足を止めたのは、それほど行かないうちのことだった。


「……こんなところで……？」


　眉まゆをひそめてつぶやくあたし。


　そこは、まだ町の中だった。


　あたりには民家が密みつ集しゆうしており、家々の窓からはランプの明かりがこぼれている。


　酒さか場ばや宿屋がないせいで、この時間になるとほとんど人通りはないが、悲ひ鳴めいの一つも上がったら、まず間ま違ちがいなく人の視線が集まるだろう。


　いくら相手がじーさんとはいえ、こんな場所で、騒さわぎも起こさずに、人ひとりをさらってのけるとは……


「相手はどんな奴だったの？」


「暗いのと、いきなりだったのとで、よくわからないんですけど……五、六人はいました。


　全員が、黒っぽい、動きやすそうな服を着て……同じような色の布で顔を覆おおって、目だけ出してました」


「なるほど……俗ぞくに言う暗殺者アサツシンスタイル、って奴ね……」


「そーなんですか？　暗殺者アサツシンって見たことがないんで、よくわからないんですけど……


　──ともかく、ふと気がついた時にはもう、そのひとたちがまわりを囲かこんでて……お師匠様も、その中の一人に、後ろから口もとを押おさえられてました」


「なかなか手て際ぎわのいい相手ね……」


　あたしたち魔ま道どう士しが、普ふ通つうの戦士たちに比くらべて有利な点は、むろん呪じゆ文もんの使用、というところにほかならないのだが……


　気け配はいを殺して忍しのび寄より、後ろからいきなり口を塞ふさがれては、どんな呪文が使えようがもはや関係ない。


　そうなればあとは、肉にく弾だん戦せんに頼たよるしかないのだが、世のたいがいの魔道士は、日ひ頃ごろ呪文に頼ってるせいで、そちらのほうはからっきしだったりする。


　しかも小こ柄がらなじーさん、となれば、力のほどは推おして知るべし。


　つまり、後ろから、口を塞がれたその時点で、誘ゆう拐かいの成功は保ほ証しようされたも同じだったわけである。


　しかし、誘拐者の失敗は、ファミールをとり逃にがしたこと。


「けど、よく無事に逃げられたわね。ファミール」


「ええ。


『お師匠様、今助けます！』って言ってやったら、覆ふく面めんたちがお師匠様の近くにかたまったんで、迷わずダッシュで逃げ出しました」


「外げ道どうか。あんたは」


「何おっしゃるんですかっ！　もしかりに、わたしが向かって行っても、お師匠様を助けるどころか、わたしもいっしょに捕つかまるのがオチですっ！　ですからここは、助けを呼びに行った方が得とく策さくだと思って……！」


「なるほど……ってことは、あんた、攻こう撃げき呪文とか使えないの？」


「ええ。明りライテイングとか治癒リカバリイとか浄水結アクア・クリエイトとか……それくらいなら使えますけど……


　とにかく、なんとかしてお師匠様を助け出さないと……わたしの……


　わたしの先さき払ばらいした月げつ謝しやが……！」


　そーゆー理由で助けるんかい。


　……ま……なんでもいーけど……


　どっちにしても謝しや礼れいは、そのお師匠さんの方からもらうつもりだし。


　しかしともあれあたりには、今となっては、お師匠さんや襲しゆう撃げき者しやたちの姿はおろか、その気配さえも近くにはない。


「とにかく──そのへんを捜さがしてみましょ。


　……で、お師匠さんの名前は？」


「ディラック、です」


「わかったわ。──ディラックさーん」


　あたしはファミールといっしょに、お師匠さんの名前を呼びながら、近くをうろつきはじめた。


　とはいえむろん、それで誘ゆう拐かい団だんやらお師匠さんやらが見つかるわけはないのだが──


「お師……」


「──ファミール、もう呼ばなくていいわよ」


　彼女のことばを遮さえぎって、あたしが足を止めたのは、それからほどなくのことだった。


「へ！」


　あたしのセリフに、きょとんっ、とした顔で足を止める彼女。


　どうやらファミールは、まだ気づいていないようである。


　あたしたち二人をとり囲み、闇やみにひそんだ無数の気け配はいに。





「……どうやら来てくれたみたいね……


　──っつーことでっ！


　隠かくれてんのはわかってんのよっ！　出て来なさいっ！」


「……くっくっくっくっ……」


「ふふふふふふ……」


　あたしの呼びかけに応こたえるように、闇の中から、いくつものふくみ笑いがわき起こった。


「……な……何……？」


　おびえてあたしに寄りそうファミール。


　そして──


　ゆらりっ、と、闇からにじみ出したのは、暗殺者アサツシンスタイルのいくつもの人ひと影かげだった。


「こいつらはっ!?」


　驚おどろきの声を上げるファミール。


「……間ま違ちがいありませんっ！　お師匠様をさらった連中ですっ！」


　おーし。計算した通り。


　たとえディラックさんの名前を連れん呼こしようが、無目的にあたりをうろつこうが、それで相手が見つかるわけはない、などということはわかりきっていた。


　しかし、である。


　町のまん中で誘拐をやってのけた、ということは、誘拐団の連中は、この時間、この場所にひとけがないことを知っていた、そしてなおかつ、さらった人間を隠かくす場所が近くにある、ということでもある。


　すなわちそれは、犯人たちのアジトがこの近くにある、ということにほかならない。


　ならば、近くをうろついて、お師匠さんの名前を連呼していれば、犯人の一いち味みが動どう揺ようして出てくる可か能のう性せいもあり。そう読んだ上での行動である。


　つまりあたしは、敵を見つけるのではなく、相手に見つけてもらったわけなのだ。


「さきほど逃にがした小こ娘むすめか……」


　こいつがリーダーなのだろうか。歩あゆみ出た中の一人が、くぐもった声で言う。


「どうやら助すけっ人とを連れてきたよ……」


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　どぅおぉぉんっ！





　相手のことばを遮さえぎって、あたしの放はなった一いち撃げきに、まともに吹ふっ飛ぶ敵数人！


　ふっ！　ちょろいっ！


　あたしは、手近に倒たおれてケーレンしているリーダー格かくの、胸むなぐら摑つかんで引きずり起こし、


「……っつーことで、きりきり教えてもらいましょーか。


　あなたたちの正しよう体たいと目的を。


　そして、さっきさらっていったひとを、どこに連れてったかも、ね」


「……ふっ……教える……わけには……いかんなぁ……」


　あたしの問といに、くぐもった男の声が答える。


「……我われらの……計画は……何者にも……察さつ知ちされてはならんのだからな……」


「……ほほー。どーあってもしゃべるつもりはない、と？」


　言って、ジト目で相手をにらみつけた、あたしのその目の前を、ふわりっ、と何かが横切った。


　……ん？


　暗くてよくはわからなかったが、手のひらにも満みたぬほどの、小さな何か──


　それが何かを悟さとるより早く。


　ざあっ。


　風に乗り、無数のそれが、あたしと男とに向かって吹きつけてきた！


「……なっ……!?」


　ようやくそれの正体を悟って、あたしは、驚おどろきの声を上げていた。


　無数の──木この葉は!?


「くっくっくっくっ……今回は、こちらの負けを認みとめておとなしく退ひくとしよう……しかしその娘は、必かならず奪うばってみせるぞ……」


　遠くから聞こえた声は、あたしが胸ぐらをひっ摑んでいるはずの男のものだった。


「────!?」


　あわててそちらに目をやれば、そこには、あたしの右手が、むなしく小さな布ぬのっ切きれを摑んでいた。


　おにょれっ！　いつの間にっ!?


　あわててあたりに視線を送れど、ただ一人、ファミールだけが、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいるばかり。


　すでにあたりには、あたしが術で吹ふっ飛ばしたはずの連中の、姿どころか、気配さえなくなっている。


　──木の葉でこちらの視界を殺し、その一いつ瞬しゆんに、あたしに気け取どられることもなく脱だつ出しゆつするとは──なかなかあなどれない相手である。


　先にあたしの呪じゆ文もんで吹っ飛ばして、ダメージを与あたえていなければ、敵はまず間ま違ちがいなく、木の葉の目くらましにまぎれて、こちらに攻こう撃げきをしかけて来ただろう。


　もしそうなっていれば──はたして、戦いはどう転ころんだか。


「……逃にげられた……か……」


「『逃げられたか』じゃありませんよっ！


　追いかけなくちゃ！」


　言うファミールに、あたしは静しずかな視線を向けて、


「無む駄だよ……悪いけど。


　あいつら、ただもんじゃないわ。


　けど……あんな連中につけ狙ねらわれているなんて……


　──ファミール……連中の口ぶりからすると、あんたも狙われてるみたいだけど……


　正直に話して。


　なんであんたとお師匠さんが狙われてるのか」


「……そう……言われましても……」


　あたしの問いに、しんそこ困こまった顔でうつむく彼女。


「心当たりなんて……


　──あっ！　ひょっとしたら！　わたしが先さき払ばらいで渡わたした月謝が目的で!?」


「ないない。それはない」


　ぱたぱた手を振ふり言うあたし。


「……けど……月謝が目的でないなら一体……？」


　つぶやいて考え込むファミール。


　どうやら、とぼけている、といったふうではないようだが……


　──ならば──ひょっとして……


「聞くけど──ディラックさんって、何かの研けん究きゆうとかしてたりした？」


「研究──ですか……？」


　問われてふたたび眉まゆをひそめる彼女。


　最初は単に金きん銭せん目もく的てきの誘ゆう拐かいかとも思っていたのだが……どうやらこれは、少し話が違うようである。


　さきほど犯人たちが出てきた時も、単にあせって顔を見せただけかと思ったのだが……


　あの口ぶりからすると、ファミールもまた、連中に狙われているようである。


　となれば、犯人たちの狙いは、ディラックさんの技術もしくは研究、という可能性が高くなってくる。


　表ざたになることは少ないものの、魔ま道どうの研究を巡めぐって、裏うらでさまざまな事件が起こる、などということは、実際の話、決して珍めずらしいことではない。


　ディラックさんを誘拐したはいいが、研究内容について口を割わらない。そこでファミールをさらってきて、彼女を人ひと質じちにして研究内容をしゃべらせる──そんなところではないだろうか。


「……けど……研究と言っても……」


「お師匠さんの研究のなかみをひとにしゃべる、ってのに抵てい抗こうがあることはわかるわ。


　けど、これは重じゆう要ようなことなのよ」
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「はあ……」


　あたしのことばに、彼女はあいまいなあいづちを打ち、


「……たしかにお師匠様は、何かの研究をしてたのかもしれませんけど……


　何の研究なのかは聞いてないんです。


　いつもお師匠様、たとえ何かを研究してても、それが完成するまでは、わたしに教えてくれませんでしたから」


「ふぅ……ん……」


　研究の内容がわかれば、もうけになりそうな話かどうか……もとい。犯人たちの目的や、そこから犯人たちの正体を推すい理りすることも可能かと思ったのだが……


「……となれば……残のこった手しゆ段だんはひとつだけね」


　言ってあたしは、ぽんっ、とファミールの肩かたを叩たたいたのだった。





　──へぇ……


　闇やみの中、あたしがベッドに半身を起こしたのは、その日の夜中のことだった。


　隣となりの部屋ではファミールが、おそらく何も気づかずに、静かな寝ね息いきを立てていることだろう。


　その日の夜。


　泊とまった宿の一階には、酒場を兼かねた食堂もあったが、閉店時間ももう過ぎて、人々の声もとっくに途と絶だえている。


　夜を支配するのは、ただ、静せい寂じやくだけだった。


　──ついさっきまでは。


　しかし今、変わらぬ静寂の中に、ひしひしと、研とぎすまされたいくつかの気配がひしめいていた。


　おそらくは──さきほどの誘ゆう拐かい犯はんたち。


　ファミールを狙ねらっている以上、いつかしかけてくるとは思っていたが……どうやら早さつ速そくのお出ましのようである。


　しかし、それこそこちらの思うツボ。あたしがわざわざファミールと別の部屋を取ったのは、ほかでもない、相手への誘さそいだったりする。


　そこにまんまとハマってくれるとは……こちらをナメているのか、はたまたよほどの自信があるのか……


　計画のほどは至いたって簡単。わざとファミールを連中に捕つかまえさせて、あとを尾つけ、敵のアジトを見つけ出す！


　と、ゆーことで──


　ベッドの上に身を起こしたまま、気配を殺してしばし待つうち。


　……どんっ……ごとんっ……


　ファミールの眠ねむる隣の部屋で、かすかな、争あらそうような音。


　やがてほどなく、夜に静寂が戻もどった。


　──音と気配からすると。相手は複数。おそらく窓から出ていったのだろう。


　頃ころあいを見み計はからい、あたしはそっと窓を開ける。


「──浮遊レビテーシヨン」


　唱となえていた呪じゆ文もんを解とき放はなち、ふぅわり夜空に浮うかび上がった。


　星空の中から、あたりをぐるりと見み渡わたして──


　──いたっ！


　宿からすこし離はなれたところ──人通りも消えた細い路ろ地じを、駆かけゆく一団の姿があった。


　人数はざっと四、五人だろうか。この距きよ離りと暗さではわからないが、おそらく、その中に、捕まったファミールがいるのだろう。


　あたしは術をコントロールして、上空から、追つい跡せきを開始した。


　連中は、裏通りばかりを選んでひたひた進んでゆく。


　向かう先は、あたしたちが連中と出会った、あちらの方だった。


　────どうやらやっぱし、こっちにアジトがあるようである。


　明りが消えた家々の間を走る通りを、一団は、右に、左に折れ曲がり──


「────!?」


　気配は、いきなり出現した。


　じゃっ！


　なんとぉっ！


　魔ま力りよくの生んだ冷気の矢を、それでもなんとかかわし切り、体たい勢せいを整えながら、あたしは、手近な家の屋根の上へと降おり立った。


　一いち撃げきの飛び来た方に目をやれば、すこし離れた屋根の上、静かに──もとい。やかましく佇たたずむ影かげひとつ！


「ほーっほっほっほ！　夜の空中散さん歩ぽとは、なかなか風ふう流りゆうな趣しゆ味みしてるわね！　リナ＝インバースっ！」


　……毎度毎度これかい……


　かっくりと、肩かたの力が抜ぬけてゆく。


　むろん、言うまでもあるまい。


　虚こ空くうをはさんで屋根の上、あたしと対たい峙じしている相手は、意味なく露ろ出しゆつ度どの高いコスチュームに、トゲトゲつきのショルダー・ガード。自じ称しようあたしのライバルこと、正体不明の生き物、白蛇サーぺントのナーガ！


「ふっ。なんの因いん果がか知らないけれど、リナっ！　ここでこうして出会った以上……」


「氷結弾フリーズ・ブリツド」


　こかきぃぃぃん！


　あたしの呪じゆ文もん一発で、生きた夜中の騒そう音おんは、めでたく沈ちん黙もくしたのだった。


　──しかし──


　あたしがふたたび通りに目を戻もどしたその時には、すでに、あたりに例の一団の姿はなかった。





「ちょっとおっ!?　いきなり何するのよっ!?」


「それはこっちのセリフよっ！」


　解かい凍とうするなり、いきなり文もん句くを言ってきたナーガに、あたしは間かん髪はつ入れずどなり返した。


「……どーせまた路ろ銀ぎんが尽つきて、変な理由で連中のところへ転ころがり込んで、あたしの足止め引き受けさせられでもしたんでしょうーが」


「──連中？　何の話よ」


　あたしのことばに、しかしナーガは、眉まゆをひそめて問い返す。


　……はて……？　こいつはふつー、こーゆートボけかたはしないはずだが……とすると……？


「ふっ。まだまだ読よみが甘あまいわね。リナ＝インバースっ！　わたしは単に、宿屋に部屋取る路銀がないんで、この近くの、クレマーとかっていうひとの家の犬小屋を、実力で制せい圧あつして寝ねてたのよ！


　なんだかみょーに悲しくなって、思わず夜空を眺ながめてたところで、あなたの姿を見かけて声をかけたのよっ！


　どうっ!?」
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「……いや……『どう』とか聞かれても……」


　実はさみしがり屋さんか。お前は。


「──って、そいじゃああんたは、問もん答どう無む用ようで氷フリーズの・矢アローぶちかましてからじゃないと、相手に声かけらんないわけっ!?」


「ふっ。まだわかってないようね、リナ。


　あれは単なる軽いコミュニケーションに決まってるじゃないっ！」


「……ほぉう……ンじゃあ、あたしがここで軽くコミュニケーションしても文句はないわね。当然」


「……あ……でも、必要以上のコミュニケーションは、相手にいやがられることもあるわよ[image: ]　リナ[image: ]」


「………………まあいいわ。それよりも、今問題なのは、よ。


　あんたが変なちょっかいかけてきたせいで、連中の姿見失っちゃった、ってことよ」


「連中？」


「ん。実はね……」


　あたしは、夕方からのことのなりゆきを、ざっとナーガに説明した。


「……とまあ、そーゆーことで、ファミールの姿見失った、ってわけ」


　あたしの話を聞き終えるとナーガは、ふぁさっ、と髪かみをかき上げて、


「ふっ！　なるほどっ！　リナ、あなた、例の誘ゆう拐かい事件にかかわっている、というわけねっ!?」


「……例の誘拐事件……？」


　思わず眉まゆをひそめるあたしに、ナーガはさらに大きく胸を張り、


「ほーっほっほっほ！　どうやらあの事件のことを知らないようね、リナ！」


「ひょっとして何か知ってんの!?　ナーガ!?」


　姿すがた形かたちと性格はアレだが、ナーガの持っている正体不明の情じよう報ほう網もうは、なかなかあなどれないものがある。もしも何かの話が得られればラッキーなのだが……


　あたしの問いに、ナーガは、さらに大きく胸を張り、


「ふっ。そうね、『教えてください』とか言って頼たのむなら、教えてあげてもいいわよ！


　ほーっほ……」





　ごっ！





　問答無用であたしの投げた、赤ん坊ぼうの頭くらいの大きさの石を顔面に受け、ぽてっ、とへち倒たおれるナーガ。


　あたしは、ぴくぴくしている彼女のそばに歩み寄り、


「教えてください[image: ]」


「……ふっ……わ……わかったわ……」


　多少ぴくぴくしながらも、ナーガはその場に身を起こし、


「……なんでも……最近このあたりで、誘拐事件が多発してるらしいのよ……


　話によると、犯人たちは、暗殺者アサツシンスタイルに似た、濃こい緑色の服を着てたとか……」


　そう言われてみればたしかに──暗くてはっきりとはわからなかったが、あの連中も、服の色は、まっ黒ではなかったような気がする。


「──連続誘拐……ってことは、狙ねらわれたひとたちの共通点は？──たとえば、何かの魔ま道どうを研究している人間ばっかし、とか」


「ふっ。愚ぐ問もんね。そんなわかりやすい共通点があるなら、もう解決してるわよ。


　被ひ害がい者しやは……子供はいないらしいけど、老ろう若にやく男なん女によ、ほとんど無差別。むろん、魔道士とかもいるみたいだけれど、そうでない人間もいるわ。


　唯ゆい一いつ共通点らしい共通点といえば、全員が、旅の途と中ちゆうにさらわれている、というくらいかしら」


「……旅の途中……ねぇ……」


　言われてあたしは眉をひそめた。


　路銀目当ての人さらい……にしては、いささか大がかりすぎるし……


　しかしまあ、案あんずるより産むが易やすし。相手見つけてへち倒し、話を聞けばそれですむこと。


「とにかくナーガ、あんたのせいでファミール見失ったんだから、こーなったら手つだってもらうわよ。タダで」


「ちょっとリナ！　タダで、なんて、そんな無茶な話が……」


「ンじゃあ犬小屋で寝ねる方がいい？」


「………………ふっ……ま……まあ……あなたがそこまで言うのなら、三食宿つき程度で手を打ってもいいわよ」


　おーし。これでとりあえず、ナーガはタダでこき使えるぞ。


　まあ、ふつーなら、ナーガを味方にしたところで、マイナスになりこそすれ、プラスにはならない、という説もあるのだが……しかしそこはそれ、ナーガとハサミは使いよう。


　盾たてにするとか、相手の中にひとりで突つっ込ませて自分は逃にげるとか、使い方によってはちゃんと役に立つ──時もあるだろう……たぶん……


　……やっぱしやめときゃよかったかも……


「──けどリナ、手つだうのはいいけど、犯人の手がかりとかあるの？　その──ファミールとかって娘こは見失っちゃったんでしょ？」


「……ま、いちおー手は打っておいたから」


　言ってあたしは、てくてく通りを歩きだす。


「？　ちょっと、リナ？」


　いぶかしげな顔で、そのあとについて来るナーガ。


　やがて──


「おーし。あったわ」


　つぶやいて、あたしが地面から拾ひろい上げたのは、赤い糸を、かるく巻きつけた小石がひとつ。


「……それって……？」


「ファミールからの合あい図ずよ。『ここを通って行きました』っていう、ね」


　たとえさっき、ナーガがちょっかいをかけて来なかったとしても、誘ゆう拐かい団だんの連中が、あたしの動きを察知して、妨ぼう害がいをかけてくる可能性も十分にあった。だからこそ、ファミールに協力してもらい、行く道々に、この目印を落としてもらった、というわけである。


「ふっ。なるほど──」


　あたしのことばに、ナーガはこっくりうなずいて──


「──って、ちょっと待ってよっ！　そんなテ打ってたのなら、なんでわたしが責任取って、タダ働ばたらきしなくちゃなんないのよっ!?」


「言ったでしょ、ちゃんと。『ファミールを見失わせた』責任だ、って。


　こっちが別のテ打ってたのは、それはまた別の問題よ。


　つーことで、いっしょにこんなかんじの石探してもらうわよ」


「……………………」


　やや釈しやく然ぜんとしない表情のまま、しかしとりあえず、黙だまっていっしょに石探しをはじめるナーガ。


　あるいはただ単に、犬小屋に戻もどるのがヤだっただけかもしんないけど……


　ぽつりぽつりとあちこちに、落ちている石をたどりつつ──


　やがてあたしたち二人は、一いつ軒けんの家の前へとやって来ていた。


　大きな門もん構がまえに、広々とした庭。門の奥おくには、三階建ての立派な建物。


　──しかし──


　閉ざされた鉄の門もん扉ぴには一面にサビが浮うき、手入れのされていない庭と、ツタやコケに覆おおわれた母屋おもやは、どう見ても、ここが廃はい屋おくであることを物語っていた。


　だが、ファミールの落とした目印の、糸を巻きつけた小石は、まちがいなく、この家の門の前に落ちていた。


　念ねんのために、と、もう少し先の道まで探してみたが、やはり、この家の前に落ちているのが最後の小石だった。


「……やっぱし……どーやらここが敵のアジトみたいね……


　行くわよ。ナーガ」


「ふっ。わかったわ」


　あたしとナーガは呪じゆ文もんを唱となえ──


『浮遊レビテーシヨン！』


　飛行の術で塀へいを越こえ、敷しき地ちの中へと入り込む。


　草むした庭を通り抜ぬけ、ほどなく玄げん関かんへとたどり着く。


「──ナーガ、連中の中には、けっこー戦やる奴やつもいるから、気をつけてね」


「ふっ。わかったわ」


　本当にわかっているのかいないのか。あたしのことばに、カルい口く調ちようであいづちうつナーガ。


　玄関の扉とびらに手をかけ、力をこめる。


　きしんだ音を立てることもなく、ゆっくりと、扉は開いた。


　カギはかかっていなかった。


　──なるほど──


　と、いうことはやはり、こちらの動きも知られているようである。


　ならば──こそこそする必要はどこにもない。


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「明りよライテイング」


　生み出した魔ま力りよくの明りを虚こ空くうに投げかけ、部屋の中を照てらし出す。


　そこは、かなり広い玄関ホールになっていた。


　壁かべの漆しつ喰くいははげ落ちて、あたりには、木切れやら何やらが散ちらばっている。


　──たしかに見た目には、いかにも廃屋、といった感じではあるのだが──


　いかんせん、においが違ちがっていた。


　もし本当の廃屋なら、しめったにおいやカビたにおい、埃ほこりっぽさ、などが混まじった、言うなれば『朽くちたにおい』がするものなのだが、このロビーにはそれがない。


　すなわちここは、廃屋などではなく、誰だれかがそう見せかけるため、わざと散らかしているのだ。


　しかしこの程度の小こ細ざい工くで、このあたしをごまかせると思ったらおーまちがい！


「今晩二度目のセリフだけど、隠かくれてんのはわかってんのよっ！」
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　大声であたしが言った、そのとたん。


　だんっ！


　あたしとナーガのその後ろで、大きな音を立てて玄関の扉が閉しまった。


　そして──


「……確かにまいたと思ったのだが……よくここをつき止めたな……」


　ことばとともに、ホールの奥おくの通路から、ゆらりっ、と姿を現したのは、濃こい緑色の暗殺者アサツシンスタイルをした男。


　声からすると、どうやら例の、リーダー格の男のようである。


「だが……我々の計画を邪じや魔まさせるわけにはいかんっ！　ここで朽ち果てるがいいっ！」


　ことばを合図に、ホールへと続く四し方ほうの通路から、次々と、暗殺者アサツシン姿の連中が、姿を現したのだった！







（見果てぬ野望のそのために：つづくっ！）
























　次回予告





　ついに敵のアジトへと乗り込んだ、リナとナーガ。


　果たして二人は、無事ファミールを助け出すことができるのか!?


　そして、誘ゆう拐かい団だんの抱いだく計画とは!?


　ついでにナーガに活かつ躍やくの場はあるのか!?


　次回、見果てぬ野望のそのために（後編）


　すべての謎なぞが明かされる！









見果てぬ野望のそのために［後編］
















　あらすじ





　──お師し匠しよう様さまが誘ゆう拐かいされた──


　魔ま道どう士しふうの少女、ファミールのそのひとことが、われらがヒロイン、リナ＝インバースを、今回の事件に巻まき込んだ。


　そして、町の中で旅人を誘拐する、暗殺者アサツシンふうスタイルの謎なぞの一団との戦い。


　手て傷きずを負おわせはしたものの、相手の面めん妖ような術の前に、リナは敵の逃とう亡ぼうを許ゆるしてしまうのだった。


　一いつ計けいを案あんじたリナは、相手のアジトをつきとめるため、やはり狙ねらわれていたファミールをわざと誘拐させる。


　そして、うやむやのうちに仲なか間まにくわわったナーガとともに、ついに敵のアジトへとたどり着ついたリナの前に、誘拐団たちが姿を現あらわした！















「かかれぃっ！」


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　リーダー格かくの男の合あい図ずに動いたのは、連中より、あたしの方が先だった。


　唱となえておいた呪じゆ文もんを、問もん答どう無む用ようで、一同のどまん中にたたき込む！





　ちゅごぉぉぉぉん！





　光こう球きゆうがはじけてあたりに火か炎えんを散ちらした。


「とうっ。」


「ひあ……」


　多少熱ねつ風ぷうの吹ふき返しが来たが、すかさずナーガを盾たてにする。


「ちょっとリナっ！　何するのよっ！　熱あついじゃないっ！」


「まーまー。あとで冷つめたいジュースでもおごってあげるから」


　多少コゲたまま、文もん句くを言ってくるナーガをなんとかジュースでなだめるあたし。


　やがて、爆ばく煙えんのおさまったそのあとには──


「……なっ……!?」


　ばたばた倒たおれている誘ゆう拐かい犯はんたち、という情じよう景けいを予よ想そうしていたあたしは、思わず声を上げていた。


　──あたしたちと、誘拐犯たちとの間には、一枚の壁かべがいきなり出現していた。


　まるで、無数の巨きよ大だいな触しよく手しゆが、からまり合ってできた異い様ような壁が。


　触手の表面が多少コゲてはいるようだが──どうやら、向こうの連中にまでダメージが届いてはいないようである。


「無む駄だだっ！」


　ばらりっ。


　聞こえたリーダーの声と同時に、からまり合った触手がほどけ、そのままこちらに向かって来る！


　次の呪文を唱えているひまはないっ！


「──くっ！」


　あたしはとっさに、腰こしのショート・ソードを引き抜ぬくと、ま近に迫せまった触手の一本に向かって斬きりつける！


　かっ！


　硬かたい手て応ごたえ。鈍にぶい音。


　生なま木きを叩たたいたような感かん触しよくに、あたしはとっさに剣けんを引く。


　──はっきし言ってこのあたし、剣のウデにも多少自信はあるのだが、これは、とうてい斬れるものではない。


　太さは、子供の手首ほどのものから糸クズのようなものまで、まちまちで、見た目も手応えも、ちょうど木の根にそっくりである。


　むろん、ただの木の根を斬ることなんぞ、あたしにだって簡単にできる。


　しかし問題なのは──それらが始し終じゆう、うねうね動きまわっている、ということなのだ。


　達たつ人じん級きゆうの剣の使い手ならばともかく、ちんぴら五、六人をかるくあしらえる程てい度どのあたしのウデでは、これを一いち撃げきで切きり裂さくことはまず不ふ可か能のう。


　──となれば──どうする!?


　自じ問もんしたその時。


「ほーっほっほっほ！」


　ホールに響ひびきわたったのは、ナーガの余よ裕ゆうの高笑いだった。


　あたしは半なかば反はん射しや的てきに、そちらに目をやって──


『──なっ……!?』


　驚きよう愕がくの呻うめきは、あたしと、敵のリーダーと、二人の口から同時に漏もれた。


　リーダーの命令に従したがって、あたしに平気で向かってきていた無数の触しよく手しゆは、しかし、ナーガには何の攻こう撃げきもしかけようとはせずに、ただ彼女のまわりでうねっているだけなのである。


　触手が──ナーガに触さわるのをいやがってる!?


「馬ば鹿かなっ!?　なにゆえっ!?」


「ふっ。これが人じん望ぼうって奴やつよ」


　リーダーの驚愕の声に、余裕の表情で答えるナーガ。


　──待てよ。


「……人望……ってことは……


　まさかこれって、クラゲの足!?」


　なかなか当を得えたあたしの意見に、しかしナーガは眉まゆをひそめて、


「何をわけのわからないこと言ってるのよ。


　木の根に決まってるじゃない」


「木の根!?」


　見たまんまかいっ！


　……しかし……人望とかで操あやつれるもんなんだろーか……？　木の根って……？
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　……まあ、ことナーガに関かんして言うならば、何でもアリかも、とゆー気がしないでもないが……


　しかしともあれ、木の根がナーガに攻撃をかけて来ないとわかればこっちのもの。あたしはダッシュで彼女の方に走り寄る。


　木の根はある程度近くまでは寄ってくるものの、まるでためらうかのように、そこでうねうね動いているだけ。


　……うーむ……やっぱしナーガに触るの、いやがってるよーにしか見えないが……


　しかし、クラゲや木の根に人望厚いナーガも正しよう体たい不明だが、この誘ゆう拐かい犯はんたちも、前は木の葉、そして今、木の根を操るとは……


「……お……おのれっ！


　ならば我々が、直接この手で倒たおすのみっ！


　ゆくぞっ！」


『おうっ！』


　リーダー格の命めい令れい一いつ下か、誘拐犯たちがこちらに殺さつ到とうする！


　ふっ！　甘あまく見てもらっては困るっ！


　あたしとナーガは、全まつたく同時に同じ呪じゆ文もんを唱え──


『風魔咆裂弾ボム・デイ・ウインっ！』


　ごぶばぁぁぁぁぁっ！


　解とき放はなたれた烈れつ風ぷうが、悲ひ鳴めいさえをもかき消して、誘拐犯たちをふき散らす！


　荒あれ狂くるう烈風のこの術では、木の根でガードすることも不可能。風のおさまったそのあとには、あいもかわらずうねくる木の根と、前以上に荒れた室内に、誘拐犯たちがばたばた倒れ伏ふすのみ。


「おーし。これであとは、そこらの奴やつとっ捕つかまえて、ファミールたちの居い場ば所しよを……」


　しかし、あたしのことばも終わらぬそのうちに。


　無数の木の根が大きく動いた！


　──来るかっ!?


　思って身み構がまえた刹せつ那な、木の根は、しかしこちらではなく、倒れ伏した、誘拐犯たちの方へと伸のびた！


　連中の胴どうを、手足を次々巻き取ると、建物の奥おくへと向かって運はこんでゆく。


「ナーガっ！　追うわよっ！」


「ふっ！　わかってるわ！」


　言って二人は、木の根を追って、建物の奥へと駆かけ出した。


　誘拐犯たちを、ひとり残らずからめ取った木の根は、どんどんと、屋や敷しきの奥へ引っ込んでゆき──


　やがて──


　一枚の扉とびらの奥へと、そのまま姿を消してゆく。


「……地下室……ね……」


　闇やみの底そこへとのびる、階かい段だんの手前に立ち止まり、あたしはぽつりとつぶやいた。


「どうするの？　リナ」


「──行くしかないわね──気は進まないけど」


　ため息混まじりにそう言って、あたしは、階段に一歩を踏ふみ出した。


　──むろん、この屋敷のほかの部屋に、ファミールやお師し匠しようさんとやらが監かん禁きんされている、という可能性はあった。


　もしそうならば、誘拐犯なんぞほっぽっといて、みんなを助け、礼れい金きんをもらう、というのが楽らくなのだが──


　しかしひょっとしたら、みんなはこの地下室の奥に監禁されているかもしれないのだ。


　なおかつ、地下室の出入り口が、ここひとつとは限かぎらない。


　となれば、あたしたちが他の部屋を探し回っているそのスキに、気がついた誘拐犯たちが、人ひと質じちたちを、別の出入り口からどこかに移うつす、などというおそれもあった。


　その可能性がある以上、やはりここは、地下に向かって進むよりない。


「──明かりよライテイング」


　とりあえずあたしは魔ま法ほうの明かりを唱え、あたりを照てらしつつ、地下へと下りて行った。


　そして、階段が行き着いたその先は──


「地下室──と、言うより洞どう窟くつね」


　ナーガのつぶやいたその通り。


　たしかに以前は、普ふ通つうの地下室だったのだろう。


　しかし、何もない地下室の、壁かべの一面に、人が立って歩けるほどの、どでかい大穴がぽっかり開いて、どこへともなく続いている。


　どうやらさきほどの木の根は、この奥おくから伸のびてきたもののようである。


「……行く？」


「……うーん……」


　あらためて問われて、しばし考えるあたし。


　どちらかというと、ファミールたちは、屋や敷しきの方にいそうな気はするのだが……


「──とりあえず──行くわ」


　言ってあたしは、壁に開いた穴の奥へと足を踏ふみ出した。





　横穴は、えんえんと地中にのびていた。


　襲しゆう撃げきくらいはあるものと、ある程度予想もしていたのだが、今のところその気け配はいもない。


　まだ連中がダメージから回かい復ふくしていないのか、はたまた逃にげにかかっているのか──


　あるいは、あたしたちをおびき寄よせてから倒たおすつもりなのか。


　上下に、左右に。少しずつうねりながら、えんえんと続く横穴を、あたしとナーガはひたすら歩き続け──


「──ふっ。どうやら……」


「ここが終ゴ着ー点ルみたいね……」


　ナーガとあたしが、言って足を止めたのは、どれくらい歩いたあとのことだっただろうか。


　そこは、どこかの家の庭のようだった。


　かなり広そうな敷しき地ちの中には、庭にわ木きがやたらと植うえてある──というより、手入れもなしで、勝手に生おい茂しげっている。


　木々の奥に、家の屋根が見えているのと、ところどころに敷石があるのとで、かろうじて庭だとわかるのだが、そうでなければ、森か林の中に出たのだとかん違ちがいしたかもしれない。


　あたしとナーガが出てきたのは、そんななか近くにある築山つきやまに穿うがたれたほら穴だった。


「──そいじゃあナーガ、とりあえず、あの家の方に……」


　あたしが言い終わらぬそのうちに。





　どごぁぁぁぁぁっ！





　ド派手な音と砂すな煙けむり立て、あたしたちがたった今出てきたばかりのほら穴が、二人の後ろで崩くずれ去る！


「──ぶっ！　けほっ！　けほっ！」


「こふっ！　こふっ！」


　あわてて飛び退のき、せき込む二人。


　呪じゆ文もんのたぐいではない。おそらくは、離はなれた場所で操そう作さをすると、ほら穴が崩れるように、何かのしかけをしておいたのだろう。


　……しかしそれなら、あたしたちがまだ中にいる時に洞どう窟くつを崩して、生いき埋うめを狙ねらうこともできたはずなのだが……？


「──よく来たな。待っていたぞ」


　ことばとともに、少し離れたしげみの陰かげから、姿を現す人ひと影かげひとつ。


　変わらぬ暗殺者アサツシンもどきスタイルで、やはり顔は見えないが、声からすると、あのリーダー格の奴やつらしい。


「──なるほど、待ちぶせ、ってわけね。


　──けど──


　さすが三流悪役だけあって、セリフ回しに工く夫ふうがないわね」


「ほざけっ！　小こ娘むすめっ！」


「──まあ、そう熱くなるでない……」


　リーダーの怒ど鳴なり声に、割わって入ったのは、しわがれた老人の声だった。


　……さわっ……


　木々の葉が、夜よ風かぜに吹ふかれて小さくざわめく。


　闇やみに沈しずんだ緑の連つらなり。その奥おくから、ゆっくりとした足取りで姿を現したのは、小こ柄がらな、一人の老人である。


　──老人──と言っても、白はく髪はつと体形でそうとわかるだけで、その顔には、怪あやしいシューキョーか何かの儀ぎ式しきに使われていそうなイメージの、異い様ようなデザインの仮か面めんをつけている。


「大主様グランドマスター!?　こんな所にお出ましになっては……」


「かまわんかまわん」


　グランドマスターとやらは、リーダー──というより分隊長コマンダーか何かだろうか。彼のことばをあっさり聞き流し、ずいっ、と、あたしたちの前に歩あゆみ出る。


「……その気になれば、お主ぬしたちを、洞窟の中でむかえうつこともできたのじゃがの……


　あやつから話を聞いて、少々気が変わっての。


　敵てき対たいするより、味方につけるが得とく策さくではないか、と思ってのぅ」


　仮面の奥から、あたしたちを、ひた、と見つめたそのままで、グランドマスターは静かな口く調ちようで言った。


「へぇ……


　発はつ想そうは悪くないわね。けど、誘ゆう拐かいやるよーな人間と手を組むつもりはないわよ。あたしは」


「……くっくっくっくっ……」


　胸を張り、言ったあたしのそのことばに、しかしグランドマスターは、小さくふくみ笑いを漏もらし、


「何を一人でかん違ちがいしておるのかな？　お嬢じようちゃん。


　わしが取り込みたがっておるのは、お主ではない──


　もう一人のお嬢さんの方じゃ」


「ナーガの!?」


　あたしは、そばで胸張って佇たたずむナーガに、ちらりっ、と視し線せんを走らせた。


　ナーガなんぞいなくても、痛くもカユくもない──と言いたいところだが、ナーガの木の根の人望は、今回の敵に対しては、かなり有ゆう用ようなものとなる。


　逆に、ナーガまでが敵につけば、負ける、とは言わないまでも、より戦いが苦くるしくなることは確かだろう。


　そして──ナーガの寝ね返がえりやすさは、もはや説明するまでもない。


「──どうじゃな？　待たい遇ぐうの方は、考えさせてもらうが？」


「……ふっ……そうね……」


「ナーガっ！」


　ナーガのことばを遮さえぎって、あたしは彼女にきっぱりと、


「言っとくけどっ！　ここでもし寝返ったら、これからはあんたのこと『犬』って呼ぶわよっ！」


「[image: ]っ……!?　それはっ……！」


　いかな無む神しん経けいのナーガとて、さきほどまで犬小屋で寝ね泊とまりしていた身に、さすがにこれはヤだったか、しばし口ごもったそののちに、


「ふっ……馬ば鹿かね。リナ。


　このわたしが、あなたを裏うら切ぎるわけないじゃない。


　ほーっほっほっほ！


　……………………


　だから犬呼ばわりだけはやめてね[image: ]」
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　ちょっぴりコビを売ってから、ナーガはグランドマスターの方に向きなおり、びしぃっ！　と相手を指さすと、


「ふっ！　笑わせてくれるわねっ！


　このわたしが、そうあっさりと寝返るとでも思っていたのかしらっ!?」


「……ふむ……なるほど……無理か……


　ならば仕方あるまい……」


　つぶやくようにそう言うと、老人は、ぱちんっ、と右手の指を鳴らした。


　刹せつ那な。


　ざわりっ。


　あたりに生おい茂しげった、木々の葉が一いつ斉せいにざわめいた。


　風ではない。枝が。木の葉が。木の幹みきが動いているのである。


　しかし、こう来ることも、ある程度は予想済ずみっ！


「ナーガっ！　葉っぱや枝、ちょっと適てき当とうにあしらっててっ！」


　言い放ち、あたしは呪じゆ文もんを唱えつつ、ナーガの後ろへとまわる。


　専門用語で言う『盾たてにした』とゆー奴やつである。


「ふっ。リナ。この際さいだからはっきり言っておくわっ！」


　わさわさと向かい来る木の葉や枝に対して、腰こしに手を当て、胸を張り、仁に王おう立だちになったまま、ナーガは言った。


「実はわたし、木の根には人望厚いけど、葉っぱや枝には人望ないのよっ！」


「なんぢゃそりゃぁぁぁぁぁぁっ!?」


　思わず反はん射しや的てきにツッコミ入れるあたし。


　とーぜん、唱えかけの呪文は中断である。


　──はっ！　しまったぁぁぁぁぁっ！


　思った時にはもう遅おそい。





　ざざざざざざぁっ！





　くそやかましい音を立て、無数の緑があたしとナーガになだれかかった！


「わぷぅっ!?」


「ほーっほぶっ！」


　まずいっ！　これはっ！


　木の枝が、葉が全身にからみつき、体の自由が奪うばわれる。


　──おにょれっ！　こーなったら手かげん抜ぬきっ！　大技一発であたりの草木をなぎ散らすっ！


　家や、ひょっとしたら町の方にも、ちょっぴりとばっちりが行くかもしれないが、そこはそれ、一つの運命、避さけられない人じん災さい……じゃない、災害、ということで……


　などと思いつつ、呪文を唱えようとした、まさにその時！


　ずざざざざざざざざっ！


　葉音とともに、体が自由を取りもどす。


『──なっ……!?』


　驚きよう愕がくの声をハモらせる、グランドマスターと分隊長。


　それも無理からぬことである。


　つい今しがたまで、あたしとナーガに向かって来ていた庭木たちが、枝葉を依い然ぜん、こちらに向かってくねらせながらも、二人からどんどん遠ざかってゆきつつあるのだ。


「……い……一体……!?」


「ほーっほっほっほ！　そんなこともわからないとは、それでよく、『グランドマスター』なんて呼ばれて、いい気になっていられるものねっ！」


　呆ぼう然ぜんとつぶやくグランドマスターに、傲ごう然ぜんと嘲ちよう笑しようを放ったのは、言うまでもなく白蛇サーペントのナーガ！


　夜の色をした長い髪かみを、ふぁさぁっ、と片手でかき上げて、


「木の葉や枝には人望なくても、木の根には人望がある！


　なら、その木の根が、このわたし、白蛇サーペントのナーガを助けるため、逃にげ出したとしたら、上に生えてる枝葉は一体どうなるかしら!?」


「──くぅっ！　ここは退ひくぞっ！」


「はっ！」


　言うなり、あわてて退たい却きやくをはじめるグランドマスター。答えて続く分隊長。


　二人が向かうは、むろん家の方。


　さきほどまでは、しげみがじゃまして見えなかったが、今なら建物がよく見える。


　二階建て石造りの、なかなか立りつ派ぱな屋や敷しきである。


「追うわよっ！　ナーガっ！」


「ふっ！　わかってるわよっ！」


　言ってこちらもダッシュでかけ出す。


　敵の、植物を操あやつる攻こう撃げきさえ封ふうじれば、もはや完全にこっちのもの。


　──しかしあの連中……


　……やっぱし……ナーガと同じよーに、人望で植物操ってるんだろーか……？


　だとしたら、世の中、まだまだ理り屈くつで説明のつかない事はあるもんである。


　考えてみれば、この期ごに及およんで、まだ、敵の正体も目的もわかっていないのである。


　しかしともあれ──それも、戦いに決着をつければわかることっ！


　やがて、グランドマスターと分隊長は、裏口から、屋敷の中へと飛び込んだ。


　おにょれグランドマスター。としのわりにはけっこー足速いでやんの。


　そして──


　がちゃりっ。


　ドアにカギをかける小さな音を、あたしの耳はとらえていた。


　しかしっ！


　そう来ることは予想済ずみっ！　その程度で、こちらの足を止められる、などと思うのは甘あますぎるっ！


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　ごがぁっ！


　走りつつ唱えておいた呪じゆ文もんを解き放ち、ドアをあっさり粉ふん砕さいすると、勢いきおいをゆるめぬそのままで、あたしとナーガは屋敷の中へと突とつ入にゆうした！


　そして、いくらも行かぬうち──


「──そこまでよっ！」


　あたしの声に、グランドマスターと分隊長が足を止めたのは、玄げん関かんホールのほぼまん中のあたりだった。


「……いーかげん、悪あがきはやめて、すなおに話した方がいいわよ。


　……さらったファミールたちはどこにいるのか。


　そして、あんたたちの正体と目的は？」


「……ふっ。ひょっとしてあなた、まだ気づいていないの？」


　あたしの問といにそう言ったのは、グランドマスターでも分隊長でもなく、あたしのとなりに並ならんだナーガだった。


「……気づいてない……って、何を？」


「ほーっほっほっほ！　あなたにしては察さつしが悪いわねっ！　リナっ！


　こいつらの正体に決まってるじゃない！」


　言ってナーガは、ぴしぃっ！　と、まっ向から、グランドマスターを指さす。


「……な……!?　わしらの正体がわかった、じゃとっ!?」


「ふっ。当然よっ！」


　ナーガは相手を指さしたまま、


「木の根だけでなく、木の葉や木の枝まで操あやつる……


　そこまで植物に人望厚い、ということは、そこから導みちびき出される答えは一つ！


　すなわちっ！


　あなたたちの正体は──


　自し然ぜん保ほ護ご団だん体たいよっ！」


「ぬぅっ！　気づかれたかっ!?」


「こら待まてあんたら。」


　人じん知ちを超こえた理論展開と、不ふ条じよう理りきわまる正せい解かいに、思わず横からツッコむあたし。


　しかしナーガは、そのツッコミを全く無視して、


「ほーっほっほっほ！　植物を操る、イコール自然保護団体！


　謎なぞと呼ぶのもおこがましい、子供にでもわかる理屈よっ！」


　わからんわからん。


「……ち……ちょっと待ってよっ！


　ンじゃあなんで、自然保護団体が誘ゆう拐かいなんてしてんのよっ。


　身みの代しろ金きん取って、木の苗なえや肥ひ料りよう買う資金にするとか……？」


「愚おろかな。身代金目当ての誘拐などという下げ司すな真ま似ね、わしらはせん。


　わしらの目的は、より崇すう高こうにして遠大」


「……グランドマスター！　それは……！」


「かまわぬ。もはやこうなれば、決着は、あやつらが倒たおれるか、わしらが倒れるかの二つにひとつ。


　わしらの目的を教えてやったところで、状じよう況きように変わりはない」


　グランドマスターは、分隊長のことばをあっさりはねのけて、


「……エルメキア帝てい国こくのさらに東。


　そこに、『滅ほろびの砂さ漠ばく』と呼ばれる地がある」


「それくらいは知ってるわよ。


　……って……まさか……？」


「その通り。今、わしらがやろうとしておるのは、その『滅びの砂漠』の緑りよつ化か推すい進しん運うん動どうなのじゃっ！


　そのために！　各地から、浄水結アクア・クリエイトの術が使える者たちを大量に誘拐し、砂漠で水みず撒まきをさせようと……


　こらっ！　小こ娘むすめっ！　ひとが真しん剣けんに話している時に寝ねるなっ！」


「……ね……寝てたんじゃなくて、立ちくらみ起こして倒れたのよ……」


　言いながら、なんとか身を起こすあたし。


　……そーいえば……以ま前えに会ったことのある、動物保護団体ってのも、けっこー変な団体だったけど……


　なんとか保護団体、っつーのは、みんなこんなんかっ!?


「第一っ！　ただ緑化運動したいだけなら、わざわざ誘拐なんぞしないで、ボランティアでも何でも募ぼ集しゆうすりゃいーじゃないっ！」


「わかっておらんな、娘！


　世のため人のための緑化運動なのじゃぞ。


　それはすなわち善！


　善ぜん行こうは、他人にひけらかすものではない！


　よって、すべては秘ひ密みつ裡りに行う必要があったのじゃ」


「誘拐は立派な悪あく事じだぁぁぁっ！」


　額ひたいに青スジ立てながら、思いっきり絶ぜつ叫きようするあたし。


　手しゆ段だんのために目的を見失うところといい、人望だけで植物操あやつるところといい……


　こいつらって……ひょっとしたら、ナーガに通じるところがあるかも……


「くっ……これだけ説明してもわからんとはのぅ……」


「わかるかぁぁぁっ！」


「何を言う!?　この町にも、ちゃんとそれを理解してくれる者はおおぜいおるのだぞっ！


　そう、こやつのように！」


　言ってグランドマスターは、視線を分隊長の方に向ける。


　なるほど。町中での誘拐、などという大だい胆たんなまねをしでかしたのも、地じ元もとゆえの地の利があったからこそ、とゆーわけか。


　……しかし……こんな理屈に共きよう感かんして手を貸かす連中って一体……？


「……ま……とにかく……


　どーやらこれ以上、あんたたちの寝言聞いてても頭痛くなるだけみたいね……


　それじゃあ、とっとと白黒つけましょーかっ！」


「よかろうっ！


　出て来るがよい！　同どう志したちよっ！」


　グランドマスターの号ごう令れい一いつ下か、あちらこちらからわらわらと、姿を現す、暗殺者アサツシンもどきの連中、十数人。


　おそらくその正体は、グランドマスターの寝言に共きよう鳴めいした、この町の住民たちなのだろう。


　一同は、手に手に、剣けんや弓などの武器ではなく、緑色のかたまり──さまざまな植物を抱かかえ持っている。


「やれぃっ！　我らの理想を阻はばむ者どもを排はい除じよするのじゃっ！」


『おうっ！』


　応こたえると同時に、一同は、手にした植物を、こちらに向かってほうり投げる！


　おそらくグランドマスターか分隊長あたりが、『人望』で操っているのだろうが……


　根っこに関する人望だけなら、ナーガの方が厚い以上、おそれることは何もないっ！


「ナーガっ！　頼たのむわよっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


　無数の緑は、わさわさ床ゆかを這はいながら、こちらに向かってつき進み、途と中ちゆうで、ひたりっ、と──


　止まらないっ!?


「──ち──ちょっと！　ナーガっ！」


「へ……変ね……!?」


　緑の連つらなりは、じりじりと、包ほう囲いの輪をせばめつつある。


「くはははははは！　無む駄だなことよ！」


　あせるあたしとナーガの様子に、哄こう笑しようを上げたのは分隊長。


「まだ気づかんかっ


　貴き様さまらを包囲する緑の正体にっ！」


「……正体……って……？」


　草木は草木に違ちがいなど……


「──こ……これはっ!?」


　しかし、何かに気づいたらしく、ナーガは驚きよう愕がくの声を上げた。


「これは……切り花!?」


　──なっ!?


「その通り！


　まあ、『花』ではないが、すべて根は切り落としてある！


　いくら貴様が、草木の根っこに人望厚かろうとも、根そのものがなければどうしようもあるまいっ!?」


　しまった！　そう来たかっ!?


　となればもはや、ナーガの人望は頼たよれない。


　残された方法は、攻こう撃げき呪じゆ文もんで、草花をなぎ散らしていく、くらいしかないのだが、果たして呪文が間に合うかっ!?


　──だがしかし！


　あたしが呪文を唱えようとした、まさにその時！


「ほーっほっほっほっほ！」


　朗ろう々ろうと響ひびきわたった高笑いは、言わずと知れた、白蛇サーペントのナーガのものだった！


　……って、こいつ、勝ち目ない時でも高笑いするけど……


　ともあれナーガは、腰こしに手を当て、胸そらし、


「このわたしを甘あまく見たわね！　グランドマスターとその手下たちっ！


　考えてみなかったのかしら？


　なぜ、このわたしが、根に人望厚くても、枝葉には人望なかったのか!?」


「──ま──まさかっ!?」


　ナーガのそのことばから、一体何を悟さとったのか、グランドマスターはまともに顔色を変えた。


　ナーガは、余よ裕ゆうの態たい度どを崩くずさぬそのままで、


「──そう。


　この手だけは、あまり使いたくなかったけど──


　わたしは、青虫にも人望あるのよ」


　……………………[image: ]……………………？
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　あたしがそのことばの意味を、理解するよりも早く。


　小さなものが無数にうごめく、わさわさという音は、廊ろう下かの奥おくから聞こえてきた。





　そのあと──


　何が起こったのかは、はっきし言って、あんまし思い出したくないのだが──


　ともあれ、ナーガの人望でやって来たものたちに、グランドマスターたちの放はなった草花は、いともあっさり食くい尽つくされた。


　それにより、戦意を完全に失った敵を（あたしも戦意失ったけど……）一いつ掃そうするのは、さして難むずかしいことではなかった。


　かくて。


　どっちかっつーと悪い意味で、人じん知ちを超こえた戦いに、終しゆう止し符ふは打たれたのだった。


「……と……


　とりあえず……


　……えーと……誘ゆう拐かいした人たち、どこにいるか、教えてほしいんだけど……」


「……あー……この屋や敷しきの地下じゃ……」


　ナーガの人望がもたらした、さきほどの精神ダメージで、ほとんど気力の尽つきかけたあたしの問いに、完全に気力の尽きたグランドマスターは、投げやりな調子で答えた。





「リナさんっ！」


　地下の牢ろうから解放されるなり、ファミールは、喜よろこびの声とともに、あたしに飛びついてきた。


「助けにきてくれると信じてましたっ！」


「……あー……もー心配ないからー……」


「…………？　リナさん？　なんか……ふらふらしてません？」


「……いや……まあ……さっきの戦いの後こう遺い症しようがちょっぴり……」


「──激はげしい──戦いだったんですね……」


「……まーね……いろんな意味で……」


　……う……うーむ……さすがにさっきのダメージが、かなり残ってはいるが……


　しかしっ！　ゆーちょーに、くらくらしている場合ではないっ！　あたしには、ファミールのお師匠様から礼金ふんだくる、という、崇すう高こうな作さ業ぎようがまだ残っているのであるっ！


　まだ見ぬ礼金、魔ま道どうの手しゆ法ほうを思い描えがいて、あたしは気力をふるい起こし、


「……ところでファミール、あなたのお師匠様って……？」


「はい！　いらっしゃいました！


　──お師匠様、こちらが、わたしたちを助けてくださった、リナさんです」


「……いや……これは、ずいぶんと世話になったのぅ」


　言いながら、あたしの前に歩み出たのは、気のよさそうな、一人のおじいさんだった。


「いえいえそんな。──あ。お礼の方はお気き遣づかいなく。


　そんなにいっぱいはいりませんから」


『はははははははは』


　同時に笑う、あたしとじーさん。


「いやいやよかった。


　……実はあまり、持ち合わせがなくてのぅ」


「そーですかー。言葉通りに受け取られても困こまるんですけど……


　持ち合わせがないなら、悪いですから……


　魔道に関するお話でも少々おうかがいする、ということで……」


「ははは。そんなものでよろしいかな。


　しかしわしも、魔道のことなど、ほとんどわかりませんぞ」


「まぁたまたご謙けん遜そんを」


「いやいや本当に。わしが使える魔法と言えば、呪じゆ文もんを丸おぼえしておる明かりライテイングか治癒リカバリイか浄水結アクア・クリエイト、くらいのもんじゃからのぅ。


　ま、そのあたりの呪文を教えろと言われれば、教えることもできるじゃろうがのぅ。


　理り屈くつの方はからっきしですがの。なにしろ、別に、魔道士というわけでもありませぬしのぅ」


「まぁたまた、ご謙……」


　言いかけて、一瞬、あたしの動きが凍こおりついた。


「………………魔道士じゃ……ない……？」


「はあ」


「…………えーっと…………」


　あたしは、くるりっ、と、ファミールの方に向きなおり、


「……あのー……聞くけど、このひとって、あなたの魔道のお師匠さんなんでしょ？」


　その問いに、しかし彼女は無情にも、ふるふる左右に首を振ふり、


「いえ。リリアン編あみです」


「……………………はい？」


「ですから──リリアン編みのお師匠様です」


　………………………………


「んのわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　しまったぁぁぁぁっ！　そー言えば彼女、『魔道の』師匠だ、なんぞとひとことも言ってないっ！


「……ち……ちょっと待ってよっ！


　あんたもお師匠さんも、魔道士の格かつ好こうしてるじゃないっ!?」


「ええ。なにしろ旅してますから。


　こういう格好してると、野や盗とうとかが警けい戒かいして襲おそってこなくなるんです」


「……それじゃあ……あたしが聞いた『研究』って……」


「リリアン編みの技ぎ法ほうの、ですよ。もちろん」


　すずしい口く調ちようで言い放たれて。


　今度こそ。


　完全に気力の尽つきたあたしは、ぱったしその場に倒たおれ伏ふしたのだった。


　めでたくなしめでたくなし。


　……しくしくしくしくしく……







（見果てぬ野望のそのために：おしまい）










宝珠を我わが手に［前編］










「あんたらかぁぁぁぁっ！」


「……をぶ？」


　戸と口ぐちで上がったその声に、あたしはスパゲッティをくわえたままで、そちらの方をふり向いた。
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　小さな村の小さなメシ屋。まばらに入った客たちの、すべての視し線せんが店の出入り口へと注そそがれていた。


　立っていたのは男と女。としはどちらも二は十た歳ち前後。見たところ、二人とも、傭よう兵へいふうの姿である。


　ま、それはどーでもいーのだが。


　問題は、二人の視線が、きっちりと、こちらの方を向いていることだった。


「知り合いなの？　リナ」


　テーブルの向かいからのナーガの問といに、あたしはくわえたスパゲッティを、ちゅるるぃっ、と吸すい上げてから、首をぶんぶか横に振ふる。


　はむはむこくんっ、と、口の中のものを飲み下す間に、二人はまっすぐ、ずかずかと、あたしたちのついたテーブルに歩あゆみ寄より、


「あんたらだろ！　西……じゃない、東にあった、ゾンビの巣そう窟くつ吹ふっ飛ばしたのは！」


「え？」


　心あたりのあることを言われ、あたしはふたたび二人に目をやる。


　そろいの白い軽装鎧ライト・メイルに、やはり双そう方ほうロング・ソード。


　恋こい人びと同士かと思ったが、あらためてよく見てみれば、男はショート、女はセミロングと、長さは違ちがえど同じ色の金髪ブロンド。顔立ちもどことなく似にた印いん象しようを持っている。


　どーやらこれは、兄きよう弟だい──兄と妹なのか、姉と弟なのかは知らないが、そーいった関係のようである。


「あんたらなんだろ？」


「……まあ……そーだけど……」


　怒いかりの形ぎよう相そうで聞いてくる男に、事じ情じようのほどもよくわからぬまま、あたしはこっくりうなずいた。


　ことの起こりはきのうの夕方。


　たまたま立ち寄ったこの村で、村長さんの家へ呼ばれ、依い頼らいされたのがそのしごとだった。


　村の東で見つかった洞どう窟くつに、ゾンビがたむろしまくって困こまっている。どうかなんとかしてほしい。


　依頼料はバカセコの、はっきし言って、どーでもいーよーなしごとだったのだが、村長さんの家で出された、奥おくさんの料理のあまりの旨うまさに、調理レシピの方法ノウハウと引き換かえに、ついつい受けてしまったのだ。


　とはいえむろん、中がどうなっているかもわからない洞窟にバカ正しよう直じきに潜もぐり込み、何匹びきいるかもわからないゾンビを各個撃げき破は、などという、ゆーちょーなことをやるつもりはさらさらなく、証しよう人にんがわりの村長さん現場に連れてゆき、竜破斬ドラグ・スレイブ一発で、洞窟ごと中のゾンビどもを一いつ掃そうしたのだ。


　そのあと村長さんといっしょに村へと戻もどり、依頼料を受け取って、昼ごはん食べてから出発しようか、というところで、二人がメシ屋に押おしかけてきた、というわけである。


「やっぱりかぁぁぁっ！　あんた、どーしてくれるんだよ！　ひとのしごと、横取りしやがって！」


「横取り？」


　男の不ふ穏おん当とうなことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


「──そういうことよ──」


　気取ったしぐさで、ふぁさっ、と髪かみをかき上げて、今度は、女の方が一歩、前に出る。


「依頼人は別だけど、ね。


　私たちは、ここから東にある村の村長から依頼を受けてたのよ。洞窟のゾンビをなんとかしてくれ。退たい治じしたら、その証しよう拠こになるようなものを何か持ってきてくれ、って」


「ところが、だ！


　それをあんたらが、洞窟ごと吹っ飛ばしちまった、ってわけだ！　これじゃあ依頼料は入らねえ！　そこであんたらを探さがし出した、ってわけだ！」


「……わざわざ文もん句く言うために？」


「いーや！」


　男は大きく胸を張り、


「おれたちの依頼料、弁べん償しようしてもらうためだっ！」


　……な……!?


「ほーっほっほっほ！」


　あたしが声を上げるより早く。


　いつの間にやら、隣となりのテーブルに上のぼっていたナーガが、胸をそらして二人を見下ろし、ひとしきり、高笑いなど上げた後、


「ずいぶんと笑わせてくれるわね！　脇わき役やくその一その二！」


「……わ……！」


「なんですってっ!?」


　目くじらを立てる二人を、ナーガは傲ごう然ぜんと見下ろしたまま、


「依い頼らいのブッキング？　先にやられた？


　ふっ！　ずいぶんと甘あまいわね！


　そんなことでいちいち腹を立ててたら、生き馬の目を抜ぬくこの稼か業ぎよう、とうていやっていけないわよっ！」


「いーぞナーガ！　もっと言ってやんなさいっ！」


　あたしのおーえんに、彼女はますます胸をそらし、あたしを、びっ！　と指さして、


「わたしなんて、そこのリナに、何度煮にえ湯ゆを飲まされたことか！」


　そんなことは言わんでもいい。


「けどまあ、だからと言って邪じや険けんにするのも大人げないから、今でも友だちやってあげてるのよっ！　どうっ!?」


　誰だれがトモダチだ。メシたかり女。


「……いや……そこでこっちにコメント求もとめられても……」


　とまどい顔で言いよどむ男とは対たい照しよう的てきに、表情一つ変えぬまま、女がずいっ、と前に出る。


「つまり──早い話、私たちに何の詫わびを入れるつもりもない──と？」


「まーねー」


「ほーっほっほっほ！　そんな必要がどこにあるのかしら!?」


　きっぱり応こたえたあたしとナーガに、女は小さく笑えみを浮うかべ、


「……ふっ……これはまた、ずいぶんとナメられたものね……


　村じゃあ、『双ふた子ごの悪あく魔ま』として忌いみ嫌きらわれていた、このルーシーとエイシスに、そんな口を叩たたくとはねぇ……」


　あ。やっぱりきょーだいだった。


「……ってことはつまり……」


　ルーシー（だろう。たぶんこっちが）のことばに、あたしはしばし考えて、


「早い話が、村の嫌われ者だったんで、村飛び出してこんなことやってるのね」


「いきなりものごとの本質を突つかないで！」


　あたしのスルドい分ぶん析せきに、抗こう議ぎの声を上げるルーシー。


　いや、実際の話、よくいるのだ。村や町からはみ出して、そのままずるずる『冒ぼう険けん屋や』になる奴やつとゆーのが。


　むろんいちおー言っておくが、あたしは違ちがうので。念ねんのため。


「まあとにかく──


　こうなったら、きっちりわからせてあげる必要があるわね。


　私たちの恐おそろしさを。


　表に出なさい！」


　ルーシーの宣せん戦せん布ふ告こくに、あたしとナーガは顔を見合わせ──


　同時に小さく肩かたをすくめたのだった。





「爆裂陣メガ・ブランド」





　どぅおぉん！





「あひふぅぅぅぅぅぅ」


　あたしの放はなった一いち撃げきに、ユカイな悲ひ鳴めいを上げながら、エイシスはまともに吹ふっ飛ばされて、べてりっ、と地面に落らつ下かした。


　ちなみにルーシーの方は、『私が手を出すまでもない』と、そばで高見の見物である。


　エイシスは、女をいためつけるのは趣しゆ味みじゃないが、などとカッコをつけてかかって来て──で、こーなった、というわけである。


「……へっ……どうやら少しはやるみてーだな……」


　エイシスは、よろよろと身を起こしつつ、


「悪かったな。女だと思って甘あまく見てたぜ。


　けどよ、これなら……」


「炸弾陣デイル・ブランド」


　ばごぁぁぁん！


「のいっひやぁぁぁぁぁっ」


　ペてし。


　ふたたびエイシスが地に落ちる音。


　またまたぐぐいっ、と身を起こし、


「……それでこそ……相手に取って不足はねえ、ってもんよ……」
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　おー。しぶといしぶとい。なら──


「火炎球フアイアー・ボール」


　ぶぼぉぉぉぉぉん！


　ぽて。


「──ちょっと！　何してるのよエイシス！」


「……へ……へへ……ルーシーよぅ……」


　ルーシーの叱しつ咤たに、エイシスは、へろへろと身を起こしつつ、


「……なんか……思いっきり不利なよーな気がするんだけど……おれ……」


「ここで弱気になってどうするのよ！　自分が苦しい時は相手も苦しい！　それが戦いっていうものよ！」


　……そ……そーかなー……あんまし苦しくないけど……あたし……


「……へへ……そうだったな……あやうくくじけちまうところだったぜ……」


　納なつ得とくするし。こいつも。


　エイシスは、ちゃきっ！　と剣けんを構かまえなおし、


「いいか！　次で決めるぜ！


　行く……」


「もっかい爆裂陣メガ・ブランド。」


　っづどぉぉぉぉん！


　またまたまともに吹っ飛んで、ルーシーのそばに落下する。


「……ち……畜ちく生しよう、なんで……？」


　呻うめくエイシスに、ルーシーからのアドバイスが飛ぶ。


「手首の返しが甘かったのよ！」


　手首の問題か？　今のは？


「がんばるのよエイシス？　あとひと息よ！」


「へ……やっぱりおれは、女相手に手は出せねーぜ……


　ルーシー、お前が、ちゃっちゃっ、と片づけてくれ」


　今度もあっさりノせられるかと思いきや、さすがにもう体が動かなくなってきたのか、ルーシーの方にバトンを渡わたす。


「……仕方ないわね……」


　小さな吐と息いきをひとつつき、ルーシーは、すいっ、と一歩前に出て、


「条じよう件けんがフェアじゃないわ。勝負の方法を変えましょう」


「裂火陣フレア・ビツト」


　どどどこどこどこ！


「にゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　あたしの放った一いち撃げきは、ルーシーを、完全に沈ちん黙もくさせたのだった。





「見つけたぜおめーら！」


　扉とびらの開く音と同時に、エイシスの声が店じゅうに響ひびいたのは、その日の夕刻──


　隣となりの村のメシ屋で、ちょいと早めの夕食をとっていた時のことだった。


　……………………


　がたんっ。


「……ちょ……ちょっと待てぃっ！」


　無言のままで席を立つ、あたしの額ひたいに浮うかんだ青スジでも見えたのか、あわててばたばた手を振ふるエイシス。


「んっふっふっふっ。やかましい。これ以上あんたらの寝ね言ごとにつきあうつもりはないのよ。こっちは」


「うまく行くとおたからが手に入るかも──と言っても？」


　──ぴくっ。


『おたから？』


　ルーシーのことばに、期せずして、あたしとナーガの声がハモった。


「どうやら少しは、話を聞いてくれる気になったようね」


　二人は多少警けい戒かいしながらも、こちらの方に歩あゆみ来て、テーブルの、空あいているイスに腰こしかける。


「言っとくけど──自分で食べるぶんは自分で注文してね」


　オードブルのチキンフライに手を伸のばそうとしていたエイシスの動きを牽けん制せいしておいて、視線をルーシーへと移し、


「……で？」


　問われて彼女は、声を低めて、


「もともと、私たちがこの村に来たのは、この近くに、未み踏とうの遺い跡せきが眠ねむっている、という情報を手に入れたからなのよ。


　その遺跡の一番奥おくには、なんだか、すごい宝珠オーブがあるとか」


「……なんかうさんくさい話ねー……」


「そこで……


　勝負をしない？　っていう話よ。


　あなたたち二人と私たち二人。


　どちらが先に、その宝珠オーブを手に入れるか。


　もしあなたたちが先に手に入れたら、それはあなたたちのもの。


　ただし──


　私たちが先に手に入れたら、遺跡であなたたちが手に入れた全部の宝、プラス、さっきの村で言っていた、私たちへのお詫わびプラス、呪じゆ文もんで吹ふっ飛ばしてくれたぶんの治ち療りよう費ひを払はらってもらう──


　そういうことでどう？」


「ほーっほっほっほ！　またまた笑わせてくれるわね！　誰だれがそんな……」


「いーわよ別に」


「……へ……？」


　あっさり言ったあたしのことばに、間まの抜ぬけた声を出すナーガ。


「……ちょ……ちょっとリナ……！」


「これで話は決まりね」


　ルーシーは、がたりっ、と席を立ち、


「今から──というのは、まあ、夜だから無む茶ちやだけど……明日の朝に、ここに集合、ということでかまわないわね」


「おっけー」


「へ……いい度ど胸きようだ。


　次こそは決着つけてやるからな」


　まるで前回、決着ついてないかのよーな捨すてゼリフを吐はき、エイシスも席を立つ。


「それじゃあ、楽しみにしているわ。おほほほほほほほほ」


　高笑いの余よ韻いんを残しつつ、二人は、店をあとにした。


「……ちょっとリナ、何考えてるのよ。あんなのの相手いちいちするなんて」


　二人の消えたそのあとで、抗こう議ぎの声を上げるナーガ。


「あんなの……って……


　あんたが言うか……？」


「ふっ！　最後の高笑いに美しさが足りなかったわ！　あの程てい度どの高笑いしかできないような相手を、この白蛇サーペントのナーガが本気で相手にする必要があるのかしら!?」


「……いや……まあそこらへんはどーでもいーけど……


　とにかくこれがあの二人のしかけた罠わなで、全部噓うそだったら、あとでぶち倒たおして慰い謝しや料りよう巻き上げればすむことだし、本気だったら、先に宝珠オーブ取ったら丸もうけじゃないの」


「またいつも通り、とことんセコいおたからだったりしたらどうすんのよ？」


「……[image: ]っ……！」


　人生の本質を突つきまくった発言に、一いつ瞬しゆんあたしはことばを詰つまらせるが、


「その時は……『こんなものは本当のおたからじゃない』とか何とか言って、ウソ言った罰ばつ、ってことにして、あの二人から金品巻き上げ……じゃない、慰謝料を不ふ任にん意いに受じゆ領りようすればすむことよ」


「ふっ！　なるほど、それならあの二人の人生以外は丸くおさまるわね！」


「でしょ？」


「そうとわかれば今夜は、ばーっと前祝いよ！」


「それはいーけど……あんた、『ばーっと』やるだけの持ち合わせ、あるんでしょうね……？」


　聞いたあたしのそのことばに、ナーガはしかし、ただ引きつった笑えみを無言で浮うかべるだけだった。





「──ここがそうよ──」


　明けて翌日。


　ルーシーとエイシスの二人に案内されるまま、あたしとナーガが足を運んだのは、村からすこし離はなれた山の中だった。


「ここ……って、どこにあるわけ？」


　眉まゆをひそめてつぶやいて、あたりをきょときょと見回すナーガ。


　たしかに一見したところ、あたりにそれらしきものはない。そそり立つ崖がけ。えんえんと連つらなる緑の木々。


　……まあ、もっとも、前ぜん人じん未み到とうの遺い跡せき、というなら、それも当然の話である。『いかにも遺跡の入り口です』みたいなシロモノが、ロコツに外に出ていたら、とっくの昔に誰かに踏ふみ荒あらされているだろう。


　ナーガの問いに、ルーシーは、しばし無言であたりを見回し──


「ここよ。間ま違ちがいないわ」


　やがておもむろに、崖の一点を指さした。


「ここをすこし掘ほれば、遺跡の入り口が出てくるはずよ。


　──と、いうことで。


　あなたたちにも手つだってもらうわよ」


　エイシスが、背中に負おったシャベルを下ろし、あたしとナーガに一本ずつ手て渡わたす。


　……って……


「じょーだんでしょ。ンなめんどいこと」


　言ってあたしは、ぽいんっ、とシャベルをほうり出す。


「わたしたちだけで掘れ、とでも言うわけ？」


「……要は、ここに穴掘ればいいんでしょ？」


　言ってあたしは、ルーシーが指さしたあたりに歩み寄り、ガケに、とんっ、と右手をつくと、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「地精道ベフイス・ブリング」


　トンネル掘りの呪文を使い、あっさりと、崖に穴をあける。


「……便利な魔ま法ほうあるじゃない」


　後ろで感心するルーシー。


　穴のあいたその先には──


　たしかにルーシーの言ったとおり、両開きの、大きな鉄の扉とびらが現れた。


「そいじゃあ開けるわよ」


　一同にそう宣せん言げんし、あたしは口の中で呪文を唱え──


「振動弾ダム・ブラス！」





　ごがぁっ！





　くそやかましい破は砕さい音おんを響ひびかせて、鉄の扉がひしゃげ、吹ふき飛ぶ。


「さーて。それじゃあ行きましょーか」


「行きましょーか、じゃないわよ」


　ルーシーはあたしに待ったをかけて、


「いい？　忘れてるかもしれないけど、これは勝負なのよ。


　どちらが先に宝珠オーブを手にするか、のね。


　それを、みんなで仲良くいっしょにぞろぞろ行ったんじゃあ、まるっきり意味がないでしょうが」


「ふっ！　そんなこと言って、まさか『自分たちを先に行かせろ』なんて虫のいいこと言うつもりじゃあないでしょうね!?」


　ナーガのツッコミに、しかしルーシーは余よ裕ゆうの笑えみで、ゆっくり左右に首を振ふり、


「いーえ。


　こっちの持ちかけた勝負だからね。


　そっちを先に行かせてあげるわ。


　適てき当とうに時間を置いてから、私たちもスタートするから。


　まあ、せいぜいがんばってね」


　言うルーシーのその横で、エイシスも、余裕の笑みを浮かべている。


　……ほほーう……


「ふっ。それでも勝つ、とでもいうつもりかしら？　この白蛇サーぺントのナーガも、ずいぶんと甘あまく見られたものね！


　ただし、あとになって負けてから文句を言わないことね」


「そっちこそ、負けたら約束は守ってもらうわよ」


「ふっ！　むろんその時には、ちゃぁぁぁんと責せき任にん取ってくれるわよ！　リナが！」


「……おいこら……」


　……ま……いーけど……


「とにかく──


　それじゃあナーガ、そろそろ出発させてもらいましょ」


　言ってあたしは踏ふみ出した。


　扉とびらの奥おく──遺い跡せきの中へと。





「明かりよライテイング」


　ぱうっ。


　生み出した小さな光球は、まっ暗だった遺跡の中を、魔ま力りよくの明かりで照てらし出す。


　コケでまだらに覆おおわれた石せき壁へき。つめたくしめったにおいのする空気。


　すこし光量を抑おさえ、前方の頭上に出現させた明かりの照らす場所以外は、まるっきり何も見えない。


　とりあえず、入った場所は、まっすぐに延のびている。


「……ねえ、ナーガ……」


　延びた通路を進みつつ、あたしは小声で話しかけた。


「何よ？　リナ」


「声低くして。ちょっと協力してほしいんだけど……」


　ぼそぼそと言いながら進むうち、まっすぐ続いていた通路は、やがて左へと折れ曲がっていた。





「……あの二人、だいぶ先に進んだみたいだな……」


「……見失うんじゃあないわよ……」


　闇やみの中、ルーシーとエイシス、二人のひそひそ声が聞こえる。


　足音を殺して歩く、ひたひたという小さな音が、闇の中を通り過ぎてゆく。


　そのまましばらく待った後──


「……もーいーわよナーガ。ただし大きな声は出さないでね」


　はりついていた岩いわ壁かべから身を離はなし、あたしは声をひそめて言った。


　そう。なんのことはない。


　あたしは角を曲がった時点で、魔法の明かりだけを前に進ませ、あたしとナーガは近くの壁にはりついて、闇にまぎれて、後ろからやってきたルーシーとエイシスをやりすごした、というわけである。


「……どういうことなの？　リナ？」


「つまり──あの二人は、あたしたちに、露つゆ払はらいをやらせよう、って魂こん胆たんだったのよ」


　ルーシーが、洞どう窟くつに先に入れ、と言った時点で、あたしはピンときたのだ。


　こーいう場合、よくあるのが、先に入ると相手のしかけた何かの罠わなが待っている、というパターン。


　しかし、扉とびらの埋うまっていた土の状じよう態たいからして、入り口は、昨日今日埋まったものでないのは確か。


　とすれば中に、二人が罠をしかけている、という可能性はない。


　それを踏ふまえて──


「この遺い跡せきが、おたからを隠かくすためのものだったとしたら、とーぜんいろんな罠がぼこぼこあるはずよ。


　あたしたちを先に行かせて、片かたっ端ぱしから罠にひっかけるか、解かい除じよさせるかして、自分たちは安全になったそのあとを、余よ裕ゆうでついていく──


　最後の最後で、ダッシュであたしたちを追い抜ぬいて、おたからぶん取り、『どーだ、横取りされる気分は』とか言って勝ちほこる、ってな計画なんじゃないの」


　あたしのそのことばを、まるで待ってでもいたかのように。


『ひょおのわぁぁぁぁっ!?』


　罠にかかったか、化け物モンスターにでも出合ったか。


　奥おくから聞こえる二人の悲ひ鳴めい。
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「……なるほど」


「ね。


　あいつら、あたしたちが先に行ってるから危険はない、とか思って無む防ぼう備びに進んでるから……」


「それはいいけどリナ、わたしたちはどうするの？」


「んー。そーねー。あいつらのやろうとしてたことを、そっくりそのままやってやる、ってのもあるけど、それじゃあいまいち芸げいがないし……」


　あたしはそのまましばし考え、


「──あ、そーだ」


　言って、ぽんっ、と手を打った。





　──一体それからどれほどの時間が流れたのだろうか──


　……ぎぎぃっ……


　錆さびついた重い音を立て、最後の部屋を閉ざしていた、鉄の扉とびらは開かれた。


「やっと──」


　なにやら言いかけて──


　すでにじゅーぶんぼろぼろになった、ルーシーとエイシスの二人は、ことばを失なくし、立ちつくす。


　部屋の奥には巨きよ大だいな獣けものの像ぞう。


　その目の前には、何やら彫ちよう刻こくのほどこされた台座。


　台座の上には──


　あたかも獣の像に守られてでもいるかのように、燦さん然ぜんと輝かがやきを放つ宝珠オーブが一つ。


　だがしかし──


　二人が思わず立ちつくしたのは、別にその光景に心うたれて、のことではないだろう。


　原因はおそらく──


「や。遅おそかったわね」


　台座の横で、いかにもヒマそうにしているわたしたちにあいさつを送られて、二人は、ぽかんっ、と口を開けていた。


　どーやら、あたしたちの方が先に来ていたとは思わなかったようである。


「本当に……ずいぶん待ちくたびれたわよ……」


　生あくびを嚙かみ殺ころしながら、ナーガが面おも白しろくもなさそうに言う。


「……な……なんでおめーらがこんなところにいるんだよっ!?」


　よーやく我われに返ったか、それでもまだ、動どう揺ようの残りまくった声で問うエイシス。


「なんで……って……


　先に来たからに決まってるじゃない」


　そらっとぼけて答えるあたし。


「そんな!?　途と中ちゆうの扉にはみんなカギかかってたし、罠わなだって片かたっ端ぱしから作動してたし、化け物モンスターだってうようよいたし！


　……まさか！


　通ったあとで罠かけなおしたり化け物放したり……」


「してないしてない」


　ルーシーのハズれた意見に、ばたばた手を振ふり、答えるあたし。


「けど正直な話、あんたらの言う『お宝』なんて、たいしたもんじゃあないんじゃないか、って思ってたんだけど……


　なんのなんの。なかなかたいしたもんよ。これ」


　言ってあたしは輝かがやく宝珠オーブに視線を移す。


　呪法球ルーンオーブ──


　天てん候こうの一時操そう作さなどの、大がかりな儀ぎ式しき魔ま法ほうなどに使う宝珠で、ま、あたしみたいな攻こう撃げき呪じゆ文もん大好き人間にとっては、さして興きよう味みあるものではないが、だからといって決して安いものでもない。


「値ね段だんで言えば……そーね、ちょっとした家が、家か財ざい道どう具ぐと土地つきで、二つ三つ買えるくらい、ね」


『なにぃぃぃぃぃぃっ!?』


　ハモって叫さけぶルーシーとエイシス。


「……と、ゆーわけで、約束通りこれはもらうわよ」


　言ってあたしはむぞうさに、台座の上のそれを、ひょいっ、と取り上げた。
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『ちょっと待……』


　二人の制せい止しのことばを遮さえぎって。





　ごんっ！





　大きな揺ゆれが遺い跡せきを襲おそう！


「な……!?」


「何よ!?　これ!?」


「何って……決まってるじゃない」


　宝珠オーブを持って歩きつつ、あたしはさも当然の口く調ちようで、


「遺跡の罠の定番、おたから手にしたとたんに発動する『最後の罠』って奴やつよ」


　言ううちにも、最初の一いち撃げきほどではないが、地じ鳴なりと小さな揺れとが絶たえ間まなく続いている。


「……最後の罠……ってことは……？」


　ルーシーのつぶやきに、あたしはこっくりうなずいて、


「崩くずれるんじゃない？　この遺跡」


『んどぅわぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　答えるなり、ダッシュで扉とびらを飛び出すルーシーとエイシス。


　……そんなんじゃあ間に合わないよーな気もするけど……


「そいじゃあナーガ、あたしたちもそろそろ逃にげましょか」


「ふっ。そーね」


　言って二人はきびすを返し、部屋の奥おく、獣けものの像の後ろの方へ歩いてゆく。


　そこの壁かべには、ぽっかり開いた黒い穴。


　そう。なんのことはない。


　あたしたち二人は、ルーシーとエイシスをやりすごしてから一いつ旦たん遺跡の外に出て、埋うまった遺跡の外がい壁へきに沿そって、地精道ベフイス・ブリングで地面にトンネルを掘ほったのだ。


　かくて、罠も扉も怪かい物ぶつも、みーんなサクッとパスをして、あっさり最下層にたどり着いた、というわけなのだ。


『遺跡のどこかにある』何か、もしくは誰かを探せ、という時には使えないテなのだが、『遺跡の奥のおたから』となれば、あるのはだいたい、一番深いところである。この場合、こーいった方法が有ゆう効こうになる。


「まー、あの二人も、これでちっとはこりるでしょ」


「ふっ。まあ、生きて出られたらの話だけど」


　まるっきし悪役のよーな会話をかわしつつ、あたしとナーガはトンネルの中を、えっちらおっちら登り続けたのだった。


　──遺跡内部の崩ほう壊かいする音を後ろに聞きながら──





「あん……！」


「爆裂陣メガ・ブランド」





　どごぅむ！





　その翌日──


　道ばたで顔を合わせるなり。


　何やら言ってきたエイシスを、問もん答どう無む用ようのあたしの呪じゆ文もんが吹ふっ飛ばした。


「な……何すんのよっ!?　いきなり！」


　抗こう議ぎの声を上げるルーシーに、あたしは小さくため息ついて、


「……どーせあんたたちのことだから、もし生きてたら、遺い跡せき出てから、あたしたちがどうやってたどり着いたか知って、『あんな卑ひ怯きようなやりかたは認みとめん。おれたちのオーブを返せ』とかなんとか言うつもりだったんでしょーが？」


「……[image: ]っ……」


　どーやらまともに図ず星ぼしを突ついていたらしく、ルーシーは、額ひたいの汗あせをぬぐいつつ、


「……ふっ……そこまで読まれていたとは……どうやら、エイシスに声をかけさせて正解だったようね……」


　盾たてにすんなよ。自分の双ふた子ごのきょーだいを。


「わかったわ。こうまで手の内を読まれたのなら仕方ないわね。


　なら、正当な取引といきましょう」


「とか言って、あの宝珠オーブ二に束そく三さん文もんで買い取る、なんて言い出したりして」


「ううっ!?」


　また図星かい。


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね、ルーシーとやら！


　その程度の詐さ欺ぎや因いん縁ねんづけ、日にち常じよう茶さ飯はん事じにやってるリナに、そんな甘あまい手は通用しないわよっ！」


　人聞きの悪いこと言うナーガに、ルーシーは、ふんっ、と小さく鼻を鳴らして、


「とり巻きごときに、そんなえらそーな口を叩たたかれるいわれはないんだけど？」


「…………とり巻き……？」


　ぴぴぴききぃっ、と、ナーガの青スジの立つ音が、聞こえたよーな気がした。


　一歩、二歩。あたしがナーガに近づいていることに気づいているのかいないのか、かまわずことばを続けるルーシー。


「そーよ！　大体何!?　その変な格かつ好こうは！


　見た目の派は手でさ、こけおどしで、実力のなさをカバーしてる、っていうのがミエミエじゃない！


　しかもセンス最悪だし！


　特にその……」


「風魔咆裂弾ポム・デイ・ウインっ！」





　ぶばどぉぉぉん！





「のぐぅぅぅぅぅ……」


　ナーガの放った見み境さかいなしの一いち撃げきが、ルーシーをまともに吹ふっ飛ばした。


　ふっ。おろかな。


『本気になった』ナーガには、敵てきも味方も関係ない。安全なのは彼女のすぐそば。見境なしに放つ呪じゆ文もんの唯ゆい一いつ無む二にの勢力外。


　知らなかったこととはいえ、不幸な……


　ともあれかくて、一つのできごとは終わり、あたしはめでたく宝珠オーブを手にした──


　あたしはそう思っていた。


　この時は、まだ。





「ねえリナ、話があるんだけど」


　言ってナーガが、宿のあたしの部屋を訪たずねて来たのは、その二日後の夜のことだった。


「どーしたのよ？　あらたまって」


　こーいうパターンは珍めずらしい。単なる話なら、食堂とかでごはんでも食べながらやればよいことである。


　わざわざ夜に、あたしの部屋を訪おとずれての話とは……


「実はリナ、ちょっと言いたいんだけど……」


　ナーガはドアのそばに佇たたずんだまま、ベッドの上に腰こしを下ろしたあたしに言った。


「言いたい、って何を？」


「その………………」


　後半は、ことばが小さく聞き取れない。


「何よ？　めずらしーわね。あんたが言いよどむなんて」


「………………」


「いーから、はっきり言いなさいって」


　あたしがベッドから、腰を浮うかしかけたその瞬間。


　ナーガは言った。はっきりと。


「地霊咆雷陣アーク・ブラス」





　ばぢばぢばぢばち！





　うばぶぅぅぅぅぅぅぅっ!?


　荒あれれ狂くるう雷かみなりの嵐あらしにまともに巻き込まれ、声を上げることすらできず、あたしはべてりっ、とベッドの上に倒たおれ伏ふした。


　攻こう撃げき力りよくの低い雷らい撃げきを、広こう範はん囲いにわたって解とき放はなつ術である。とはいえこんなものをまともに食らえば、むろんしばらく体は動かない。


　ぴくぴくしているあたしのそばに、ナーガはつかつか歩み寄り、ベッドのそばに置いてある、ザックの中身をごそごそあさり、


「ふっ。恨うらまないでよ。リナ。これも依い頼らいなんだから」


　わけのわからんことを言いつつ、取り出したのはあの宝珠オーブ！


　ちうことは、ナーガにそれを依頼したのは……ルーシーとエイシス！


「それじゃあリナ、そういうことで、悪く思わないでね。


　ほーっほっほっほ！」


　思うわぁぁぁぁっ！　おにょれあんたら！　おぼえてなさいっ！


　部屋を出て去りゆくナーガの高笑いを聞きながら、あたしは一人、ベッドの上で、しかえしをかたく心に誓ちかったのだった。







（宝珠を我が手に：つづく）
























　次回予告





　ナーガを抱だき込んだルーシーとエイシスに、あっさり宝珠オーブを奪うばわれたリナ！


　はたして宝珠オーブの奪だつ回かいなるか!?


　はじまったリナの報ほう復ふくが、大地を血の色に染そめる！（染めん、染めん）


　次回、「宝珠を我わが手に」後編


　宝珠オーブのゆくえは誰だれの手に!?









宝珠を我わが手に［後編］
















　あらすじ





　ある日ある時ある場ば所しよで、リナとナーガの二人にインネンをつけてきたのは、ルーシーとエイシス、双ふた子ごの冒ぼう険けん者しや。


　二人は遺い跡せきのおたから先取り勝しよう負ぶでリナたちに挑いどむが──


　あっさり惨ざん敗ぱい。おたからの宝珠オーブはかくてリナの手に。


　すべてが終おわったかに見えた、その時。


　しかし、二人に抱だき込まれ、裏うら切ぎるナーガの手によって、宝珠オーブは奪うばわれてしまう！　宝珠オーブをこの手に取り戻もどすため、逆さからう相あい手てをどつくため、リナの追つい撃げきが、今、始はじまる！















　雲くもが流れる。


　陽ひが陰かげる。


　森の中をつっ切り走る、さびれた街かい道どう──


　伸のびた雑ざつ草そうと、道の左右にせり出した木々の枝えだ葉はのせいで、すこし陽が曇くもっただけで、やたら薄うす暗ぐらい印いん象しようを受ける。


　ほかにひとけもないその道を、足早に進む影かげ三つ。


「ふっ。けどこうもうまくいくとはね……」


　歩あゆみゆく影のうちひとつ──傭よう兵へい姿すがたのルーシーは、口もとに小さな笑えみを浮うかべて言った。


「これもまあ、あんたが味み方かたについてくれたおかげだぜ」


　やはりこれまた傭兵姿のエイシスのおだてに、ナーガは大きく胸むねを張はり、


「ほーっほっほっほ！　この白蛇サーペントのナ……」





　づごどぅおぉん！





　みなまで言い終えるより早く。


　放はなたれた攻こう撃げき呪じゆ文もんの一いち撃げきが、まともにナーガを吹ふっ飛とばす！


　ひるひるぽてり、と地に落ちて、ぴくぴくしているナーガを前に、一体何が起こったのか理わ解からずに、呆ぼう然ぜんと立ちつくすルーシーとエイシス。











[image: ]








「──と、ゆーことで、とりあえず一発ぶっ飛ばしてみたんだけど……」


　後ろからかかった聞きおぼえのある声に、はじかれたようにふり向いて──


「な……なにいっ!?」


「どうしてあんたがここにっ!?」


　二人は驚きよう愕がくの声を上げた。


　そこにしずかに佇たたずむあたし──リナ＝インバースの姿を目にして。


「決まってるでしょーが。あんたたちにかっぱらわれた宝珠オーブを、ちょっと取り返そうと思って、ね」


「け……けどなんで、おれたちの居い場ば所しよが……？」


「ふ。簡かん単たんなことよ」


　問うエイシスに、あたしは、さし出した右手の指を一本ずつ立てながら、


「まずひとつ。例の宝珠オーブは、あんたたちにとっては、ただの『高こう価かな魔法の道具マジツク・アイテム』でしかない。


　ふたつ。あんたたちは、あたしの追撃があることを、当然予よ想そうしているはず。


　みっつ。あんたたちの目的は、『高価なおたからを持つ』ことではなく、それをお金に替かえること。


　──さて、それを踏ふまえると、よ。


　向かう先は一つ。


　魔法の道具マジツク・アイテムを、なるべく早く、それなりの値ね段だんで売りさばける場所──魔ま道どう士し協きよう会かいや、魔法の道具の店マジツク・アイテム・シヨツプなどのある、いちばん近くにある大きな街まち、ってことになるわ。


　で、あたしの追撃をかわすため、そこに向かって、裏街道をまっしぐら──


　となれば、早い話がこのルート。


　ね。簡単なことでしょ。


　そうとわかれば、追撃をかけるテはいくらでもあるわ」


　などと、てきとーなことをえらそーに言ってみる。


「……くっ……！」


「……なるほど……言われてみればたしかに、簡単な推すい理りね……」


　動どう揺ようの色を浮うかべるエイシスとは対たい照しよう的てきに、はや冷れい静せいさを取り戻もどしたルーシーは、ずいっ、と一歩前に出て、


「けど、わたしたちの居場所を推理したからといって、それはただそれだけのこと！


　わたしたちが負けたわけじゃあないわ！」


「……へ……そうだったよな……」


　ルーシーのことばに気を取り直したか、エイシスは、ずらりっ、と剣けんを引ひき抜ぬき、構かまえて、


「そうとも！　おれはまだ負けちゃあいない！


　言っとくがな……前のおれと同じだとは思うなよ……


　てめーにやられたあの日から、素す振ぶり一日一千回……！」


「爆裂陣メガ・ブランド」





　どぉぉぉぉん！





　ごたくの終わらぬそのうちに、あたしの呪じゆ文もん一発で、吹ふっ飛び倒たおれるエイシス。


　エイシスは、ぴくぴくしながら顔を上げ、


「……う……ち……ちくしょう……なんで……？　これだけ努ど力りよくしたのに……」


　なんでもくそも……素振りの練れん習しゆうで呪文攻こう撃げきをどーしろと……？


　うーむ。『ムダな努力』とゆー言葉の似に合あう奴やつ……


「だから言ったじゃない！　反はん復ぷく横よこ跳とびの練習の方がいいって！」


　そのエイシスに、よくわからんアドバイスを飛ばすルーシー。


「……ま……、反復横跳びだろーがダッシュ百本だろーが、自由にしてもらっていーけど……とりあえず今は──」


　ずいっ、とあたしは前に出て、右手を前にさし出して、


「──返してもらいましょうか。宝珠オーブを」


　しかしそんなあたしの態たい度どにも、ルーシーは、落ち着いたものごしで胸を張り、


「ともかく──


　ここはひとつ、話し合いで極きよく力りよく平へい和わ的てきに解かい決けつ……」


「できるかぁぁぁぁぁっ！　爆裂陣メガ・ブランドっ！」





　ずごもぁぁぁぁん！





　これまたみごとに吹っ飛ぶルーシー。


　話し合い提てい案あんするなら、最初っからケンカふっかけてくるんじゃないっ！


　ともあれこれで、いちおーみんな吹っ飛ばした。あとは連中の持ち物探さぐって、宝珠オーブを奪だつ還かんするだけ──


　と、いきたいところではあるのだが……


「氷フリーズの・矢アロー！」


　横手から上がった声と同時に、あたしは前にダッシュをかける！


　たった今まであたしのいたあたりの地じ面めんに、無む数すうの冷れい気きの矢やがつき刺ささる！


　声のした方をふり向けば──むろんそこには、言うまでもなく、あっさり復ふつ活かつしたナーガの姿！


「ふっ！　よくかわしたわねリナ！」


「ま、あんたの復活の早さは、あたしもじゅーぶん知ってるから、ね」


　言ってしばしにらみあい──


「炎の矢フレア・アロー！」


「氷フリーズの・矢アロー！」


　ぶじゅごぇおぁうっ！


　同時に放はなった二つの術じゆつが、二人の間でぶつかりあって四し散さんする！


　爆ばく炎えんと蒸じよう気きで互たがいの視し界かいが閉とざされた刹せつ那な、あたしは次の呪じゆ文もんを唱となえつつ、急いそいで場所を移い動どうする。


　視界が晴はれ、ナーガの姿を認みとめた瞬しゆん間かん！


「爆裂陣メガ・ブランド！」


　あたしは術を発はつ動どうした！


　大地の上を、らせんを描えがいて走る渦うずが、目もく標ひように接せつ触しよくしたその瞬間、爆ばく発はつ的てきにその地点の土ど砂しやをふき上げる！


　らせんの渦がナーガに迫せまり──


　しかし、彼女に届とどく前に。


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　ナーガが土人形作ゴーレム成の呪文を唱える！


　彼女に向かってのびゆくらせんの軌き道どうを塞ふさぎ、大地がもこりっ、と盛もり上がる。


　そこに──





　ごがぁっ！





　爆裂陣メガ・ブランドの描えがくらせんが接せつ触しよくし、盛り上がりかけた大地をふき上げる。


　これでゴーレムは、出しゆつ現げん前に破は壊かいした──とはいうものの、こちらの術も、ナーガにダメージは与あたえられない。


　相そう殺さいか──


　思った瞬間。


　あちこちの地面がうごめき、小さく盛り上がる！


　なにぃぃっ!?


　驚おどろくあたしの目の前で、大地は人の形を取ると、子こ供どもくらいの大きさの、十数体のゴーレムを出現させた！


　おにょれナーガ！　呪文にアレンジを加くわえて、大きいゴーレム一体ではなく、小さいゴーレム複ふく数すうをつくり出すとはっ！


　ナーガにしてはこしゃくな真ま似ねをっ！
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　ナーガは、あたしをびしぃっ！　と指さし、ゴーレムたちに命めい令れいを下す！


「ふっ！　ゆくのよゴーレム！」


　応こたえて歩あゆみをはじめるゴーレム。


　対たいしてあたしは、次の呪文を唱えつつ、逆に、迫せまり来るゴーレムたちに向かって突つっ込んでゆく！


　そこに響ひびくナーガの高笑い！


「ほーっほっほっほ！　どうやらあなたもヤキが回ったようね、リナ！


　なりは小さくてもゴーレムはゴーレム！


　接せつ近きん戦せんでどうにかできると思って……って、あれ……？」


　みなまで言い終おえるより早く。


　ナーガの目が点になった。


　歩み来る十数体のゴーレムの間をあっさりあたしが走り抜ぬけたのだ。


　ゴーレムたちは、あたしの方には目もくれず、ただ黙もく々もくと歩み行くのみ。


「ちょっと!?　どーいうことよっ！」


　どーもこーも、あんた。


　ナーガがめちゃめちゃアバウトな命令をするのが何よりも悪い。


　なにしろ相あい手ては、応おう用よう力りよくなどカケラも持ち合わせていないゴーレムのこと。ある一方を指さして、『行け』と命令されたなら、途と中ちゆうに妨ぼう害がいが入ろうが、あたしが横をすり抜けようがおかまいなし。最さい優ゆう先せんで指し示じされた方に『行く』だけである。


「ち……ちょっとストップ！　ゴーレム！


　リナを……って言ってもわからないわね……そこの女を──」


　みなまで言い終わるより早く、あたしの呪じゆ文もんが完成する！


　一いつ旦たんはすれ違ちがったゴーレムたちに向かってくるりとふり向き──


「火炎球フアイアー・ボール！」





　づごぅんっ！





　あたしの放った一いち撃げきは、ゴーレムたちのどまんなかに着ちやく弾だんし、爆ばく圧あつで、ちびゴーレムたちを一いつ掃そうする！


　続いてあたしは間まを置かず、次の呪文を唱えはじめる。


　しかし、あたしの呪文が完成するより早く、ナーガが術を解とき放つ！


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　またまたゴーレムの術かっ！


　一方、あたしが唱えているのは氷結弾フリーズ・ブリツド。


　いくら復ふつ活かつ速そく度どの速はやいナーガとて、これで氷こおりづけにされては、さすがにしばらくは身動きも取れまい。


　そうやって、ナーガの動きを封ふうじておいてから、ゴーレムの方を片づければ、あとはじっくり宝珠オーブを探さがすだけ！


　まわりの地面がもこもこ動くのを無む視しして、あたしは呪文を唱えつづけ──


「氷結フリーズ……！」


　完成した呪文を解き放つより早く。


　ざわりっ……


　あたしのまわりに出現したのは、むこうずねほどの背の高さの、置おき物ものみたいなゴーレムたち！


　踏ふんだらあっさり壊こわれそーなほどの小ささだが──


　問題はその数。ざっと百はいるのではないだろうか。


「………………!?」


　あまりといえばあまりの光こう景けいに、呪文を放つことさえ忘れ、あたしが硬こう直ちよくした一瞬。


「ゴーレムたちっ！　その女のまわりを走り回るのよっ！」


　なにぃぃぃぃっ！


　その命令に即そく座ざに応こたえ、あたしのまわりをわらわら走りまわりはじめるゴーレムたち！


　うひぃぃぃぃぃぃっ！　け、けっこー気持ち悪いぞっ！　こりはっ！


　むろんこの小ささなら、さしたるパワーもないはず。今唱えていた氷結弾フリーズ・ブリツドあたりをぶちかませば、ミニゴーレムたちの動きも止められようが、それをやると、自分の足まで氷づけになる。


　無視して歩けば足を取られるし……


　……えーと……えーと……そーすると……


　パニクりそうになる頭あたまを、なんとかれーせーに回転させて──


　あたしの考えがまとまるより早く。


「どう？　これでろくに動けないでしょ？」


　言ってナーガは呪じゆ文もんを唱えはじめる。


　ま、まずいっ！　今攻こう撃げきされたら……！


「逃にげるわよっ！」


　横手から声が上がったのは、ナーガの呪文が完成する前だった。


　見ればルーシーとエイシスの二人が、なんとかダメージから復活して、よたよたがさがさ、森の中へと入ってゆく。


「へ？


　ち……ちょっと……！」


　二人を追うか。あたしを倒たおすか。


　ナーガはあちらとこちらを交こう互ごに眺ながめ──


「待ちなさいってば！」


　やがて、二人のあとを追い、森の中へと入ってゆく。


　くくぅっ！　森の中ヘ逃げられたら、もはや追うのは無理に近いか！


　視界は悪わるいし薄うす暗ぐらい。空から捜さがそうにも、しげった木の葉が──


　……って……空から……？


　ちびゴーレムの群むれからは、飛とんで逃げればすむことに、あたしがようやく思い当たったのは、この時になってからのことだった。





　開いた扉とびらのその奥おくは、アルコールと、料りよう理りのにおいで満みちていた。


　──昼ちゆう食しよく時どきのメシ屋やの中は、幾いく多たの客きやくでごった返がえしている。


　そして、その店の奥──とある一つのテーブルに、あたしは彼らの姿を見つけ出したのだった。


「──見つけたわよ！」


　……しぃぃぃぃぃん……


　あたしの上げたひとことに、一いつ瞬しゆん、店の中が静しずまり返る。


　客たちの視し線せんがこちらに集中し──


「──て……てめえっ!?」


　声を上げ、がたんっ！　と席を立ったのは、あたしの捜していた三人のうち一人──エイシスだった。


「ふっ！　よく見つけたわね！　リナ！」


「簡かん単たんなことよ」


　きのうのエイシスと変わらぬセリフを吐はくナーガに、あたしもまた、きのうと変わらぬ答えを返した。


「一いつ旦たんあたしに見つかった以上、あんたたちは道を変えるはず──


　あたしがそう読むことを見み越こして、あんたたちはそのウラをかき、今まで通りの道をゆく──


　ンなかけひきの初しよ歩ほ、見み破やぶれないわけないでしょ？」


「へ……なるほど……


　裏うらの裏をかいた、ってわけかよ……


　やるじゃねーか……」


　あたしの口から出まかせ、噓うそ八はつ百ぴやくに、プレッシャーを感じて汗あせするエイシス。


　……ほんとーのところを白はく状じようすると、今回も、その前の時も、そこいらへんの人たちに、ナーガの特とく徴ちよう言って聞き込みやっただけなのだが……


　ナーガの変へんなコスチュームが、どれだけ他た人にんの印いん象しように残のこるのか、考えたらわかるだろーが……あんたらは……


　教おしえてやったら、ちょっぴりユカイなリアクションが見られるかもしれないが、ま、万が一今回も逃にげられた時のことを考えて、そのあたりのことは言わないでおく。


「ふ……どうやらこれは、本気で一度、戦たたかってあげる必ひつ要ようがありそうね……」


　言ってルーシーも、剣けんに手をかけ、立ち上がる。


　おー。そー言えば、こいつが本気で戦ったところって見たことなかったなー。


「……ちょ……ちょっとお客さんたち！


　店の中でのごたごたは……！」


　気き弱よわな抗こう議ぎの声を上げる店のおっちゃんに、あたしはこくんっ、とうなずいて、


「わかってるわ。


　──表おもてに出ましょ」


「望のぞむところよっ！」


　あたしのことばに息いきまくルーシー。


　ふたたび小さくうなずくと、あたしはくるりときびすを返し、扉とびらをくぐり、店を出た。





「早く早く！　いそいで！」


「しーっ！　騒さわぐんじゃないわよエイシス！」


　近づいてくる声とともに、ばたんっ！　と扉が大きく開き──


「や」


　どがしゃぁっ！


　そこで気き軽がるに片かた手てを上げて、あいさつなどするあたしの姿に、ルーシーとエイシス、二人はその場ですっ転ころぶ。


「な！　な！　な！　なんであなたがここにいるのよっ!?」


　自分の行動をタナに上げ、抗議の声を上げるルーシー。


『表に出ろ』『望むところ』と言いながら、今、あたしたち一同がいるのは、店の裏うら手ての勝かつ手て口ぐち。表通りから一本はずれた裏路ろ地じだったりする。


「なんで……って……


　あんたの性せい格かくからしたら、たぶんこー来るだろーな、って思って。


　表に出てから、ダッシュでこっちに回ったのよ」


「だましたのねっ！」


「……そっちもでしょーが……」


「こっちは未み遂すいだから罪つみも軽いのよっ！」


　などと、わけのわからんことをほざいたりする。


「とにかくこうなれば……


　実力であなたを排はい除じよするのみっ！


　さあ行って！　ナーガさん！


　…………って、あれ……？」


　あたしを指さし、ふりむいて、ルーシーはそのまま動きを止める。


　ふり向いた視線のその先には、ナーガの姿などはなかった。


「ナーガは来てないわよ。


　ばか正しよう直じきに表に行ったか……そーでなきゃ、まだテーブルで食事してるか、ね」


「く……くぅっ……！」


　ルーシーは、呻うめいて、剣けんを引き抜ぬくと、


「……こうなったら、わたしたち二人でやるしかないようねっ！


　いくわよっ！　エイシスっ！」


「おうっ！」


　応こたえて剣を引き抜くエイシス。


　二人は横一列に並んであたしと対たい峙じする。


「……あなた……知ってるかしら？　『双ふた子ごの同調性シンパシイ』ってことば……」


　剣を構かまえたそのままで、やにわにンなこと言い出すルーシー。


「わたしとエイシスは、その双子の同調性シンパシイを利用して、完かん璧ぺき無む比ひな同時攻こう撃げきが行おこなえるのよっ！」
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　どー見ても二に卵らん性せい双そう生せい児じの二人に、ンなシンパシィなどがあるのかどうかは疑ぎ問もんだが、当人たちが、あると信じて力りき説せつしているのだから、それをムキになって否ひ定ていするというのも大人おとなげない。


　とりあえず、ここは黙だまって聞いておく。


「今それを見せてあげるわっ！


　行くわよっ！」


　ことばと同時に──


　ルーシーとエイシス、二人が同時に剣をふりかぶる！


　全まつたく同時に踏ふみ込んで、全く同時に、同じ動きで、あたしに向かって次々と剣をくり出してくる！


　その動きは、ルーシーの言ったその通り、寸すん分ぶんの狂くるいもなくまったく同じ！


　──同じだが──


『同調性シンパシイ』とか『寸分の乱れもない』とか言えば、えらく聞こえはいいのだが……いかんせん、世せ間けんさま一いつ般ぱんでは、これを『単たん調ちような攻撃』と呼んでいたりする。


　実じつ際さいあたしはさっきから、二人のくり出す攻撃を、あっさりひょいひょいかわしまくっていたりする。


「えいっ！　えいっ！」


「とうっ！　とうっ！」


　焦あせりの表情浮うかべつつ、同じタイミングで声かけて、えんえんと二人は攻撃をしかけ続ける。


　……ま……こっちとしては、もーちょっと遊んでもいーんだけど……唱えてた呪じゆ文もん完成したし……


「爆裂陣メガ・ブランド」





　どぉんっ。





　こちらの呪文一発に、みごとに同時に、同じポーズで吹ふっ飛ぶ二人。


「うーん。なるほど。これが双ふた子ごの同調性シンパシイって奴やつね」


　などとイヤミを飛ばしてから、あたしは二人に歩み寄り──


「ほーっほっほっほ！」


　横手から、耳になじんだ笑いがあたりに響ひびいたのはその時だった。





「ふっ……！　わたしが残りものを食べてる間に二人を倒たおしたみたいだけど……


　その程てい度どで勝ったとは思わないことねっ！


　リナ＝インバースっ！」


　勝手口のところで大きく胸を張り、見み下くだすような視線で堂どう々どうとそう言ったのは、言うまでもない、白蛇サーペントのナーガ。


「……どーでもいーけどナーガ、口の端はしっこ、ソースついてるわよ」


「あら、そう？」


　ナーガはどこからともなく取り出した、まっ白いナプキンで、口をこしこしこすってから、ふたたび大きく胸そらし、


「これでよし……と。


　ええっと……そうそう。


　二人を倒していい気にならないで、ってところまでだったわね……


　とにかくっ！


　この白蛇サーペントのナーガがいるかぎり、宝珠オーブはあなたには渡わたさないわよっ！」


　やかましい。


「眠りスリーピング」


　ぱたっ。くー。くー。


　ごたくを並ならべてる間に、唱えておいた呪文一発で、ナーガはその場に眠ねむりこけた。


　このナーガ、ダメージからの回かい復ふくはやたらと早いが、眠りスリーピングとか、そーいったものからの復活速度はおそらく普ふ通つう。


　特とくに今なんぞ、おなかがいっぱいになってることとあいまって、気持ちよさそーに熟じゆく睡すいしまくっていたりする。


　何はともあれ、いまのうちに──


「そいじゃあ宝珠オーブは返してもらうわよ」


　言ってあたしは、まだ目を回まわして倒れてるルーシーのそばにかがみこむ。


　宝珠オーブを持っているとすれば、たぶんこいつじゃあないか、と思うのだが……


　おしっ！　大当たり！


　探さぐったザックの中から現あらわれたのは、かすかに光を放つ宝珠オーブがひとつ。


　価か値ちのわからん人にとっては、ただの光ったクリスタル球きゆう。使つかうとすれば、せいせい夜よ道みちのランプの代かわり、といったところだが、欲ほしいひとにはまさにおたから。


　儀ぎ式しき魔ま法ほうなどによく使う、呪法球ルーンオーブというやつである。


　ま、むろん、大がかりな儀式魔法など使わないあたしにとっては、せいぜい売って金にする、というところだが、その金きん額がくはなかなかのもの。


「……ま……侍て……泥どろ棒ぼうっ……」


「あんたが言うなっ！」


　ふみっ！


　倒たおれてぴくぴくしながらも、自分のことを棚たなに上げまくった文もん句くをたれるエイシスの、頭を踏ふんで黙だまらせて、あたしはその場を立ち去さったのだった。


　──しかし──である。


　ルーシーとエイシス、二人のあのしつこさから考えると、この手に宝珠オーブがあるかぎり、またまた追ってくるのは間ま違ちがいない。


　いや、たとえ宝珠オーブを売っぱらったとしても、『金よこせ』とか、わけのわからんことを言ってくることは目に見えている。


「……となれば、どうするか、ね……」


　道をゆき、手のひらの上で宝珠オーブをもてあそびつつ、あたしはひとり、つぶやいたのだった。





「ほーっほっほっほ！　ようやく追いついたわよ！　リナ＝インバース！」


　あたりの鳥を飛び立たせ、ナーガのバカ笑いが森にこだましたのは、それから二日ほどの後。


　森の中ゆく街かい道どうを、あたしが一人、てくてく歩いていた時のことである。


「……来るとは思ってたけど……やっぱし来たわね」


　あわてず騒さわがず、声のした方をふり向けば、そこには佇たたずむ三人の姿。


「追うのはけっこうラクだったわよ。あんた、手がかりいろいろ残してたからね」


　ルーシーのことばにも、あたしは小さく肩かたをすくめただけ。


　その態たい度どが気にでも障さわったか、ルーシーは眉まゆをつり上げて、


「ずいぶん余よ裕ゆうねっ！


　けどそれもここまでよっ！


　わたしたちから奪うばった宝珠オーブ、返してもらうわよっ！」


「そういうこった。


　ま、おとなしく宝珠オーブさし出すなら、痛いたい目め見ずにすませてやるぜ」


　創そう意いも工く夫ふうもなんにもない脅おどし文句はひとまず無視し、あたしはナーガに向かって、


「そー言えばナーガ、今までごたごたやってたんで聞かなかったけど……


　あんた、なんだって急に、この連中に味み方かたする気になったわけ？」


「ふっ！　理由は単たん純じゆん！


　二人に依い頼らいされたからよ！　あなたから宝珠オーブを奪うように、ってね！


　成せい功こうすれば、報ほう酬しゆうは、宝珠オーブの売り上げの二割わりがもらえる、ということよっ！　わかったかしらっ!?　ほーっほっほっほ！」


　……をいこら……


　バカ笑いを上げるナーガに、あたしは小さなため息をひとつ、ついてから、


「……あのね……ナーガ……」


「ふっ！　言っておくけど、舌した先さき三さん寸ずんで丸まるめ込もう、ったって無む駄だよっ！」


「……あたしと山わけしてたら五割なんだけど……」


　────


　時が止まった。


　胸を張り、いばったポーズのそのままで、完全に硬こう直ちよくするナーガ。


　その後ろでルーシーとエイシスが、『ちちいっ！　気づかれたかっ！』と言わんばかりの表ひよう情じようを浮うかべていたりする。


「……え……と……」


　しばらく硬直した後に、ナーガは小さくつぶやいて──


　やおらくるりっ、とまわれ右！　ルーシーとエイシスの方を、びしぃっ！　と指さし、


「言っとくけと、今さらこっちに寝ね返がえったって、わけまえはあげないわよ」
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　あたしのクギさしに、小さく呻うめいてふたたび硬直。


　やっぱしまた寝返るつもりだったか……こいつ……


　ナーガはまたまたこちらをふり向き、ロコツに動どう揺ようの色を浮かべつつ、


「ふっ！　そん……そんなこと今さらするわけないじゃないっ！


　や……やっぱり一度依頼を受けた以上、裏切る、なんてことできるわけないじゃない！　ほほほほほほ！」


　……って……高笑い裏うら返がえってるし……こいつ……


「と……ともかくっ！」


　頰ほほに汗あせなど流しつつ、それでもなんとか我われに返ったか、ナーガはあたしを指さして、


「そういうことで、宝珠オーブは渡わたしてもらうわよっ！」


「そうはいかないわよっ！」


　言ってダッシュで横に走りつつ、呪じゆ文もんを唱えはじめるあたし。


「炎の矢フレア・アロー！」


　ナーガはこちらに向かって突つっ込みながら、身を低くしてあたしの炎ほのおの矢やをかわし、大地に手をつき、呪文を発動！


「四霊交混地水覆ボガーデイク・エルム！」


　あたしの知らない呪文だが、一体……？


　思った刹せつ那な。


　足の下に違い和わ感かんが生まれた。


　同時にぬるりっ、と足もとが滑すべる。


「!?」


　あわてて下に目をやれば、それまでかわいた地面だったものが、浅い泥どろだまりと化している。


　なるほど！　地精ベフイモスと水の精ウインデイーネに干かん渉しようし、あたりを浅い泥と化したかっ！


　たしかにこれで、あたしのまわりの足場は悪くなったが──この状じよう況きようは、こっちにとっても利用できるっ！


「おりゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　そこに、横手から、裂れつ帛ぱくの気合いとともに斬きりつけるエイシス！


「甘あまいっ！」


　言いながらあたしは、腰こしのショート・ソードを引き抜ぬいて──


　きんっ！


　エイシスの一いち撃げきをあっさり受ける。


　あっさり受けるが──


「──なっ!?」


　そのいきおいに圧おされる形で、ずるりっ、と足をすべらして、数歩たたらを踏ふんでから、足を取られてそのまま転てん倒とう！


　ずべしゃぁっ！


　盛せい大だいに上がる泥しぶき！


　ぬああああっ！　服が汚よごれるっ！


　そして、倒たおれたその拍ひよう子しに──


　あたしのザックから、ころころと転がり出たのは、光を放つクリスタル球。


「しまった！」


「しめたっ！」


　あたしとルーシー、二人は同時に、正反対の声を上げた。


　それはちょうど、ナーガが呪文で泥にしたあたりの地面をはずれ、かわいた土の上へと転がり、止まる。


「エイシス、宝珠オーブを！」


「おうっ！」


　ルーシーの声に応こたえて、そちらに向かってダッシュするエイシス。


「くっ！」


　あたしはあわてて身を起こそうとして──


「んぎゅわっ！」


　ふたたび泥に足を取られて、べてっ！　とまたまた地面に突つっ伏ぷす。


　ぬああっ！　泥がしみ込んできたっ！　気持ちが悪いっ！


　などと思いつつ、なんとか身を起こし、手を伸のばすが──


「遅おそいっ！」


　その寸すん前ぜん。


　駆かけ来たエイシスの手が、クリスタル球を取り上げる！


　そのままダッシュで走り去ろうとして──


　瞬しゆん間かん。


　するりっ、と。


　エイシスの手からクリスタル球がこぼれ落ちた。


　落ちゆく下は──泥ではない。硬かたくかわいた地面である。


『あ!?』


　全員の口から同時に声が漏もれ──
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　──ぱぎ。


　重たく硬い音を立て、それは大地に落ちて砕くだけ散る！


　……しぃぃぃぃぃぃぃん……


　一瞬の、限りない静せい寂じやくの落ちた後──


「んああああああああああっ!?」


　大声を上げてあたしは立ち上がり、びしいっ！　とエイシスを指さして、


「落とすかぁぁぁぁっ！　ふつーっ！


　どーすんのよっ！　せっかくのおたからへち割わっちゃって！


　これじゃあ、おたからどころか、二に束そく三さん文もんにもならない単なるゴミじゃないっ！」


「……え……でも……いやなんか……」


　気の弱い口く調ちようでもごもご言いながら、あたりをおろおろ見回すエイシス。


「……エイシス……」


　びくぅっ！　と体をふるわせて、エイシスは、おそるおそる、声のほう──怒いかりの形ぎよう相そうで立ちつくすルーシーのほうへ目をやって、言いい訳わけがましく、


「……いや……その……なんだか妙みように手がすべって……」


「……ほっほっほっほっ……」


　彼はまたまた、ぎぎくぅっ！　と身をこわばらせると、低い笑い声を上げるナーガをふり向いて、


「ほ……！　本当だって！


　なんか、するっ、と……」


「手がすべったかどうか、なんてことはどうでもいいのよ。


　聞きたいのは……


　この場合、このわたし、白蛇サーぺントのナーガへの依い頼らい料りようはどうなるのかしら？　ということなのよ」


「……うっ……！」


　エイシスは一瞬ひるんで、きょときょとあたりを見回すと──


　砕けて大地に落ちたまま、まだわずかな輝かがやきを放っている破は片へんに目をやり、二片かけ、三片かけ手に取って、


「……二割……かな……？」


「破弾撃ボム・スプリツドっ！」





　ばごわぁぁぁぁん！





「のぶぅぅぅぅぅぅっ!?」


　ナーガの怒いかりの一いち撃げきに、ひとたまりもなく吹ふっ飛ぶエイシス。


　ふっ。愚おろかな。


　世の中には、そのタイミングで飛ばしてはいけない冗じよう談だん、とゆーものがあるのだ。


　それをわきまえていないと、時には我わが身を滅ほろぼすことさえあるというのに──


　などと心の中で思いつつ。


　吹っ飛ばされて倒たおれたあと、なおもルーシーにげしげしに踏ふみつけられているエイシスの姿を、あたしはただ、黙だまって眺ながめていたのだった──





　かくて、ようやくほんとうに──


　ひとつの出来事は終わりをつげた。


　宝珠オーブがなくなってはしかたがない、と、ルーシーとエイシスの二人はとぼとぼ去さってゆき、ナーガはメシ屋でヤケ酒あおる。


　そしてあたしは、夜の宿、自じ室しつに帰ったそのあとで、ただひとり、宝珠オーブを手にして笑えみを浮うかべる。


　淡あわく輝かがやく呪法球ルーンオーブを。


　──そう。


　昼間、エイシスが落としてかち割ったのは、あたしの用意した偽物ダミー。


　そこいらの店で手に入れた、宝珠オーブと同じ大きさの、安もののガラス球に、持じ続ぞく時じ間かんを長くして、光こう量りようをおさえた明かりライテイングをかけて、これでダミーのできあがり。


　表面に、よくすべるように油あぶらを塗ぬって、ザックから転がり出やすいところに入れて、三人が出現するのを待ち──


　あとは、昼間にやった通りでオッケー、というわけである。


　ルーシーたちは知らなかったようだが、そもそもこの呪法球ルーンオーブという奴やつ、落とした程てい度どであっさり割れるよーなヤワなシロモノではないのだ。


　でなければあたしも、宝珠オーブを三人から取り返す時に、攻こう撃げき呪じゆ文もんで相手を吹っ飛ばしたりするわけがない。


　何はともあれそーいうことで。


　無ぶ事じに宝珠オーブはあたしの手に。


　ま、こっそりこいつ売うっ払ぱらったあとで、ナーガに酒でもおごりましょーか。


　何はともあれ。ひとまずめでたし。







（宝珠を我が手に：おわり）












スレイヤーズすぺりおぉる



　自由をその手に














『……くくくくくくくく……』


　──低い笑い声があたりに響ひびく。


　あたしは思わず眉まゆをひそめ──


　がたんっ！


「こ……この声は!?」


　動どう揺ようの色をまともに浮うかべ、いすを蹴け倒たおし、立ち上がったのはほかでもない、テーブルの向かいでサラダをつっついていたディラックさんだった。


「お師し匠しよう様？」


　ただならぬその様よう子すに、彼の弟で子し──ファミールも、ナイフとフォークを持つ手を止めて、彼の方へと目を向ける。


　──あたしがこの二人と出会ったのは、きのうの夜のことだった。


　なんのかんのあって、ちょっとした事件をかたづけたのだが、結局その件けんであたしはぜんぜん収入はなし。


　ふてくされていたところ、今日の夕方、道でばったり二人と出会い、きのうのお礼、ということで、夕食をごちそうしてもらっていたのだ。


　……ちなみに、事件の決着に手を貸したのは、もう一人いたのだが、そちらは今は行方ゆくえ知れず、である。


　ともあれならば、今は食べなきゃソンをする、と、ひたすらかぱかぱごはん食べてたその時に、その笑い声は聞こえたのだった。


『……とうとう見つけたわよ。ディラック＝バルザート！』


　ざあっ！


　声と同時に、天てん井じようから、無数の黒い触しよく手しゆがなだれ落ち、となりのテーブルの上にわだかまる！


　テーブルの客たちがあわてて逃にげたそのあとには、テーブルに山盛りのっかった黒い触手。


「──貴様は──！」


　がたりっ！　と、イスを蹴けって立ち上がるディラックさん。


　ファミールも顔色を変えて半ば腰こしを浮うかしている。


　二人の視線が集まる前で、触手の群むれが、ざわり、と揺ゆれて──


　刹せつ那な。


　ひゅるるるぃっ！


　風を切り、はじけるように触手が散って、中から姿を現す人ひと影かげひとつ！


　それは、としの頃ころなら二は十た歳ち過ぎの、長身の女だった。


　陽に焼けた浅黒い肌はだと、かがやくような金色の髪かみ。切れ長のブルーの瞳ひとみ……は、いいのだが……


　鋲打ちリベツトボンテージ・ファッションはやめろ。お前は。


　ひょっとしたら当人は、『悪の女幹かん部ぶ』とかゆーのをイメージしているつもりなのかもしれないが、これはどっちかっつーと、『時間と場所間ま違ちがえて出勤してきたフーゾクのおねーさん』とゆー感じである。


　手に革かわムチまで持ってるし。


「ほほほほほ！　どうやらまだ、このメルディナーサのことは憶おぼえていたようね！」


「……お師匠様！　これは一体!?」


「…………ファミール、お前はさがっておれ！」


「………………へぇぇぇ。それがあなたのいまの弟子、ね。


　けど、その子は知っているの？


　あなたのことを。組そ織しきのことを！」


「………………」


「………………」


「………………」


　三人は、しばし無言でにらみあい──


「──って、あんたもちっとは何かリアクションしなさいよっ！」


「んあ？」


　メルなんとかにそう言われ、はじめてあたしは食事の手を止め、顔を上げた。


「ひとがせっかく派手な演出で出現したりっ！　ディラックの過去におわせたり、『組織』なんて思わせぶりな単語ちらつかせたりしてるのにっ！


　なぁぁぁんでそこで無視してひたすらスパゲッティ食べてるかなっ!?」


「なむで……って言わえても……」


　口の端からぶら下がったスパゲッティを、ちゅるちゅるこくんっ、と呑のみくだし、


「おごりだし、このスパゲッティおいしいし……」


「違うわぁぁぁぁっ！　『なんで』『スパゲッティ食べてるか』じゃなくって、『なんで』『無視するか』って聞いているのよっ！　こっちはっ！」


「いや……その……言いにくいんだけど……」


「いいから言ってみなさいよっ！」


「あんたみたいなのに関かかわり合いになるくらいなら、スパゲッティでも食べてた方が七百五十万倍くらいマシだ、って思ったんで……」


「なにぃぃぃぃっ！」


　言われるままに正しよう直じきに言ったあたしのそのことばに、なぜか激げき怒どする彼女。なかなか気の短い奴やつである。


「そこまで言うかっ！


　ディラックとなんの関係があるかは知らないけど、今のは聞き捨てならないね！


　痛い目見せてやるから覚かく悟ごおしっ！」


　がたんっ。


　あたしはイスから腰こしを浮うかすと、彼女をまっ向からにらみ返し、


「へぇぇぇぇ。痛い目、ね。


　面おも白しろいわね。


　やれるもんならやってもらおーじゃないの。


　表に出てもらいましょーか」


「望むところだっ！」


　言ってくるりと背をむけて、ずかずか歩む彼女の姿が、店の外へと消えたあと、あたしはふたたびイスに腰かけ、スパゲッティをすすりはじめる。


「……あのー……」


「なに？」


　申し訳なさそーに問うディラックさんに、へーぜんと問い返すあたし。


　ディラックさんは、あたしの顔と、店の戸口とを交こう互ごに見つめつつ、


「……よいのか？　ほうっておいて？」


「あー。あんなの、ほうっときゃいーのよ」


　あっさりきっぱり言い捨てて、ふたたびスパゲッティに専念するあたし。


「……でも、なんなんですか？　今のひと……」


　あたしと違ちがって、あっさり無視するだけの精神力を持ち合わせていなかったらしく、ファミールは、ディラックさんにおずおずとそう問いかける。


「ひょっとしてまた……月げつ謝しやのことでもめてるお弟で子しさんとか……？」


「違う」


　彼女のことばに、きっぱり左右に首振ふるディラックさん。


　……どーでもいーけど……『また』っつーことは、しょっちゅー弟子と月謝のことでもめとんのかい、このじーさんは……？


　……ほう……


　ディラックさんは、重いため息ひとつつき、


「……たしかにこのことは、せめてファミールには、前もって話しておくべきじゃったかもしれんの……」


　言ってあたしに目をやって、


「よければ、あなたにも話を聞いていただきたいんじゃが……」


「よくないから聞かない」


「お願いじゃよぉぉぉぉ。寂さびしい年寄りの繰くり言ごとくらい、聞いてくれたってよいじゃろうがぁぁぁぁっ！」


　いともあっさり断るあたしに、だくだく涙を流しつつ、すり寄り頼たのむディラックさん。


「泣くなぁぁぁぁっ！　あたしはあーゆーテの相手には、あんましかかわりあいたくないのよっ！


　それにっ！　うやむやのうちに事件に巻き込まれて、タダ働きするのはもうヤなのっ！」


「……む……むぅっ……


　ならば、もし手を貸していただけるのなら、それなりの依い頼らい料りようをお払はらいする、ということで……


　まずは話だけでも聞いてくれぬかのぅ」


「……まあ……そーゆーことなら……」


　あたしの答えに、ディラックさんは、あらためて腰こしを落ち着けると、遠い目をして語りはじめた。


「……あれは……ファミールと出会う前のことになるんじゃがのぅ……


　わしは……とある組織に所属しておった。


　まだ若い頃から組織に入り、特とく殊しゆな訓練を受け続けた。


　血のにじむような毎日……決して表には出ない『仕事』をくり返し……いつしかわしは、組織の三大幹部の一人としての地位にまで昇のぼりつめておった。


　さきほどのメルディナーサも、その幹部の一人よ。


　……じゃが……


　決して表に出ることもかなわぬ、そんな暮くらしぶりに嫌いや気けがさしてのぅ……


　ある日、組織を抜ぬけて姿をくらましたのじゃ。


　わしは思った。


　これで、普ふ通つうの生活が手に入る、と。


　そこのファミールを弟子にとり、つつましやかな生活が送れる、とな。


　──しかし──


　やはり組織は、甘あまくなかったようじゃな。


　組織を抜けたわしに、見せしめに制せい裁さいをくわえるつもりか……それとも、わしがものにした、さまざまな研究の成果を奪うばい取るつもりか……


　どちらにせよ、もはやこうなった以上、ただではすむまい……」


「……そんな……！」


　ディラックさんの告白に、ファミールは、思わず小さく声を上げる。


　……うーむ……組織がらみ……か……


　ファミールは、不安げな表情でディラックを見つめて、


「けどお師匠様……その組織って一体……？」


「組織の名は……グラシード手芸同好会。


　現代ファッション業界を、裏で支配する巨きよ大だい組織じゃ」


　…………………………………………


「やー。やっぱしおいしいわねー。ここのスパゲッティ。


　パスタのゆで具合もさることながら、ソースに入ったベリモ・ジュースのかくし味が効きいてるわね」


「ほんと、おいしーですねー。あ、こっちのフライもいけますよ」


「……って、話を聞かなかったことにせんでくれっ！」


「いや、つい、心の底から、なんだかばかばかしくなって」


「……お師匠様には悪いですけど……このタイミングでそのギャグはちょっと……」


「ギャグなどではないわっ！


　言っておくがのっ！　各国王室・貴族ご用よう達たしのファッション・メーカーの八割以上が、裏で組織とつながって、業務提てい携けいを結んでおるんじゃぞっ！


　年間組織に流れる金は、金貨にして数千万とも数億とも言われておる！」


『数億!?』


　あまりと言えばあまりの金額に、あたしとファミール、二人が上げた声がハモる。


　もしもそれが本当ならば、たしかにスゴい金額ではあるが……


「わしらの組織は、さまざまな手法や加工技術、新しいデザインを研究・開発し、そのノウハウを裏で、有名ファッション・メーカーに売り渡わたすのを、主な活動にしておる。


　いかに老舗しにせの有名メーカーとて、そういつまでもいつまでも、よいものをえんえんと発表し続けられるわけでもない。


　ことにデザインなどとなると、どうしても、個人の才能や技量に頼たよる部分、というものが大きくなるからのぅ。


　そこでわしらとの技術提携、となるわけじゃ。


　むろん有名メーカーは、よそから技術を買った、などとは体てい裁さいが悪くて口にはできん。


　じゃから、技術取引のことはあくまで秘ひ密みつ裏りに行う。その口止め料をふくめて、法外な報ほう酬しゆうが動くのじゃ。


　むろん組織の存在は、表に出ん」


「……それじゃあ、お師匠様はそこで、リリアン編みの技法を？」


　ファミールの問いに、ディラックさんはうなずいて、


「うむ。さまざまな技術を研究・開発しておった。


　その生み出したノウハウの中には、危険すぎて、組織には渡さんかったものもある。


　ひょっとしたら組織は、わしの残したメモから、その技術の存在を知り、追っ手を放はなったのかもしれぬ……」


　……き……危険なリリアン編みの技法って一体……？


　思わずツッコミを入れたい場面ではあったが、聞いたところで絶対に理わ解からんよーな気がひしひしとするので、とりあえずここは聞き流す。


「さきほどのメルディナーサは、もっぱら革かわ細ざい工くを得意としておっての。やつの身につけていたものも、おそらく奴やつの手づくりじゃ。


　あやつと再び相あいまみえた時のために言っておこう。


　メルディナーサの秘密を──」


　言って、ディラックさんの語りはじめたことは、まさに驚きよう愕がくすべきことだった──





「……って、いーかげんにしろよお前はっ！」


　怒いかりの形ぎよう相そうで息切らせ、メルディナーサが、ふたたび店に現れたのは、ディラックさんの話がひと通り終わって、あらためて夕食の続きをとり、食後のお茶での一服も終わって、


彼女のことなんぞ、すっかり忘れ去った頃のことだった。


「ひとを……」


　だがしかし、メルディナーサがみなまで言い終わるより早く。


　どわはははははははははははっ！


　あたしとファミール、二人の上げた爆ばく笑しようが、彼女のことばをかき消した。


「……な……!?　何がおかしいっ!?」


「……っぷぷぅっ……聞いたわよっ……くくっ……ディラックさんからっ……


　あなたのっ……うぷぷっ……秘密をっ……」


　なぜ笑われたかわからずに、とまどうメルディナーサに、あたしは笑いをこらえつつ、


「……あんた……うぷぷっ……そのカッコで、実は主しゆ婦ふ……しかも子供も二人いるんですって？」


「ほ……ほっとけっ！」


　うろたえる彼女に、さらにファミールがことばを続ける。


「それに……うぷっ……旦那だんなさんからは『メルちゃん[image: ]』って呼ばれてるんですって？」


　耐たえきれず、メル以外の三人──いや、まわりにいた他の客まで大爆笑。


「わ……笑うなぁぁぁぁっ！　どーだっていいだろうっ！　ひとの家庭のことなんてっ！」


　怒りのためか単なる照れか、陽に焼けた顔をどす黒く染め、メルは大声をはり上げる。


「それよりっ！　一体どういう了りよう見けんだっ!?


　言われるままに外に出て、いつまで待ってても出てこないしっ！　一体いつまで待たせる気だっ!?」


「まあまあメルちゃん[image: ]そうカッカしないで」


「そうですよメルちゃん[image: ]こんなことで争っても、仕方ないじゃあないですか」


「わしとてメルちゃん[image: ]と争いたくはない。ここはひとつ、まずは話をせぬか？」


「三人そろってメルちゃんメルちゃん言うなぁぁぁぁっ！


　なだめたいのか挑ちよう発はつしたいのか、どっちだぁぁぁぁぁっ!?」


　……いや……すくなくともあたしは挑発のつもりだけど……











[image: ]








　しかしとりあえず、彼女の誤解だけは解いておかなくてはならないだろう。


　あたしは静かなまなざしを彼女に向けて、


「呼び方のことはさておいとくとして……あなた、ずいぶん誤解してるわ」


「誤解、だと？」


　眉まゆをひそめて問うメルに、あたしはひとつ、うなずいて、


「そう。


　あなたは今、『いつまで待たせるつもりだ』って言ったけど……


　待たせるも何も……


　たしかにあたしは『表に出ろ』とは言ったけど、『あとからあたしも行く』とは言ってないのよ」


「ふざけるなぁぁぁぁっ！」


　しれっ、と答えたあたしのことばに、彼女は怒いかりの声を上げる。


「もういいっ！　よーくわかったっ！


　ここまでコケにしてくれた以上、早い話が、おとなしく従うつもりはさらさらない、来るなら力づくで来い、ということだなっ！


　いいだろうっ！　やってやるよっ！」


　言うなり彼女は、手にしたムチを、あたしに向かってくり出した！


　──たかがムチの攻こう撃げき──


　思った刹那せつな。


　ぶびゅっ！


　はじけるような音とともに、ムチの先せん端たんが分ぶん裂れつし、無数の黒い触しよく手しゆとなって、なだれのようにおし寄せる！


　これはっ!?


　おそらくは、これこそが、彼女がテーブルの上に出現した時使ったものの正体──彼女の皮ひ革かく製品加工技術でつくりだしたものなのだろう。


　とっさに跳とんで身をかわすあたし。しかしムチの触手は、まるで意志あるもののように、あたしのあとをさらに追う。


　──ならばっ！


　あたしはとっさに、手近にあったイスのひとつをひっ摑つかみ、押おし寄せるそれに向かって投げ放つ！


　触手の群れは投げ放ったイスをからめ取り──


　そこで止まるか、と思ったが、止まったのはその一部のみ。触手の奔ほん流りゆうの半分以上はかまわずさらに押し寄せる！


　ふたたびあたしは横に跳び、とっさに、手近にあったファミールを、触手の方に向かってつき飛ばす！


　……って、あれ？


「んきゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　ファミールの上げた悲鳴とともに、彼女の全身をからめ取った触手の流れは、ようやくその動きを止めていた。


「ああっ！　ファミールっ！」


『ひとごとみたいに言うなぁぁぁぁぁっ！』


　あたしのことばに、同時にツッコむディラックさんとメル。


　あたしはぽりぽり、うしろあたまを搔かきながら、


「……いや……つい……手近にあったもんだから……」


「まあなんでもいい！　とにかく動くな！」


　宣言と同時に、メルは、手にしたムチに、ぎりっ、力を込める。


「あうっ」


　小さな呻うめきを上げたファミールの顔に苦痛の色が浮うかぶ。


「そういうことだ、ディラック！　弟で子しの命が惜おしいなら、おとなしく、私とともに、本部までいっしょに来てもらおうかっ！」


「くっ！　卑ひ怯きようなっ！」


『だからひとごとみたいに言うなぁぁぁぁぁっ！』


　あたしの漏もらしたつぶやきに、ディラックさんとメルに加えて、こんどはファミールまでもがいっしょに、声をそろえてツッコミを入れる。


　うーむ……攻こう撃げき呪じゆ文もんの一発で、メルを吹ふっ飛ばすことはたやすいが、どうやったところで、あたりにまきぞえが出るし……


「さあ、どうするのディラック？」


「ま……待て！　いきなりそう言われても……


　考える時間をくれ！　できれば二、三年」


「やれるかぁっ！　答えろ！　どうする！」


　彼はふたたび沈ちん黙もくし、


「……こうなっては仕方ない……」


　重いため息ひとつつき、ずいっ、と一歩前に出る。


「動くなと言っているだろう！」


「心配はいらん。これ以上動く必要もない」


「なに!?」


　余よ裕ゆうかましまくりのディラックさんに、メルの顔に動どう揺ようの色が浮うかぶ。


「わしが組織に伝えなかった技わざ……組織は、それを知りたいのじゃろう？


　だから……


　見せてやる、と言っておるのじゃよ。それを」


　言ったディラックさんの両ソデから、その手の中へと、数本の編み針と、白い糸の束たばとがすべり落ちる。


「見るがよい！」


　言うなり、ディラックさんの両の手が神速の動きを見せる！


『なっ……!?』


　あたしとメルと、からめ取られたファミールまでが、驚きよう愕がくの声を上げる中、ディラックさんの手の中から、それは瞬しゆん時じに出現した！


　うおおおおおおおおおおんっ！


　虚こ空くうに響ひびく巨きよ獣じゆうの雄お叫たけび。


　天に向かって吠ほえたのは、一匹ぴきの白い竜ドラゴンだった。


「……これ……は……！」


　メルがまともに動揺の色を見せた、その刹那せつな。


　普ふ通つうのドラゴンというより、海蛇竜シー・サーペントに近いフォルムを持ったそれは、細長い体をくねらせて、横手から、ファミールとメルとをつなぐ革かわムチの、そのことごとくを嚙かみ切った！


「な……!?」


「教えよう！」


　さらに動揺するメルに、ディラックさんの声が投げかけられる！


「これがわしの生み出した、リリアン編み究きゆう極きよく技ぎ法ほうの一つ、『瞬しゆん閃せん昇しよう竜りゆう編あみ』！


　リリアン糸で編み上げた白竜を意のままに操あやつり、敵を討うつ大技じゃっ！」


「んなわけあるかぁぁぁぁぁっ！」


　ディラックさんの解説に、思わず間かん髪はつ入れずツッコむあたし。


「こぉぉぉれのどこが一体どうリリアン編みなのよっ!?　非常識なのもたいがいにしなさいよっ！」


「ふっ！　何かカン違ちがいをしておられるようじゃなリナさんっ！


　リリアン編みとはリリアン糸で編み上げたものの総そう称しよう！


　すなわち！


　リリアン糸で編み上げたものでさえあれば、編み方がどうであろうが、できあがったものが何であろうが、これ、すべてリリアン編みなりっ！」


「どーやったらリリアン糸でできたドラゴンに、革ムチがかみ切れるのよっ!?」


「嚙かみ切ったのではないっ！　口の中に仕込ませた糸で、こすり切ったのじゃっ！」


「……なるほど……さすがにやるわね！　ディラック！


　こうなればますますもって、あなたのその技術、見み逃のがすわけにはいかなくなったわ！


　絶対に本部に連れていってみせるっ！


　いくわよっ！　必殺っ……！」


「させぬわっ！　糸竜火炎撃ドラゴン・バーニング・アタツクっ！」


　ふしゅるぃぃぃっ！


　メルが必殺の一いち撃げきを放つより早く。


　ディラックさんに操られた、リリアン編みのドラゴンは、メルの全身に巻きつき、彼女の動きを封ふうじる。


「……くっ！


『バーニング・アタック』なぞと、大層な名前のわりには、単なるまきつきかっ！」


　もがきながらも言うメルに、しかしディラックさんは、不敵な笑みで、


「何を言うておる。これからが本番じゃ。


　見よ！　竜ドラゴンの頭を！」


「なにっ!?」


　言われてメルが視線を上げれば、彼女をからめたドラゴンは、そのかま首を大きくもたげ、メシ屋の壁かべを向いている。


　その鼻先には、オレンジ色の光を放つランプが一つ。


　──言うまでもなく──


　リリアン糸は、火に燃える。


「うわちょっと待て本気でっ！」


　あせるメルにはおかまいなしに、ドラゴンはなんのためらいもなく、ランプの上に顔を突つっ込んだ！


「やめ……！」


　ぼうぼうめらめら。


　メルの叫さけびをさえぎって、炎ほのおの音があたりに響ひびく。


　──やがて。


　……ぽてくり。


　ほどよくコゲたメルディナーサは、燃え尽つきた炎の中から、床ゆかへと倒たおれ伏ふしたのだった。


　……う……うーむ……けっこーエグい技わざかも……


　ほかの客たちに混じって店のおっちゃんも、何やら文句を言いたそーな顔でこちらを眺ながめているが、かかわりあいになるのがやっぱしイヤなのか、こちらにやってくる様子はない。


「大だい丈じよう夫ぶじゃったか？　ファミール」


「はいっ！　ありがとうございます！　お師匠様！」


　客たちの、白い視線もおかまいなしで、感激と尊そん敬けいのまなざしでディラックを見つめるファミールに、ディラックさんは、悲しみの混じる視線を返し、


「すまなんだな。ファミール。おかしなことに巻き込んで。


　……わしはどうやら、姿を消した方がいいらしい……」


「そんな……！」


「それが一番なんじゃよ……わかっておくれ……」


「いやです！　お師匠様！


　お師匠様が姿を消すなんて！


　そんなことになったら……わたし……わたしの先さき払ばらいした今月ぶんの月謝の立場はどうなるんですっ！」


「うむ。旅立ちのはなむけと思うてありがたくいただいておく」


「そんなっ！」


「……あー……月謝のことはさておいて……」


　なにやら無関係なところでモメている、二人の会話に、あたしは横から口をはさむ。


「ディラックさん、たとえ姿を消したところで、それじゃあ解決になんないわよ」


「解決に……ならん？」


　あたしは二人を見つめたまま、こっくり一つうなずいて、


「ええ。これで組織とやらは、あなたがここにいて、ファミールという弟で子しがいることを知った。


　それを踏ふまえて、よ。


　あなたがもし姿を消したとしたら、組織はまず、どこを探すと思う？」


　──あ……！


　その指し摘てきに、二人は、声にならない声を上げた。


「そゆこと。


　まずはファミールのところ。


　まず最初に『ファミールがかくまってるんじゃあないか』って考えるでしょうね。


　むろんファミールが『お師匠様は旅に出ました』なんぞと言っても、信用してくれるわけもなし。


　かりに信用したとしても、次は『なら、彼が逃にげた場所の心当たりはないか』と、こう聞いて来るのは目に見えてるわ。


　組織にとっては、彼女のほかに手がかりがないんだし。


　ファミールに害をおよぼさないためには、彼女もいっしょに姿をくらますしかないんだけど……


　つまりはどうやったところで、彼女を巻き込まないですむ、なんて方法はないのよ」


「……むう……」


　あたしの指摘に、ディラックさんは、むずかしい顔で沈ちん黙もくする。


「解決の方法があるとするなら一つだけ。


　つまり──


　こっちから、相手の本部に乗り込んで、たたき潰つぶすのよ」


『──なっ──!?』


　あたしのことばに、ファミールとディラックさん、二人の声がみごとにハモった。


「そんな──無茶じゃ！」


「無茶じゃあないわ。


　あたしが手を貸せば、ね」


　言ってあたしはウインクひとつ。


「手を……貸してくださるのか!?


　その……あまりお礼はできませぬが、それでもよろしいのか？」


「ま、お礼なんて心ばかり、でいいわよ。


　こーなったら、見過ごしにするわけにもいかないし」


「すまぬっ！　リナさんっ！」


　言って頭を下げるディラックさん。


　とはいえむろん、あたしの方も、なんの計算もなしに協力を申し出たわけではない。


　ディラックさんの話によれば、その組織とやらにはお金がうなりまくっているはず。


　となればっ！　組織を壊かい滅めつさせたあと、金品強ごう奪だつ……もとい。組織の再建防止策として、資金の押おう収しゆうをするのに何の問題があろうかっ！


　これで、前回のタダ働きのぶんも埋うめ合わせがつくというもんであるっ！


「とにもかくにも善は急げっ！


　今夜はたっぷり休んだら、明日の朝には出発よっ！」





「……ここが……その？」


　つぶやいて、ファミールが眺ながめたのは、一いつ軒けんの、さびれた大きな屋や敷しきだった。


　出発し、北に向かって五日ほど。


　クラウワードルンという名の町の、ダウンタウンの一角に、それは静かに佇たたずんでいた。


「そう。ここが組織の本部──


　いや、正確に言うとその入り口じゃ」


「入り口？」


「その通り。


　組織の本部は地下にある。


　その大きさは、およそこのあたりの一区画ブロツクはあろう」


「いちぶろっく!?」


「うむ。その敷しき地ちの上には、この屋敷以外にも家は建っておるが、そこに住む者のことごとくは、何かの形で組織にかかわりあいのある者じゃ。


　残る三人衆や、首領のグラシードは、その地下本部におる。


　くれぐれも油断は禁物じゃぞ」


「わかってるわよ」


　にっこりほほえみ、うなずくあたし。


　メルディナーサをぶち倒たおし、この町へ至いたる道すがら、組織の襲しゆう撃げきは一度たりとてもなかった。


　まだこちらの動きを把は握あくしていないのか、それとも、あたしたちの逆襲を知り、手ぐすね引いて待ちかまえているのか……


　いきなし外から竜破斬ドラグ・スレイブの一発もおみまいして、そこいら一帯ぶっ飛ばす、とゆー手段を使えば早いのだが、残念ながらそれをやると、被ひ害がいが組織の本部だけではすまないのと、何よりも、連中がため込んでいるはずのおたからも、いっしょに吹ふっ飛びまくるので、金品没ぼつ収しゆうができなくなる、という致ち命めい的てきな欠点があった。


　となれば当然、潜もぐり込んで、地道に敵を撃破してゆく、という、この作戦にならざるをえない。


　──正直な話、戦力にならないファミールを連れて来たくはなかったのだが、どこかに置いてきて、そこを逆に組織に突つかれて、人質にでも取られたら、まためんどうなことになる。


　ならばいっそのこと、目の届く場所にいてくれた方がかえって安心、ということで、同行することとなったのだ。


　三人は、朽くち落ちた鉄門の隙すき間まを通り、雑ざつ草そうが生えほうだいに生えている、荒あれた庭へと侵しん入にゆうした。


　人の住んでいる気け配はいはなく、手入れをされなくなってから、数年は楽に経たっている、といった感じである。


「──ゆくぞ──」


　ディラックさんのひと押おしで、玄げん関かんのドアは音もなく、内側へと開いた。


「……ほんとに……ここなんですか……？」


　おどおどあたりを見回しながら、不安な表情で問とうファミール。


　たしかに、床ゆかに敷しかれたじゅうたんはすでに色あせて、そこここに、クモの巣がはりまくっている。どこかの本部、というふうには、とても見えない。


　シロウト目には。


「どうやら間ま違ちがいなさそうよ」


　答えたのは、ディラックさんではなくあたしの方。


「どう見ても廃はい屋おくのはずなのに、玄関のドアは、きしみもせずにあっさり開いたわ。


　つまり、要所要所は、誰だれかがきっちし手入れをしてる、ってことよ」


「な……なるほど……」


「そういうことじや。


　ファミール、ここから先、無む駄だなおしゃべりと油ゆ断だんは禁物じゃぞ」


「──はい」


　ディラックさんのことばにうなずく彼女。


　そしてあたしたち三人は、ディラックさんの先せん導どうのもと、屋や敷しきの奥おくへと進みはじめた。


　クモの巣をうちはらい、あせたじゅうたんの上を、足音を殺して歩み、朽ちた扉とびらをくぐり抜ぬける。


「──ここじゃ」


　言ってディラックさんが足を止めたのは、とある部屋の壁かべの前だった。


　なんにもない、まったいらな壁の前。


「……ここ……ですか……？」


「うむ」


　眉まゆをひそめるファミールに、ディラックさんはひとつうなずくと、ふところから一本の編み針を取り出し、壁の下の方──言われなければわからないほど小さな穴の中に、その先せん端たんをさし込んだ。


　とたん──


　……ご……ごごごごごご……


　重い音を響ひびかせて、目の前の壁が横へとスライドする。


　その先には、奥へと続く白い通路が延びていた。


「──ここからは、今まで以上に慎しん重ちように、な」


　ディラックさんのことばに、あたしとファミール、二人はこっくりうなずいて、一同はふたたび歩きはじめた。


　足音を殺し、あたりの気配をさぐりつつ、クモの巣を払はらって──


「……妙みようね……」


　ぽつり、とあたしがつぶやいたのは、いくらもいかないうちのことだった。


「どうしました？　リナさん」


「さっきの場所、っていうのならともかく……


　ここ、異様に多くない？　クモの巣……」


「そう言えば……」


　足もとに、そして天てん井じように。あちらこちらに、いくつものクモの巣がはりめぐらされている。


　まさかこの場所まで、何の手入れもされていない、などということはないだろうし……


　その時。


「──なっ!?」


　後ろに人の気配を感じてふり向いて、あたしは思わず声を上げていた。


「どうし……」


「────？」


　やはりふり向いたディラックさんとファミールも、動どう揺ように、声を失なくして立ちつくす。


　つい今しがた、あたしたちが歩いてきた通路──


　その先が、白くかすんで消えていた。


　びっしりと無数にはりめぐらされた、クモの巣の向こうに。


「しまった！　罠わなじゃっ！」


『その通り』


　ディラックさんの上げた声に、答えはどこからともなく返ってきた。


「その声は……ガイゼム！」


『ひさしぶりだな。ディラック』


　おそらく、声の主は、張られたクモの巣の向こう。声がくぐもっているのは、クモの巣のフィルターを通しているせいだろう。


「何者なの!?」


「三人衆の一人じゃ！　絹きぬ製品をもっぱら扱あつかっとる！」


　絹……とゆーことは……？


「ひょっとして、このクモの巣みたいなの、みんなカイコの糸!?」


『ほう……誰かは知らぬが、よく気づいたな』


　あたしのことばに声が答える。


『その通り。館やかたに張ってあるのもすべて、クモの巣ではなくカイコの糸よ。


　お前たちは、それをはらいのけることで、自分たちの潜せん入にゆうを、このおれに伝えてくれた、というわけだ。


　……くふふ……しかし……


　ディラックよ、メルディナーサから、お前を見つけたとの知らせは聞いておったが……


　まさかそちらから出向いて来るとは思わなんだぞ』


「あたしが提案したのよ。


　逃にげ回ってるより、こっちから出向いてぷち倒たおしたほうがよっぽど早い、ってね」


『……は！　倒す、だと!?　我々を!?


　笑わせるな！


　大きな口を叩たたいたところで、きさまには、このおれが、今どこにいるのかさえもわかるまい！』


「……クモの巣状態のカイコ糸の反対側……じゃないの？」


『な……なにぃぃぃっ!?　なぜわかった!?』


　いや……なんでもくそも……


「そっちから気配するし……糸がわいて出たのもそっちからなんだから……ふつー、そっちにいる、って思うでしょーが」


『ほ……ほほぅ……少しはできるようだな……』


　ガイゼムとやらのことばに、あたしはため息ひとつつき、


「単にあんたができないだけでしょーが……


　ついでに言うと、あなたに関して、わかったことがもう二つ」
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『なに!?』


「まず一つ。


　ずばりっ！　あんた、最近しごとないでしょっ!?」


『──っなっ……!?』


　声ににじんだ動どう揺ようの色が、あたしの推すい理りの正しさを物語っていた。


「ふっ。簡単な推理よ。


　あたしたちの方からここにやって来るとは思ってもみなかった──


　あなた、さっきそう言ったわね。


　となればっ！


　三人衆とかいうえらそーな肩かた書がきのくせに、来るか来ないかもわからない、不特定の侵しん入にゆう者しや相手に、ひたすら見張り番をさせられる、そんなあんたの立場はただひとつっ！


　すなわちっ！


　しごとがなくて首切り寸前、どーでもいー役職にまわされたっ！」


『どやかましいっ！　今は警けい備びの仕事担当だからこれでいいんだよっ！』


「ふっ、語るに落ちたわね。


　本来はファッション関係の技術研究がしごとなのに、『今は警備のしごと』ってことは、結局本来のしごとがない、ってことじゃない。


　……ついでに言うと、わかったことのあと一つは、あなたの脳ミソの中身はそーとースカぷーだ、ってことね。


　そんなんじゃあ、警備のしごとの方も、満足にできるかどーか疑ぎ問もんよね」


『やかましいっ！　できるかできないか、貴様自身の身をもって知るがいい！』


　……ざわりっ……


　声と同時に音がした。


　見ると、通路にひろがるクモの巣状のカイコ糸が、さわさわとこちらに近づいてくる。


『くはははは！　全身をカイコ糸にからめ取られ、身動きできなくしてやるわ！』


「ど……どうするリナさん!?　これではわしの竜ドラゴンも手が出せんぞ！」


　顔色を変えるディラックさん。


　……いや……どーするもこーするも……


　あたしはくるりときびすを返し、


「さ。こーゆーのは無視してどんどん先に進むわよ」


「おおっ！　なるほどっ！」


「さすがリナさんっ！」


『こらちょっと待てぃっ！　オレの立場はっ!?』


「知んない」


　ふり向きもせずにそう言うと、あたしはすたすた、通路を奥おくへと進んでゆく。


『はっ！　さては臆おくしたな、貴様っ！　このオレの技わざの前に、恐きよう怖ふし、みじめに背を向けるわけだ！　くははははは！


　……って、ちょっとは話聞けよオイ！　待てってば！』


　後ろでわやわや言いながら、カイコ糸がわさわさ追ってはくるものの、そのスピードは、子供がゆっくり歩く程度のものである。さきほどは、相手に気づかれるのを警けい戒かいして、ゆっくり進んでいたせいで追いつかれたが、ちょいと急いですたすた歩けば、その差はひろがる一方。


『こら待て！　待てってば！　そーだっ！　今なら、相手してくれたら、もれなく商店街の福引き補ほ助じよ券けんをやってもいいぞ！　だから……おい……！』


　かくて。


　どこかさびしそーな声を背中に聞きながら、あたしたち三人は先を急いだのだった。





　ディラックさんの先せん導どうで、一同はまっすぐ、首領の部屋を目指していた。


「……おかしいの……」


　ぽつり、と、ディラックさんがそうこぼしたのは、ガイゼムとかいう三人衆のひとりをふり切って、しばらく進んだあとのことだった。


　鳴なる子こがわりのクモの糸も、あたりからは姿を消して、じゅうたん敷じきの、手入れのいきとどいた通路には、何かの部屋へと続くドアも、いくつか見うけられる。


「……人の姿が全くないわい……いくら大半は研究のため、部屋にこもっておるとはいえ……一人や二人とは出会うはずじゃのにの……」


「……それじゃあ……罠わな……ですか？」


　おずおずと聞くファミールに、ディラックさんは、深刻な顔でうなずいて、


「おそらくは……」


　しかし、そのことばが終わるより早く！





　ぶばぁっ！





『なっ……!?』


　足もとからはね上がったじゅうたんが、あっという間にディラックさんの体をからめ取る！


　しまった！　そう来たかっ！


　残る首領はじゅうたん使いだったかっ！


　ひと繫つながりになっていると見えた、床ゆかのじゅうたんの一部が切れて、ディラックさんをまき取った、その部分のみが、かなりの速度で通路の奥おくへと引っ込んでゆく。


「お師匠様！」


「追うわよ！　ファミール！」


　言って駆かけ出すあたしたち。


　そのあたしたちの足下の、行く手に延のびるじゅうたんたちが、こちらの行く手を塞ふさごうと、波うち、うねり、こちらに向かって襲おそいかかる！


　あたしは身をかわしつつ、いそぎ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「炎熱鞭バム・ロツド！」


　にぎった右の手のひらの中に、魔ま力りよくの炎ほのおのムチを生む！


　ひゅぼっ！　ひゅぼっ！


　炎のムチをくり出すそのたび、襲い来るじゅうたんの群れは、灼やき切れ、床へとむなしく落ちる。


　ムチを操あやつり、じゅうたんを薙なぎ、あたしとファミール、二人はディラックさんをからめ取ったじゅうたんのあとを追う。


　やがてじゅうたんは、大きな扉とびらのその奥へ。


　しばし遅おくれて、あたしとファミールもその部屋へと駆け込んだ。


「──おやおや。かわいいお弟で子しさんがいらっしゃったようですよ。ディラックさん」


　そこであたしたちを出で迎むかえたのは、朗ろう々ろうたる男の声だった。


　かがやくような白いじゅうたんが敷しきつめられた、だだっ広い部屋──


　その部屋の中心──一段高くなった、ステージのような場所に、彼はいた。


　としの頃なら二十代後半。長身の、金色の髪かみのハンサムで、キザったらしい白い服が、イヤミなくらい似合っている。


「……フ……ファミールっ……」


　顔以外の全身を、じゅうたんにすっぽり包み込まれて、ディラックさんが声を上げる。


「逃にげるんじゃっ！　早くっ！」


「ふ……そうはいきませんよ」


　男が、ぱちんっ、と指を鳴らしたその刹那せつな。


　だんっ！


　派手な音立て、後ろの扉が閉ざされる。


　なるほど……逃がすつもりはない、ということか。


　しかしこっちにも、逃げ出すつもりはさらさらないっ！


「はじめてお目にかかります。この私の名はグラシード＝フォン＝クラブマイヤー。


　この組織のチーフを務つとめる者です。


　……さて……」


　あたしたちに向かって深々一礼してから、グラシードは、ディラックさんに目をやって、


「そういうことでディラックさん、可愛かわいいお弟子さんたちを、余計なことに巻き込みたくないのなら、あなたのお力、ふたたび我わが組織にお貸しいただけますね？」


「そっちで勝手に話を進めないでほしいわね……炎熱鞭バム・ロツド！」


　ディラックさんの縛いましめを解き放つべく、ふたたびあたしの魔ま力りよくのムチが唸うなる！


　しかし──


「無む駄だです」


　グラシードのことばとともに、その軌き道どうを、床ぬかから持ち上がった白いじゅうたんが遮さえぎった！


「──な……！」


　あたしは思わず声を上げる。


　さきほどまで、群れ来るじゅうたんを、すぱすぱすぱすぱ灼やき切っていた、炎ほのおのムチに薙ながれてなお、その白いじゅうたんには、コゲあとひとつついていない。


「極ごく細ぼその金属繊せん維いで織おり上げた絨じゆう毯たんです。その程度の魔力の炎では、なんの効果もありませんよ」


「ならばっ！　振動弾ダム・ブラスっ！」


　ばしゅっ！


　しかしこの一いち撃げきも、白いじゅうたんを大きく揺ゆらしたのみにとどまる。


　うーむ、やっぱし柔じゆう軟なんさが、振しん動どうも衝しよう撃げきも緩かん和わするか。ならば……


　しかし、あたしが次の呪じゆ文もんを唱えはじめるより早く。


「それも無駄です。ですが、申し上げておきます。もしもう一度でも呪文をお使いになるなら、この私もためらわず、あなたと、もうおひとかたを攻こう撃げきさせてもらいます！」


「……うくっ……！」


　クギを刺さされてあたしは呻うめく。


　くっそー。せっかく氷系の呪文で固めておいてから、破は砕さい系呪文でぶち砕くだいてやろーと思ってたのに……


「……さて、それでは……」


「ファミールっ！」


　グラシードの余よ裕ゆうの口調をさえぎって、ディラックさんの声が響ひびいた。


「残された希望はお前しかおらんっ！　今こそお前のほんとうの力を示すのじゃっ！」


「なにっ!?」


「……え？　わたし……ですか……？」


　驚おどろくグラシード、とまどうファミール。


　ディラックさんは、大きくひとつうなずいて、


「そうじゃ！　わしの教えた技わざをやってみろっ！　今ここで！　お前のリリアン編みの技を使うのじゃっ！」


「……わ……わかりましたお師匠様！　やってみますっ！」


　応こたえて彼女は、ふところから、数本の編み棒とリリアン糸とを取り出した。


　その両の手が素す早ばやく動き、やがてほどなく、彼女は、完成したそれを両手にかざす！


「花か瓶びん敷しき。」


「あほかぁぁぁぁぁぁっ！」





　どがしっ！





　思わず彼女の顔面に、蹴けりをぼてくりかますあたし。


「この状じよう況きようで花ビン敷き編んでどーなんのよっ!?　しかも形イビツだしっ！」


「かまうなっ！　ファミール、もう一度じゃっ！」


「……は……はいっ！　お師匠様っ！」


　気をとりなおしてもう一度。彼女はかきかき編み棒を操あやつって──


「……っあああああっ！　見ておられんっ！」


　その彼女の動きに声を上げたのはグラシード。


「そこだそこっ！　そこで編み目の数数え間ま違ちがってるんだって！　だからさっきも形がいびつに……って、そこじゃなくってっ！」


　グラシードは、口調すら変えて、ずかずかずかっ、とファミールのそばに歩み寄り、彼女の手の中を指さして、


「ここだってここ！　急いでいても、あせらず、落ち着いて、丁てい寧ねいにっ！　それとっ！　力の入れ方にムラがあるから編み目の大きさがまちまちになるんだっ！　というか、手首に力が入りすぎ……」





　ばごっ！





　刹那せつな。


　無防備に、ファミールの指導に執しゆう心しんするグラシードを、あたしはいともあっさりと、どつき倒たおしたのだった。





「うーん。みごとな作戦ね。ディラックさん」


　グラシードを縛しばり倒し、ディラックさんを助け出したそのあとで、にこにこ笑え顔がおであたしは言った。


「とことん未み熟じゆくなファミールの技術を見せつけて、グラシードのプロ根こん性じようを刺し激げきしてスキを誘さそう……その道のプロじゃなきゃあ、思いつかない戦法ね」


「……でも、わたしって、そんなにヘタなんでしょーか……」


　隣となりでファミールが涙なみだする。


　ディラックさんは、グラシードの方に向きなおり、


「……わしは組織を抜ぬける。抜けて、このファミールの指導に当たる」


　……ふぅ……


　言われてグラシードは、肩かたの力を抜いてため息ひとつつき、


「……ご随ずい意いに……


　あなたを失うのは惜おしいが……それ以上に、彼女のような未熟な技術を野放しにしておくにはしのびません。しっかり指導してあげてください……」


「……あの……えらい言われようなんですけど……わたし……」


「──ま、それじゃあそーゆーことで……」


　ディラックさんたちの用件も片づいたところで、いよいよこっちの件である。


　あたしは、ずずいっ、とグラシードに近づいて、


「おとなしく吐はいてもらいましょーか。おたからをどこに隠かくしてるか」


「……な……なんでそんなことを言わねばならんのだっ!?」


「決まってるでしょーが。二度とこーゆーマネしないよーに、あたしがおたから没ぼつ収しゆうしてあげるのよ」


「……な……強ごう盗とう!?」


「だぁぁぁれが強盗よ」


　びすっ！　と一発、グラシードのどたまにチョップをかまし、


「悪の組織の再建防止に、その財力を没収するっ！　強盗どころか立派な犯罪防止じゃないっ！」


「……あのー……リナさん……」


　後ろからおずおずと、ディラックさんが声をかける。


「そりゃあ表には現れんから、裏組織と言えばそう言えるが……別にここ、違い法ほう行こう為いをやっておるわけではないから……


　やっぱりそれをやったら、あんたの方が強盗になるような気がするんじゃが……」


　………………………………………………


　…………あれっ？


　ちょっと待てよ……ディラックさんが追われてて……メルディナーサのやりくちは……でもただのケンカと言えばケンカだし……ここでのあたしたちに対する……ってでも、そーいえば、先にここに不ふ法ほう侵しん入にゆうしたの、こっちだし……


　………………あれっ………………？


　つーことは……あたしの、おたから没収しまくり計画は……？


「ま、とりあえず、これでめでたしめでたし、じゃの。


　リナさん、ありがとうございます。お礼の金貨二枚は、のちほど必ず払はらわせてもらいます」


　……えーっと……つーことは……結局金貨二枚だけ……？


「ふっ。ディラックさんの腕うでに間ま違ちがいはありません。これからも精しよう進じんなさい。ファミールさん」


「……はい。お師匠様、これからもよろしくお願いします」


　……って……あれ……？


　なんだかやたら丸くおさまってる三人のその横で、あたしは一人、ただただぼーぜんと立ちつくすのだった。


　いつまでも、いつまでも……







（自由をその手に：おひまい）















　あとがき



神板一＋Ｌ＋Ｓ　　









作：おまたせいたしまくりましたっ！　スレイヤーズすぺしゃる第一二巻、『家政婦は見たかもしんない』お送りしますっ！　けどいーんだろーかこのタイトルっ!?


Ｌ：……あれ？　今回出すのって長編じゃなかったっけ？


作：………………………………


Ｌ：あ。沈ちん黙もくしたし。


作：……ま……まあ、それはともかく……


　　まずはお知らせっ！


　　来年の、九十八年の年賀状は、『黒くてもいーから見てみたい』という、たくさんのリクエストにお応えして、『Ｌ、ロード・オブ・ナイトメアバージョン、獣王グレーター・ビーストあーんど海王デイープ・シーつき』をお届けする予定ですが、人気投票のみで手紙をいただいた方は、集計の都合上、翌年まわしになりますのであしからず。


Ｌ：ちなみにこのあとがき読んでから、あわてて手紙出しても、やっぱしたぶん翌年まわしになる、ってことね。


作：うむっ！　たぶんこの本の初版が本屋さんの店頭に並ぶ頃には、住所録の作成も終わって、ハガキの表の印刷にとりかかっているはずっ！　とゆーか、そーでなければ間に合わんっ！


　　さてそーゆーことで。


　　作者がこのあとがきを書いてるのは、十月だったりするわけですが……


Ｌ：それでは紙面の関係で、早さつ速そく、この時点での……


Ｓ：『天に轟とどろけ地に吠ほえろ！　破は壊かいと創成司つかさどる　第三回スレイヤーズ人気投票』中間発表を行いますっ！


Ｌ：うーん。どーなってるかなー。わくわく。


作：これまでは、第一次集計でトップだったリナをゼロスが抜ぬかして第一位！　という展開があったわけだが……


　　やっぱしハガキを読むかぎり、一番多く期待されてるのが『いきなし最後でＬが転落』っつーパターンみたいだな。


Ｌ：期待するなぁぁぁぁぁっ！　やっぱし最後であたしが逆転トップ！　よ！


　　全国の犬やら猫ねこやら文鳥やらがあたしに投票してくれたら、それも可能よっ！


作：……あ……トップのためなら犬猫票受けつけはじめたし……プライド捨てたな……


Ｌ：とにかくっ！　まずは発表よっ！


　　さあ部下Ｓ！　ぱぱーっとやっちゃいなさいっ！


Ｓ：ははっ！　まずはいきなりトップからっ！　前と変わらず、獣神官プリーストゼロス！


　　そして第二位はリナ＝インバースっ！


Ｌ：んーむ。かわらず、かー。


作：主人公ぴーんち！　あと数か月の集計で、はたしてゼロスを抜ぬけるのか、はたまたはじめて二位に甘あまんじるのか!?


Ｓ：ちなみに、ゼロスとリナの差は、前の集計の時と比べて、またわずかに大きくなっています。とはいえ、ＴＶの『──ＴＲＹ』放送と同時にゼロスの票が伸のびはじめましたから、終しゆう了りよう後ごにゼロス票の伸びが止まり、リナが逆転、という可能性もなきにしもあらず、なのですが……


　　果たして一体どうなるか。


　　そして三位は、祝！　ＴＶアイキャッチ出演！　ということで、変わらず我らがＬ様となっています。


　　ちなみに二位との差はとことんありますので、こりゃあランク・アップは無理でしょーね。


Ｌ：……しくしくしくしく……


作：こいつ……発表終わるまで自分の身が安全だと思ったら、けっこー思い切った発言するのな……


Ｓ：そして四位！　ここでガウリイが僅きん差さでゼルガディスを抜いたっ！


作：おーっ！


Ｓ：しかしその差は本当にわずか！　今後どう動くか予想がつきませんっ！


　　五位がゼルガディスで六位がアメリア！


　　そして……おおおっと!?


Ｌ：なになに？


Ｓ：ヴァルガーヴですっ！　『ＴＲＹ』オリジナルのキャラクター、ヴァルガーヴが、ここで前回十七位から、一気に躍やく進しんをとげて第七位っ！


作＆Ｌ：おおおおおおおおおおおっ！


Ｌ：いやー。たいした人気ねー。（レポーター口調で）神坂さん、ヴァルガーヴ人気躍進の原因は何だと思われます？


作：細ほそ腰ごしとヘソ出し。


Ｌ：……いや……あんた……ンなミもフタもない解説……


作：そうそう外れてはおらんと思うが……


Ｌ：うむぅ……


Ｓ：ヴァルガーヴに押おし出されるかっこうで、八位が郷く里にの姉ちゃん！　九位が同情票集めまくりの私ことＳで、続く十位が白蛇サーペントのナーガとなっていますっ！


Ｌ：んーむ。つまり十位以内は、ガウリイとゼルガディスが逆転、ヴァルガーヴが七位にアップ。以外は変わらず、ってわけね。


Ｓ：はい。以下は、押し出された形のシェーラ、ランク・アップしたフィリア、そして、『ＴＲＹ』最終話で脳死者を続出させたガーヴ。


作：うあ。あれか。


Ｌ：……け……けっこーキッツいもんあったんだけど……あれ……


　　なんであーゆーことになったんだろー……？


作：うむぅ……実は、千葉の安藤さんからの人気投票ハガキにそーゆーのがあってのぅ……アフレコの時に出会ったＴＶスタッフさんに、『いやぁ。セーラー服ガーヴなんてのがありましたよー』とか言ったら、『それだぁぁぁぁっ！　最終話アイ・キャッチ決定っ！』とか言われて……あーなった。許せ。


Ｌ：……うあ……


Ｓ：……ま……まあ……その話は置いといて……


　　気を取り直して十四位以下は、順に、フィブリゾ、シルフィール、レミー、映画の『ＲＥＴＵＲＮ』からサリーナ、獣王グレーター・ビーストゼラス＝メタリオム、ルークに作者、と、ここまでが二十位となっています。


Ｌ：けっこー変動してるわねー。このあたりは。


Ｓ：はい。このあたりはかなりダンゴ状態で、中にはわずか数票の差、などというのもありますから、最終までに変わる可能性は大、ですね。


Ｌ：うむぅ。


　　さてっ！　次の文庫ではいよいよ結果発表！　それはいーけど、ちゃんと本出るのか神坂一っ!?


Ｓ：リナの、ゼロスの、Ｌ様の順位はどうなるのかっ!?


作：誰が笑って誰が泣くのか!?


作＋Ｌ＋Ｓ：それでは次回、乞うご期待っ！







あとがき：おしまい　　
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家政婦は見たかもしんない［後編］　　　　　〃　　　　　　１９９６年　７月号


見果てぬ野望のそのために［前編］　　　　　〃　　　　　　１９９６年　10月号


見果てぬ野望のそのために［後編］　　　　　〃　　　　　　１９９６年　11月号


宝珠を我が手に［前編］　　　　　　　　　　〃　　　　　　１９９７年　５月号


宝珠を我が手に［後編］　　　　　　　　　　〃　　　　　　１９９７年　６月号


自由をその手に　　　　　　　　　　　書き下ろし











スレイヤーズすぺしゃる⑫


家か政せい婦ふは見みたかもしんない





神かん坂ざか　一はじめ
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